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久留米工業大学 

建学の精神 

人間味豊かな産業人の育成 

 

教育理念 

知（技術の冴え）を磨き、 

情（心の花）を育み、 

意（不屈の意志）を鍛える 「知、情、意」のバランスのとれた人材の育成 

 

【工学部 交通機械工学科】 

 

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 交通機械工学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するために、入学してくる

多様な学生に対して共通教育科目、専門教育科目を体系的に編成し、講義、演習、実験、実習

を適切に組み合わせた授業を開講します。 

 教育内容、教育方法、学修評価については以下の方針を定めます。 

 

（教育内容） 

（１） 共通教育科目として人文社会、自然科学、言語、保健体育、総合教育の 5 系統、専門

教育科目として学科共通専門教育科目、コース専門科目、他学科連携科目の３系統を

編成し、１年次から４年次まで適切に開講する。 

（２） ものづくりの楽しさを体験し、ものづくりに取組むモチベーションを高めるため、１

年次から演習や実習等の実技科目を開講する。 

（３） 先進的な技術に対応できる高度技術者育成のために、次のコース別教育プログラムを

設ける。 

① 先端交通機械コース 

先進的な交通機械技術に対応できる高度技術者の育成を目的とし、自動車、航空機、

鉄道、バイク、船舶などの開発・設計、生産技術等の教育プログラムを展開する。 

② 自動車コース 

最新の自動車技術に対応できる高度技術者の育成を目的とし、自動車の開発・設計、

生産技術及び整備技術に必要な教育プログラムを展開する。また、国土交通省が指定

する講義科目と実習科目を修得することで２級自動車整備士としての知識と技能を身

につける。 

（４） 学士プログラムの集大成として「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」の科目を必修とする。 

（教育方法） 

（５） 初年次の「数学基礎」「物理学Ⅰ」「工業数学演習Ⅰ・Ⅱ」の科目では習熟度に基づく

クラス編成をとり、学力調査と学修到達度の結果を確認しながら工学教育に必要な基

礎学力の向上を図る。 

（６） 学科共通専門科目のうち、基礎力学、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学の主要

な力学系科目においては個々の学修到達度に応じた指導を行い、交通機械工学の基本

となる専門知識を確実に身につけさせる。 

（７） 本学科の演習、実験・実習等では、アクティブ・ラーニングを取入れた教育方法で授



業を行う。 

（８） 上級学年（３、４年次）の応用的な専門教育を無理なく履修するために、２年次終了

時に進級基準を設け、その基準を充たすことで３年次への進級を認める。 

（学修評価） 

（９） １年次から４年次までの学修行動調査、卒業研究の成果等を評価し、卒業時にディプ

ロマ・サプリメント（成績補助証明書）にまとめる。 

（１０）学業成績の成績評価方法については、シラバスに定める。 

（１１）学修成果の集大成としての卒業研究は、ルーブリック等によって総合的に評価する。 

 

●ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

 交通機械工学科では、本学の学士プログラムの課程（所定の単位取得と卒業要件）を修めた

うえで、自動車をはじめとする交通機械の幅広い知識・技能を修得し、次のような能力・資質

を備えた人物に「学士（工学）」の学位を授与します。 

 

（知識・理解） 

（１） 交通機械技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけて

いる。 

（２） 交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 

（思考・判断） 

（３） 修得した幅広い教養や交通機械工学の専門知識を活用し、社会の要求に対応するため

の自律的、創造的および汎用的な思考ができる。 

（４） 自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための適切な方策を

講じることができる。 

（関心・意欲・態度） 

（５） ものづくりに関心を持ち、グローバルな視点で他者と協働し、社会における産業の発

展に貢献・奉仕することができる。 

（６） 社会の仕組みを理解し、社会人としての倫理観にもとづいて技術者としての責任を遂

行することができる。 

（技能・表現） 

（７） 言語力、コミュニケーション力およびプレゼンテーション力等の技能を身につけ、社

会の多様な人々と協働することができる。 

（８） 工学分野の総合的な視点と交通機械工学の知識を身につけ、多様化する現代社会の諸

問題や課題を分析するための知識・技能、情報発信能力を有し、地域や国際社会の新

しい多様な文化や生活の創造、産業の発展に貢献することができる。 

 

《受講するにあたっての注意事項について》 

 

 
◎授業外学習時間 

  ２単位１５週科目の場合、予習・復習２時間／週を取るように努めること。 

 

◎課題に対するフィードバック 

  小テスト試験等で提出されたレポート等についてはフィードバックするので確認をすること。 



　授業科目 　授業科目

共通専門科目
　フレッシュマンセミナー・・・・・・・ １ 　工作実習・・・・・・・・・・・・・・１１３

　就業力育成セミナー・・・・・・・・・ ４ 　交通機械工学実験実習Ⅰ・・・・・ １１６

　就業力実践演習・・・・・・・・・・・ ７ 　交通機械工学実験実習Ⅱ・・・・・ １１８

　工業数学演習Ⅰ・・・・・・・・・・・ ９ 　就業指導Ⅰ・・・・・・・・・・・ １２０

　工業数学演習Ⅱ・・・・・・・・・・・ １２ 　就業指導Ⅱ・・・・・・・・・・・ １２３

　解析学・・・・・・・・・・・・・・・ １５ 　工業の基礎・・・・・・・・・・・ １２６

　応用数学・・・・・・・・・・・・・・ １７ 　ものづくり実践プロジェクト(交通)・・ １２９

　交通機械英語・・・・・・・・・・・・ １９ 　卒業研究Ⅰ・・・・・・・・・・・ １３１

　機械材料・・・・・・・・・・・・・・ ２１ 　卒業研究Ⅱ・・・・・・・・・・・ １３４

　材料力学Ⅰ・・・・・・・・・・・・・ ２５

　材料力学Ⅱ・・・・・・・・・・・・・ ２８ コース専門科目
　流体力学Ⅰ・・・・・・・・・・・・・ ３１ 　自動車電装工学・・・・・・・・・ １３７

　流体力学Ⅱ・・・・・・・・・・・・・ ３４ 　自動車整備工学Ⅰ・・・・・・・・ １４０

　工業熱力学・・・・・・・・・・・・・ ３７ 　自動車整備工学Ⅱ・・・・・・・・ １４３

　燃焼・伝熱工学・・・・・・・・・・・ ４０ 　法規及び自動車検査法・・・・・・ １４６

　内燃機関Ⅰ・・・・・・・・・・・・・ ４３ 　自動車工学実習Ａ・・・・・・・・ １４９

　内燃機関Ⅱ・・・・・・・・・・・・・ ４６ 　自動車工学実習Ｂ・・・・・・・・ １５２

　基礎力学Ⅰ・・・・・・・・・・・・・ ４９ 　自動車工学実習Ｃ・・・・・・・・ １５５

　基礎力学Ⅱ・・・・・・・・・・・・・ ５１ 　自動車工学実習Ｄ・・・・・・・・ １５８

　応用力学・・・・・・・・・・・・・・ ５３ 　自動車技術演習Ⅰ・・・・・・・・ １６１

　機械力学・・・・・・・・・・・・・・ ５５ 　自動車技術演習Ⅱ・・・・・・・・ １６４

　機械工作法・・・・・・・・・・・・ ５８

　図学・・・・・・・・・・・・・・・・ ６０

　基礎製図・・・・・・・・・・・・・・ ６２

　機械製図・・・・・・・・・・・・・・ ６５

　ＣＡＤ基礎・・・・・・・・・・・・・ ６７

　機械要素設計工学・・・・・・・・・・ ７０

　自動車生産方式概論・・・・・・・・・ ７２

　交通機械設計演習・・・・・・・・・・ ７４

　電気工学Ⅰ・・・・・・・・・・・・・ ７６

　電気工学Ⅱ・・・・・・・・・・・・・ ７９

　電子工学Ⅰ・・・・・・・・・・・・・ ８２

　電子工学Ⅱ・・・・・・・・・・・・・ ８５

　コンピュータリテラシー・・・・・・・ ８８

　情報処理概論・・・・・・・・・・・・ ９１

　プログラミング基礎・・・・・・・・・ ９４

　制御工学Ⅰ・・・・・・・・・・・・・ ９６

　制御工学Ⅱ・・・・・・・・・・・・・ ９９

　自動車工学Ⅰ・・・・・・・・・・・・ １０２

　自動車工学Ⅱ・・・・・・・・・・・・ １０５

　バイク・ダイナミックス・・・・・・・ １０８

　交通機械先端技術・・・・・・・・・・ １１０



授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43010 前期 1 2 

授業科目名 フレッシュマンセミナー 学習相談 

英字科目名 Freshman Seminar 
必要に応じて担当教員に相談するこ

と。 

代表教員名 担当教員名 

東大輔 交通機械全教員 

使用テキスト 

必要に応じて資料を配布 

 

授業の概要 

 

交通機械工学とはどのような学問か、これからの４年間に交通機械工学科でどんな専門知識を，どのよ

うな順序で学ぶかを、各専門分野の教員が分担して解説する。 

 

到達目標 

(1) ４年間の勉学の指針を説明できるようになる。 

(2) 先端交通機械コースは乗り物の開発に必要な知識を理解する。 

(3) 自動車コースは二級自動車整備士資格取得に向けた流れを理解する。 

履修上の注意 

内容、順序を変更することがある。 

・出席重視の科目である。 

・毎回、講師が交代するのでルーズな受講態度にならず大学生としての自覚を持って講義に集中するこ

と。 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度（50％）、課題および試験（50％）で総合評価する。 

30 分以上遅刻は欠席扱い。ルーズな態度や４回以上の欠席は再履修とする。 

 

課題に対するフィードバック 

講義中に行った演習問題やレポートの回答などは各担当教員の研究室にて掲示するものとする。 

 

参考図書 「基礎自動車工学」（日本自動車整備振興会連合会） 

 

関連科目 交通機械先端技術 

 

学位授与

の方針と

の関連 

関心・意欲・態度 

（６）社会の仕組みを理解し、社会人としての倫理観にもとづいて技術者としての責任を遂

行することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

全体概要・ラーニングコモンズ説明 

 予習 

交通機械工学科の専門科目についてシ

ラバスおよび学生便覧にて確認してお

くこと。 

復習 
学科概要把握とラーニングコモンズに

ついて理解すること 

(2) 

共通教育科目 

 
予習 

共通教育科目についてシラバスおよび

学生便覧にて確認しておくこと。 

復習 

専門科目と共通教育科目の重要性につ

いて認識し、4 年間の履修計画を行うこ

と。 

(3) 

各種工学実習 

 
予習 

シラバスにて実習および実験科目につ

いて確認を行うこと  

復習 
自動車の安全性と実験・実習科目の安全

面について理解すること 

(4) 

材料力学、基礎力学 

 
予習 

シラバスにて材料力学および基礎力学

に関する内容を確認しておくこと  

復習 
材料力学で学ぶ内容について把握して

おくこと 

(5) 

電子工学 

 
予習 

シラバスにて電子工学に関する内容を

確認しておくこと  

復習 
電子工学で学ぶ内容について把握して

おくこと 

(6) 

自動車開発設計工学 

 予習 

シラバスにて機械要素設計工学、自動車

生産方式概論に関する内容を確認して

おくこと  

復習 
自動車開発の流れについて理解してお

くこと 

(7) 

内燃機関 
予習 

シラバスにて工業熱力学、内燃機関に関

する内容を確認しておくこと  

復習 
熱工学で学ぶ内容について把握してお

くこと 

(8) 

電気工学、自動車安全工学 
予習 

シラバスにて電気工学に関する内容を

確認しておくこと  

復習 
電気工学で学ぶ内容について把握して

おくこと 

(9) 

流体力学、自動車空力デザイン 

 
予習 

シラバスにて流体力学に関する内容を

確認しておくこと  

復習 
流体力学とデザインの関わりついて把

握しておくこと 

-2-



(10) 

自動車工学、制御工学 

 
予習 

シラバスにて自動車工学および制御工

学に関する内容を確認しておくこと  

復習 
自動車工学で学ぶ内容について把握し

ておくこと 

(11) 

交通機械工学実験実習 

 
予習 

シラバスにて自動車工学実験実習に関

する内容を確認しておくこと  

復習 

自動車工学実験実習における安全面に

関する注意事項について再確認してお

くこと 

(12) 

機械力学、応用力学 

 
予習 

シラバスにて機械力学および応用工学

に関する内容を確認しておくこと  

復習 
機械力学で学ぶ内容について把握して

おくこと 

(13) 

図学、製図、CAD 

 
予習 

シラバスにて図学、基礎製図および機械

製図に関する内容を確認しておくこと  

復習 
図学や製図の重要性と CAD との関連性

について理解しておくこと 

(14) 

総括Ⅰ 

 
予習 

これまでの講義における資料を再度確

認しておくこと  

復習 レポート作成 

(15) 

総括Ⅱ 

 
予習 

これまでの講義における資料を再度確

認しておくこと  

復習 レポート作成 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43910 前期 3 2 

授業科目名 就業力育成セミナー 学習相談 

英字科目名 
Seminar in Developing Job Huntingand 

Working Ability 

必要に応じて担当教員に相談するこ

と。 

代表教員名 担当教員名 

東大輔 交通機械全教員 

使用テキスト 

必要に応じて資料を配布する。 

 

授業の概要 

学生と教員との密度の高い交流をはかり、相互の信頼感、親密感を高めながら、就業に 

必要な学力およびスキルの向上や就業に向けた心構えなどを指導する。 

 

到達目標 

(1) 卒業後の進路を十分に理解し、説明できるようになる。 

(2) 目標を持ち、それを実現するための知識・技術を理解する。 

履修上の注意 

実施詳細については別途連絡するので、掲示板に注意しておくこと。 

出席重視の科目である。 

 

成績評価の方法・基準 

レポート提出（80％），その他（20％）を総合的に評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

講義中に行った演習問題やレポートの回答などは各担当教員の研究室にて掲示するものとする。 

 

参考図書 講義で紹介する。 

 

関連科目 就業力基礎、就業力実践演習 

 

学位授与

の方針と

の関連 

関心・意欲・態度 

（６）社会の仕組みを理解し、社会人としての倫理観にもとづいて技術者としての責任を遂

行することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

就業力とは 

 
予習 

大学 3年時からスタートする就職活動の

概要について自主学習を行うこと。 

復習 正規雇用の意義などを理解する． 

(2) 

開発業務 

 
予習 

自動車の開発業務の概要について自主

学習を行うこと。 

復習 
自動車などの車両開発の流れを説明で

きるようになる． 

(3) 

商品企画と製品企画 

 予習 

自動車に限らず工業製品の商品企画お

よび製品企画について自主学習を行う

こと。  

復習 
製品開発の企画業務を説明できるよう

になる． 

(4) 

デザイン開発 

 
予習 

インダストリアルデザインの概要につ

いて自主学習を行うこと。  

復習 
工学的なデザイン開発業務を説明でき

るようになる． 

(5) 

設計業務 

 
予習 

自動車に限らず工業製品の設計業務に

ついて自主学習を行うこと。  

復習 
開発業務の中の設計業務内容を説明で

きるようになる． 

(6) 

性能開発業務 

 
予習 

自動車に限らず工業製品の性能開発に

ついて自主学習を行うこと。  

復習 試作・実験・性能評価業務を理解する． 

(7) 

生産技術業務 

予習 

自動車に限らず工業製品を品質よく低

コストで市場に供給するための生産技

術について自主学習を行うこと。  

復習 
生産準備・生産技術について説明できる

ようになる． 

(8) 

業界分析（１） 
予習 

製造業の中でも研究・開発に関する業務

について自主学習を行うこと。  

復習 

設計開発関連企業の業務内容を調査・分

析できる． 

 

(9) 

業界分析（２） 

 
予習 

製造業の中でも生産技術・品質管理に関

する業務について自主学習を行うこと。  

復習 

生産技術・整備・教員などの業界分析が

できる． 
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(10) 

履歴書指導（１） 

 
予習 

就職活動を意識した自己 PR を作成し講

義に出席すること。  

復習 履歴書の意味，PR の仕方を理解する． 

(11) 

履歴書指導（２） 

 予習 

志望する業界および職種を意識したう

えで志望動機のアウトラインを構想し

作成すること。  

復習 履歴書作成を通じて自己分析できる． 

(12) 

自己分析 

 予習 

自分の長所および短所について自己分

析し文書にまとめて講義に出席するこ

と。  

復習 
自己 PR や自身の弱みを第 3 者に説明

できる． 

(13) 

英語能力向上策 

 

予習 TOEIC試験の概要について調べること。  

復習 英語力向上に有効な学習法を修得する． 

(14) 

数学力向上策 

 
予習 

1 年時の工業数学演習について復習を行

うこと。  

復習 
数学基礎力を向上する学習法と心構え

を修得する． 

(15) 

物理力向上策 

 
予習 

1 年時の物理学Ⅰおよび物理学Ⅱの復習

を行うこと。  

復習 
物理基礎力を向上する学習法と心構え

を修得する． 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43920 後期 6 2 

授業科目名 就業力実践演習 学習相談 

英字科目名 

Practical Seminar in Job Hunting and 

Working Ability 

 

各教員研究室およびキャリアサポート

センター 

藤 原 研 究 室 （ 図 書 館 2 階 ）    

e-mail: fujiwara@cc.kurume-it.ac.jp 

 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔（Daisuke AZUMA) 交通機械工学科全教員 

使用テキスト 

・「就職サポートブック」（久留米工業大学 キャリアサポートセンター 就職課） 

・配布プリント 

 

授業の概要 

・SPI 試験・履歴書・エントリーシートなど就職活動に関わる実際的なことを、多くの演習を取り入れ

ながら指導する。 

到達目標 

・自分の将来や就職について具体的に考えられるような基本知識を修得し、履歴書やエントリーシート

ある志望動機や自己分析がしっかり書け、説明できるようになる。 

・実際の就職活動に生かせる専門知識を修得し、自己表現が的確にできるようになる。 

履修上の注意 

・毎回の授業内容を自分の就職活動にすぐに生かしていくよう努めること。 

・都合により講義の順番を変更することがあるので、ガイダンスに必ず出席すること。 

成績評価の方法・基準 

・授業の取組みで総合評価 

課題に対するフィードバック 

・SPI 試験は、授業後解答を配布する。 

・自己表現・分析などは、後日添削して返却する。 

・レポートは、担任がレポートの内容の指導をする。 

参考図書 矢下 茂雄 著「大卒無業」（文藝春秋） 

 

関連科目 就業力基礎 → 就業力育成セミナー → 就業力実践演習 

学位授与

の方針と

の関連 

技能・表現 

（７）言語力、コミュニケーション力およびプレゼンテーション力等の技術を身につけ、社

会の多様な人々と協働することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

ガイダンス・職務適性テスト 

 

予習 卒業後の進路をいくつか考える。 

復習 配布資料により日程を確認する。 

(2) 

SPI 試験 

 

予習 SPI 試験の問題集を予習する。 

復習 配布の解答を読んで復習する。 

(3) 

自己表現 

自己表現を書く。 

予習 自己表現について調べる。  

復習 後日の添削結果を読んで復習する。 

(4) 

自己分析 

 

予習 事前に自己分析をしておく。  

復習 後日の添削結果を読んで復習する。 

(5) 

業界企業研究 

 

予習 志望業界について調べる。  

復習 自分にあった職業を検討する。 

(6) 

履歴書の書き方・エントリーシートの書

き方 

 

予習 
履歴書の書き方やエントリーシートの書き

方について調べる。  

復習 後日の添削結果を読んで復習する。 

(7) 

労働法講義 予習 労働法について考える。  

復習 労働法で学んだことを復習する。 

(8) 

自己表現 

講評 

予習 自己表現について調べる。  

復習 添削結果を読んで復習する。 

(9) 

就活準備講座 

 

予習 就活準備について調べる。  

復習 就活準備について講義内容を復習する。 

(10) 

ビジネスマナー 

 

予習 ビジネスマナーについて調べる。  

復習 
ビジネスマナーについて講義内容を復習す

る。 

(11) 

面接セミナー 

 

予習 面接の仕方について調べる。  

復習 面接について講義内容を復習する。 

(12) 

新聞分析 

 

予習 新聞分析方法を調べる。  

復習 新聞分析について講義内容を復習する。 

(13) 

一般常識テスト 

 

予習 一般常識について問題集を予習する。  

復習 配布の回答にて復習する。 

(14) 

就活対策講座１ 

 

予習 就職活動の始まりについて調べる。  

復習 自己分析について復習をする。 

(15) 

就活対策講座２ 

 

予習 志望する企業について予習する。  

復習 説明会等の参加後は企業と自分を検討する。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43050 前期 1 1 

授業科目名 工業数学演習Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Engineering Mathematics Ⅰ 3 号館 3 階 渡邊研究室 

代表教員名 担当教員名 

渡邊直幸 渡邊直幸、片山硬、井川秀信、山口卓也、吉野貴彦、髙西賢二 

使用テキスト 

石村園子著「大学新入生のための数学入門」（共立出版） 

 

授業の概要 

今まで学習してきた数学のうち、機械系の分野で比較的よく使われるものの基礎トレーニングを行う。

基礎的なことに的を絞り、演習を中心に少人数のグループで講義を行う。 

 

到達目標 

⑴数学の基礎力を身に付ける。 

⑵手早く計算の見通しを立てることができる。 

履修上の注意 

高校の内容であるが、普段よく使われている常識的なことであるので、完全にマスターすること。予習・

復習をきちんとすること。節目ごとに習熟度を確認する演習テストを行う。 

 

成績評価の方法・基準 

計 5 回の演習テストと期末テストで総合的に評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

演習テストについては、次回講義時に返却しフィードバックする。 

期末テストについては、試験終了後に希望者へ開示する。 

 

参考図書 高校で使用した数学関係の教科書および参考書 

 

関連科目 工業数学演習Ⅰ → 工業数学演習Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解  

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

数と式の計算-1 

四則演算・因数分解・平方根 

 

予習 
教科書 pp.1-6 を読み、例題を解く。 

  

復習 
教科書 pp.136-138 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(2) 

数と式の計算-2 

複素数・分数式・方程式 

 

予習 教科書 pp.7-12 を読み、例題を解く。 

復習 
教科書 pp.136-138 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(3) 

数と式の計算-演習テスト 

 
予習 

講義(1)～講義(2)の講義ノート・プリント

等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 

(4) 

関数とグラフ-1 

直線と放物線 

 

予習 教科書 pp.13-18 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 pp.139-140 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(5) 

関数とグラフ-2 

不等式と領域 

 

予習 教科書 pp.19-24 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 pp.139-140 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(6) 

関数とグラフ-演習テスト 

 
予習 

講義(4)～講義(5)の講義ノート・プリント

等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 

(7) 

指数関数-1 

指数と指数法則 

予習 教科書 pp.41-45 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 p.143 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(8) 

指数関数-2 

指数関数 

予習 教科書 pp.46-50 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 p.143 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(9) 

指数関数-演習テスト 

 
予習 

講義(7)～講義(8)の講義ノート・プリント

等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 

(10) 

対数関数-1 

対数と対数法則 

 

予習 教科書 pp.51-54 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 p.144 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(11) 

対数関数-2 

対数関数 

 

予習 教科書 pp.55-58 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 p.144 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 
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(12) 

対数関数-演習テスト 

 
予習 

講義(10)～講義(11)の講義ノート・プリ

ント等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 

(13) 

総復習-1 

数と式の計算、関数とグラフ 

 

予習 
演習テストを再度見返し、解けなかった

問題を解く。  

復習 
教科書 p.150 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(14) 

総復習-2 

指数関数、対数関数 

 

予習 
演習テストを再度見返し、解けなかった

問題を解く。  

復習 
教科書 p.150 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(15) 

総合-演習テスト 

 
予習 

講義(13)～講義(14)の講義ノート・プリ

ント等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43061 後期 2 1 

授業科目名 工業数学演習Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Engineering Mathematics Ⅱ 3 号館 3 階 渡邊研究室 

代表教員名 担当教員名 

渡邊直幸 渡邊直幸、片山硬、井川秀信、田中基大、髙西賢二 

使用テキスト 

石村園子著「大学新入生のための数学入門」（共立出版） 

 

授業の概要 

工業数学演習Ⅰに引き続き、今まで学習してきた数学のうち、機械系の分野で比較的よく使われるもの

の基礎トレーニングを行う。基礎的なことに的を絞り、演習を中心に少人数のグループで講義を行う。 

 

到達目標 

⑴数学の基礎力を身に付ける。 

⑵手早く計算の見通しを立てることができる。 

履修上の注意 

高校の内容であるが、普段よく使われている常識的なことであるので、完全にマスターすること。予習・

復習をきちんとすること。節目ごとに習熟度を確認する演習テストを行う。 

 

成績評価の方法・基準 

計 4 回の演習テストと期末テストで総合的に評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

演習テストについては、次回講義時に返却しフィードバックする。 

期末テストについては、試験終了後に希望者へ開示する。 

 

参考図書 高校で使用した数学関係の教科書および参考書 

 

関連科目 工業数学演習Ⅰ → 工業数学演習Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解  

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

三角関数-1 

 
予習 

教科書 pp.25-29 を読み、例題を解く。 

  

復習 
教科書 pp.141-142 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(2) 

三角関数-2 

 

予習 教科書 pp.30-34 を読み、例題を解く。 

復習 
教科書 pp.141-142 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(3) 

三角関数-3 

 

予習 教科書 pp.35-40 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 pp.141-142 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(4) 

三角関数-演習テスト 

 
予習 

講義(1)～講義(3)の講義ノート・プリント

等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 

(5) 

微分-1 

 

予習 教科書 pp.69-73 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 pp.146-147 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(6) 

微分-2 

 

予習 教科書 pp.74-77 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 pp.146-147 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(7) 

微分-3 予習 教科書 pp.78-82 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 pp.146-147 の練習問題のうち、

講義で学習した問題を解く。 

(8) 

微分-演習テスト 
予習 

講義(5)～講義(7)の講義ノート・プリント

等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 

(9) 

積分-1 

 

予習 教科書 pp.81-85 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 p.148 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(10) 

積分-2 

 

予習 教科書 pp.86-89 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 p.148 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(11) 

積分-3 

 

予習 教科書 pp.90-92 を読み、例題を解く。  

復習 

教科書 p.148 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 
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(12) 

積分-演習テスト 

 
予習 

講義(9)～講義(11)の講義ノート・プリン

ト等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 

(13) 

複素数・極形式-1 

 

予習 教科書 pp.101-102 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 p.150 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(14) 

複素数・極形式-2 

 

予習 教科書 pp.103-106 を読み、例題を解く。  

復習 
教科書 p.150 の練習問題のうち、講義で

学習した問題を解く。 

(15) 

複素数・極形式-演習テスト 

 
予習 

講義(13)～講義(14)の講義ノート・プリ

ント等を読み返す。  

復習 
演習テストで解けなかった問題（類似問

題）を解く。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43090 前期 5 2 

授業科目名 解析学 学習相談 

英字科目名 Analysis 
オフィスアワーについて初回授業時に

説明する。 

代表教員名 担当教員名 

金井政宏(Masahiro KANAI) 金井政宏 

使用テキスト 

新版微分積分 【著】岡本和夫 【発行】実教出版 

 

授業の概要 

解析学では微分方程式について学習する。微分方程式とは、1 変数関数 y=f(x)およびその導関数 y'=dy/dx

の満たす関係式で、解として f(x)を求めるための方程式である。歴史上最初の微分方程式はニュートン

による運動方程式であり、時間が独立変数、物体の位置が従属変数である。従って、運動方程式の解と

して物体の運動の軌跡が求められる。しかし、一般には微分方程式は解くことが出来ない。この授業で

は解くことのできる基本的な微分方程式およびそれらを解く技法を中心に学習する。 

 

到達目標 

(1)1 階の微分方程式の解法の習得 

(2)自然現象を表す微分方程式の理解 

(3)ニュートンの運動方程式に関する基礎知識の習得 

(4)2 階定係数線形微分方程式の解法の習得 

履修上の注意 

指定したテキストの該当部分を中心に講義と演習を合わせて行う。 

 

成績評価の方法・基準 

授業への取り組み（30％）および期末試験（70％）により評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

必要に応じて最終講義までにフィードバックする。 

 

参考図書 授業中に適宜紹介する。 

 

関連科目 微分積分学→解析学→応用数学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

(1)ガイダンス 

授業内容と到達目標についての説明、学習

の進め方についてのアドバイスなど。 

(2)基礎数学の復習 

予習 
テキストを準備しておくこと。 

  

復習 
テキストの該当項目に目を通しておく

こと。 

(2) 

微分方程式 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。 

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(3) 

微分方程式の解 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(4) 

初期値問題と境界値問題 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(5) 

変数分離形 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(6) 

同次形 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(7) 

線形微分方程式 予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(8) 

まとめと演習 予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(9) 

階数降下法 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(10) 

2 階線形微分方程式 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(11) 

定数係数同次線形微分方程式 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(12) 

定数係数非同次線形微分方程式 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(13) 

連立微分方程式 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(14) 

非定数係数同次線形微分方程式 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(15) 

まとめと展望 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43100 後期 6 2 

授業科目名 応用数学 学習相談 

英字科目名 Applied Mathematics 
オフィスアワーについて初回授業時に

説明する。 

代表教員名 担当教員名 

金井政宏(Masahiro KANAI) 金井政宏 

使用テキスト 

新版応用数学（新版数学シリーズ） 【著】岡本和夫 【発行】実教出版 

 

授業の概要 

フーリエ解析とは、自然現象を表現する複雑な関数を、基本的な関数である指数関数や三角関数に分解

して調べる方法である。音楽で言えば、和音を単音に分解してその構造を理解することに相当する。フ

ーリエ解析が最も威力を発揮するのは、微分方程式を解く際である。微分方程式とは導関数についての

方程式であり、これを解くことによって知りたい関数が得られる。一般に、自然現象を関数によって直

接表現することは非常に難しく、微分方程式による表現が先に考えられる。このため、フーリエ解析は

自然現象を解析するための基本的方法として用いられる。フーリエ解析にはフーリエ変換とラプラス変

換の二つの操作があり、これらに関する解説と演習が中心となる。 

 

到達目標 

(1)ラプラス変換について、基本的な性質を理解し、具体的に計算できるようになること。 

(2)フーリエ変換について、基本的な性質を理解し、具体的に計算できるようになること。 

(3)フーリエ変換およびラプラス変換によって微分方程式を解けるようになること。 

履修上の注意 

指定したテキストに沿って授業を行う。 

 

成績評価の方法・基準 

授業への取り組み（30％）および期末試験（70％）により評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

必要に応じて最終講義までにフィードバックする。 

 

参考図書 授業中に適宜紹介する。 

 

関連科目 微分積分学→解析学→応用数学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）自然現象の解析のための重要な数学的基礎を理解する。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

ガイダンス 

授業内容と到達目標についての説明、学習

の進め方についてのアドバイスなど 

予習 
テキストを準備しておくこと。 

  

復習 次回の授業項目に目を通しておくこと。 

(2) 

ラプラス変換の定義、デルタ関数とヘヴィ

サイド関数 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。 

復習 
テキストの練習問題を解いてみること。 

(3) 

ラプラス変換の基本的性質 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(4) 

逆ラプラス変換 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(5) 

常微分方程式の初期値問題 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(6) 

常微分方程式の境界値問題 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(7) 

ラプラス変換の応用例 予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(8) 

フーリエ級数 予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(9) 

三角関数による展開 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(10) 

複素フーリエ級数 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(11) 

偏微分方程式への応用 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(12) 

フーリエ変換の定義 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(13) 

フーリエ変換の基本的性質 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(14) 

偏微分方程式への応用 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 

(15) 

まとめと発展 

 

予習 次回の授業項目に目を通しておくこと。  

復習 テキストの練習問題を解いてみること。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43720 後期 6 2 

授業科目名 交通機械英語 学習相談 

英字科目名 Vehicle English 

インテリジェント・モビリティ研究所 

スタッフルーム 

 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 金子 寛典 (Hironori Kaneko) 

使用テキスト 

東 大輔「自動車空力デザイン」（三樹書房）および配布プリント 

 

授業の概要 

グローバル展開が必須な自動車やバイクなどの開発では交通機械分野に特有な英語能力を身につける

必要がある。本講義では自動車開発に関係する英語力を、デザイン開発やエンジン、足回りなどの英文

文献を題材にして学ぶ。 

 

 

到達目標 

(1) 基本英単語を修得する。 

(2) 自動車開発関連の英文文献を素早く読めるようになる。 

 

履修上の注意 

TOEIC 頻出の基本英単語を各自着実に修得すること。また、自動車や航空機などに興味を持ち、海外

インターネットサイトや英文雑誌なども積極的に読むこと。 

 

成績評価の方法・基準 

小テスト（70％）、期末試験（30％）で評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

講義中に出した課題や小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

 

参考図書 授業で紹介する。 

 

 

関連科目 科学技術英語→交通機械英語 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（1）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

TOEIC 基本英単語の確認 

 
予習 

基本となる英単語を予習する。 

  

復習 授業の内容を復習する。 

(2) 

自動車デザイン開発の英語 

 

予習 教科書 pp.16～27 を読んで予習する。 

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(3) 

自動車空力デザインの英語 

 

予習 教科書 pp.28～35 を読んで予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(4) 

スポーツカーデザインの英語（１） 

 

予習 教科書 pp.96～101 を読んで予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(5) 

スポーツカーデザインの英語（２） 

 

予習 教科書 pp.102～107 を読んで予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(6) 

自動車デザイン史の英語（１） 

 

予習 教科書 pp.118～128 を読んで予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(7) 

自動車デザイン史の英語（２） 予習 教科書 pp.132～137 を読んで予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(8) 

中間テスト 予習 1～7 回の講義を復習する。  

復習 中間テスト範囲を復習する。 

(9) 

エンジン開発の英語（１） 

 

予習 事前に配布したプリントを予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(10) 

エンジン開発の英語（２） 

 

予習 事前に配布したプリントを予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(11) 

エンジン研究の英語 

 

予習 事前に配布したプリントを予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(12) 

車両運動性能の英語 

 

予習 事前に配布したプリントを予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(13) 

航空機の英語（１） 

 

予習 事前に配布したプリントを予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(14) 

航空機の英語（２） 

 

予習 事前に配布したプリントを予習する。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 

(15) 

総まとめ 

 
予習 

1～14 回までの講義内容を整理してお

く。  

復習 授業の内容と配布プリントを復習する。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43270 後期 2 2 

授業科目名 機械材料 学習相談 

英字科目名 Mechanical Materials 
3 号館 2 階 益本研究室 あるいは 

実験棟 B 材料工学実験室 

代表教員名 担当教員名 

益本 広久 益本 広久 

使用テキスト 

市販の参考書は用いません。授業内容および予・復習に必要な資料(pdf)を納めた CD を配布します。 

授業の概要 

 様々な機械はそれぞれの特性や使用環境に合わせ、適切な素材を選定して作製されています。しかし、

各種材料の特性は、前加工や熱処理等の履歴により大きく変化します。このため、設計や整備等に携わ

る方は、①各種材料の化学的、物理的及び機械的特性に加え、材料特性に及ぼす②履歴の効果及び③使

用環境の影響、また、各種交通機関には材料の動的特性④を理解・把握しておかなければなりません。 

 そこで、本科目はまず物理学及び化学の基礎から材料に関する基礎的知見を解説した後、構造材料と

して主に用いられている鉄基材料の解説及び留意事項を約 50%の講義時間を割いて行います。その後、

各種非鉄金属材料及び高分子材料の特性や留意事項の解説を行った後に、使用環境下における材料特性

の変化を解説します。 

到達目標 

（１）各種構造材料として金属結合体が多用される理由、温度と共に特性が変化する理由を理解する。

また、材料に含まれる溶質原子の役割から、材料の諸特性に及ぼす環境の影響を理解する。 

（２）鉄、非鉄及び非金属材料の特性を理解する。 

（３）加工履歴による材料の特性変化を熟知し、設計に必要となる基礎知識を習得する。 

（４）使用環境下における材料の劣化、ぜい化及び疲労破壊のメカニズムを理解し、構造物の劣化を理

解する。 

履修上の注意 

ノートの作り方を最初に説明します。配布 CD の授業内容を必ずノートに書き写しておき、講義中の解

説等の説明を記入し、復習を行う。また、講義の最初に前回講義分の要点を解説しますので、復習され

た点を再考して頂くことができます。 

成績評価の方法・基準 

期末試験（100％）のみで評価 

課題に対するフィードバック 

期末試験の模範解答を配布し、自己採点して頂きます。なお試験用紙は 5 年間保管した後、廃棄します。 

参考図書 必要と思われる資料は、全て CD に pdf ファイルで納めますので、特に必要は有りませんが、

下記の図書を推奨します。 

日本金属学会編「鉄鋼材料便覧」及び「金属便覧」（丸善） 

関連科目 機械材料 → 材料力学Ⅰ → 材料力学Ⅱ/自動車材料工学 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

材料の基礎（１） 使用環境と材料の特性

の解説に必要な平均線膨張係数の導入、理

想配列と現実の原子配列の観点より、転移

の効果を解説した後、3 次元モデルへ展開

し、結晶格子の概念を習得 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと 

  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(2) 

材料の基礎（２） 構造物の作製に必須の

残留応力の発生メカニズムの解説と設計

に欠かせない基準値の設定方法を講義。ま

た、配付資料の習得に必要な、材料の機械

的特性を表す専門用語の解説 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと 

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(3) 

材料の基礎（３） 設計の思考プロセスに

おける材料選定の位置付け、材料の加工履

歴による特性変化に及ぼす転移、再結晶、

組織変化を視覚的に解説する。また、材料

選定の手順等々について解説 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(4) 

工業材料全般及び材料創製の過程を解説、

卒業生が主として取り扱う事となる鉄を

基調とする材料について解説、鉄基材料

（１）として、JIS 鉄系材料記号の見方を

解説後に各種機械的特性の評価方法を講

義 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める。 

(5) 

鉄基材料（２）溶製・製鉄の過程より鉄基

材料に含まれる不純物が機械的特性に及

ぼす影響を、溶融金属の凝固現象より解説

した後、その影響や前加工の影響を低減す

るために欠かせない熱処理の概略を説明 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める。 

(6) 

鉄基材料の基本である鉄(Fe)-炭素(C)二元

平衡状態図を詳細に解説し、C 含有量によ

るその組織形態が変化し、機械的特性が組

織に支配されていることを解説後、合金鋼

として低合金鋼及び高合金鋼について整

理 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める。 
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(7) 

鉄基材料の加工の観点より、鍛造・鋳鍛鋼

品の特性等の解説後、構造材料としても多

用される鋳鉄の利点欠点を解説、また、鋳

鉄の製法、機械的特性に及ぼす黒鉛形状の

影響を説明した後、鉄基材量の総括 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める。 

(8) 

非鉄金属材料（１） 非鉄金属材料として

多用されるアルミニウムの特性について、

JIS 記号の見方やアルミニウム合金の代表

種である 4系統の材料に関して詳細な講義

を行う 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(9) 

非鉄金属材料（２） アルミニウム合金の

使用環境下における挙動を説明後、純銅と

真鍮を主に銅及びその合金に関して説明

した後、その他特異な特性を有する銅合金

について講義 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(10) 

非鉄金属材料（３） マグネシュウム及び

チタニウムとその合金 実用金属の中で

最も比強度の高いマグネシュウム及び耐

食性や耐クリープ特性に優れたチタニウ

ム及びその合金の諸特性について説明 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(11) 

非鉄金属材料（４） 高分子材料の特性に

ついて、共重合及び解重合に関する詳細な

解説後、重合の成立条件及び重合形態によ

る分類を説明した後に、種々の高分子材料

に関して講義 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(12) 

非鉄金属材料（５）  高融点金属

（Nb,Ta,Cr,Mo,W 及びその合金)、低融点

金属(Zn,Pd,Sn 及びその合金）、易融金属及

び複合材料に関する講義 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(13) 

腐食現象  各種機械や構造部材に生じ

る腐食現象をエントロピー最大原理など

を用いて説明、腐食現象の主たる要因であ

る局部電池現象について講義、また、耐食

及び防食方法に関しても講義を行う 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める。 
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(14) 

構造体の破壊現象として、約 8 割を占める

とされる疲労挙動に伴う破壊のメカニズ

ム、疲労破壊挙動に及ぼす材料の組成及び

環境の影響を詳細に講義する 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 

(15) 

全講義内容に関する総括を行った後、理解

度を把握するために質疑応答を行う 

 

予習 

配布CDに納めている講義内容の図面の

概略をノートに写し、予め用語等の下調

べを行っておくこと  

復習 

講義の際に説明あるいは解説を行った

事象に関して、ノートの整理を行い理解

度を深める 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43530 前期 3 2 

授業科目名 材料力学Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Strength of Materials I ３号館３階 井川研究室 

代表教員名 担当教員名 

井川 秀信 井川 秀信（Hidenobu IGAWA） 

使用テキスト 

渥美光・鈴木幸三・三ケ田賢次著 「材料力学Ⅰ」 （森北出版） 

 

授業の概要 

材料力学は、機械や構造物などに使用される材料の強度や変形に対する抵抗および安定性について学ぶ

工学の重要な基礎科目の一つです。ここでは、種々の外力によって材料内部に生じる応力と変形の諸問

題について学び、機械や構造物の強度設計に必要な基礎知を修得します。 

 

到達目標 

(1)基礎的な材料力学の内容が理解できる。 

(2)自動車を含む機械設計と材料力学との関わりが理解できる。 

(3)機械設計に必要な計算能力が身に付く。 

 

履修上の注意 

・授業中に理解度を確認するための演習を実施し、レポートとして提出させる。 

・講義には必ず電卓を持参すること。（スマートフォンの計算機は使用不可） 

 

成績評価の方法・基準 

レポート（30%）、小テスト（20％）と期末試験（50%）で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

・講義中に出した課題や小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

・期末試験については、試験終了後、井川研究室の前に解答例を掲示する。 

 

参考図書 中原一郎著 ｢材料力学｣（養賢堂）、飯野牧夫・西田真一著「よくわかる材料力学」（朝倉書

店） 

関連科目 (材料力学Ⅰ) → 材料力学Ⅱ → 材料力学Ⅲ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（２）自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための適切な方策を

講じることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

靜力学の基礎 

力の概念，力のモーメント，平衡条件を理

解する。 

 

予習 
教科書 pp.1～2 を読んで予習する。 

  

復習 
授業の内容を復習する。 

(2) 

応力とひずみ① 

垂直応力と垂直ひずみの理解 

 

予習 教科書 pp.2～5 を読んで予習する。 

復習 
関連する演習問題を解く。 

(3) 

応力とひずみ② 

せん断応力とせん断ひずみの理解 

 

予習 教科書 pp.3 と pp.5 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(4) 

応力とひずみ③ 

フックの法則，応力ひずみ線図の理解 

 

予習 教科書 pp.5～9 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(5) 

応力とひずみ④ 

許容応力と安全率の理解 

 

予習 教科書 pp.10～12 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(6) 

引張りと圧縮① 

斜面上の応力の理解 

 

予習 教科書 pp.14～16 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(7) 

引張りと圧縮② 

組合せ棒の応力と変形の理解 

 

予習 教科書 pp.19～20 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題を

解く。 

(8) 

引張りと圧縮③ 

両端を固定した棒の応力の理解 

予習 教科書、演習問題2-8(pp.34)を解いておく。  

復習 授業の内容を復習する。 

(9) 

引張りと圧縮④ 

熱応力の理解 

 

予習 教科書 pp.21～22 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(10) 

引張りと圧縮⑤ 

内圧を受ける薄肉円筒の応力の理解 

 

予習 教科書 pp.28～31 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(11) 

はりの曲げ① 

はりの種類，はりの反力の計算 

 

 

予習 教科書 pp.48～51 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習する。 

(12) 

はりの曲げ② 

せん断力と曲げモーメントの計算 

 

予習 教科書 pp.51～52 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 
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(13) 

はりの曲げ③ 

せん断力線図，曲げモーメント線図の求め

方 

 

 

予習 教科書 pp.54～55 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(14) 

はりの曲げ④ 

はりの演習問題と解き方 

 

 

予習 配布したプリントの問題を解いておく。  

復習 

関連する演習問題を解く。 

(15) 

総合演習 

引張と圧縮、はり等の演習と小テスト 

 

予習 1～14 回までの講義内容を整理しておく。  

復習 
配布したプリント、関連する演習問題を解

く。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43540 後期 4 2 

授業科目名 材料力学Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Strength of Materials II ３号館３階 井川研究室 

代表教員名 担当教員名 

井川 秀信 井川 秀信（Hidenobu IGAWA） 

使用テキスト 

渥美光・鈴木幸三・三ケ田賢次著 「材料力学Ⅰ」 （森北出版） 

 

授業の概要 

材料力学Ⅰに引き続き、材料力学の基礎的な分野とやや高度な分野の諸問題について講義を行い、材料

力学の幅広い知識を修得します。また、講義内容の理解を深めるために適宜演習を行い、自ら問題を解

く力を養います。 

到達目標 

(1)材料力学の基礎知識を身に付けることができる。 

(2)自動車を含む機械設計と材料力学との関わりが理解できる。 

(3)機械設計に必要な計算能力が身に付く。 

履修上の注意 

・授業中に理解度を確認するための演習を実施し、レポートとして提出させる。 

・講義には必ず電卓を持参すること。（スマートフォンの計算機は使用不可） 

成績評価の方法・基準 

レポート（30%）、小テスト（20％）と期末試験（50%）で総合評価 

課題に対するフィードバック 

・講義中に出した課題や小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

・期末試験については、試験終了後、井川研究室の前に解答例を掲示する。 

 

参考図書 中原一郎著 ｢材料力学｣（養賢堂）、飯野牧夫・西田真一著「よくわかる材料力学」（朝倉書

店） 

 

関連科目 材料力学Ⅰ → (材料力学Ⅱ) → 材料力学Ⅲ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（２）自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための適切な方策を

講じることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

はりの曲げ① 

反力、せん断力、曲げモーメントの計算

の復習 

予習 
材料力学Ⅰで学んだはりの曲げの内容を復

習しておく。 

復習 授業の内容を復習する。 

(2) 

はりの曲げ② 

曲げ応力の理解 

予習 教科書 pp.60～63 を読んで予習する。 

復習 関連する演習問題を解く。 

(3) 

はりの曲げ③ 

断面二次モーメントと断面係数の理解 

 

 

予習 
教科書 pp.40～42 と pp.63～67 を読んで予

習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(4) 

はりの曲げ④ 

断面二次モーメントと断面係数の計算 

 

 

予習 
教科書 pp.40～42 と pp.63～67 を読んで理

解しておく。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(5) 

はりの曲げ⑤ 

曲げ応力の計算１ 

 

予習 教科書 pp.60～67 を読んで理解しておく。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(6) 

はりの曲げ⑥ 

曲げ応力の計算２ 

 

予習 教科書 pp.60～67 を読んで理解しておく。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(7) 

はりの曲げ⑦ 

たわみ曲線の微分方程式の理解 

 

予習 教科書 pp.81～87 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題を解

く。 

(8) 

はりの曲げ⑧ 

種々のはりのたわみとたわみ角の計算１ 

予習 教科書 pp.81～87 を読んで理解しておく。  

復習 授業の内容を復習する。 

(9) 

はりの曲げ⑨ 

種々のはりのたわみとたわみ角の計算２ 

予習 教科書 pp.81～87 を読んで理解しておく。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(10) 

ねじり① 

丸棒のねじり、ねじれ角、応力とひずみ

の理解 

予習 教科書 pp.143～146 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(11) 

ねじり② 

断面二次極モーメントの理解 
予習 

教科書 pp.41～43 と pp.143～146 を読んで

理解しておく。  

復習 授業の内容を復習する。 

(12) 

ねじり③ 

中実、中空丸棒の断面二次極モーメント

とその計算 

予習 教科書 pp.143～146を読んで理解しておく。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 
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(13) 

ねじり④ 

トルク、せん断応力、ねじれ角の計算 

 

 

予習 教科書 pp.143～146を読んで理解しておく。  

復習 

授業の内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(14) 

ねじり⑤ 

動力伝達軸、軸の強さの理解 

 

 

予習 教科書 pp.147 を読んで予習する。  

復習 

関連する演習問題を解く。 

(15) 

総合演習 

はりの曲げ及びねじりの演習と小テスト 

 

予習 1～14 回までの講義内容を整理しておく。  

復習 
配布したプリント、関連する演習問題を解

く。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44000 前期 3 2 

授業科目名 流体力学Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Fluid Dynamics Ⅰ 
3 号館 3 階 東研究室    

e-mail: azuma@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

東  大 輔  （ Daisuke 

AZUMA） 
東 大輔 （Daisuke AZUMA） 

使用テキスト 

藤田勝久「基本を学ぶ流体力学」（森北出版） 

 

授業の概要 

気体および液体を“流体”と総称し、流体の運動を理解する学問が流体力学である。 

この授業では、まず流体の性質を学び、静水力学と流体運動の基礎を学ぶ。さらに、「自動車空力デザ

イン」への応用についても解説する。 

 

 

到達目標 

(1)流体力学の性質を理解する。 

(2)流体力学の基礎を習得し、工学上の諸問題の解決能力を身に付ける。 

(3)自動車デザインと流体力学との関わりを理解する。 

 

履修上の注意 

授業中に理解度を確認するための演習問題を実施し、レポートとして提出を求めることがある。講義に

は各自電卓を持参すること。 

 

成績評価の方法・基準 

中間テスト 50%と期末試験 50％で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

・講義期間中に実施した中間テストは最終講義までに答案を返却し、解説する。 

 

参考図書 東 大輔 著，石井 明 監修，「自動車空力デザイン」（三樹書房） 

 

関連科目 流体力学Ⅰ → 流体力学Ⅱ → 航空流体力学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 （２）自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための

適切な方策 を講じることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

流体力学とは 

 
予習 

教科書 pp.1～6 を読んで予習しておく。 

  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(2) 

密度・比重 

 

予習 教科書 pp.7～9 を読んで予習しておく。 

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(3) 

粘性と圧縮性 

 

予習 教科書 pp.9～14 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(4) 

流体の静力学と圧力 

 

予習 教科書 pp.15～17 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(5) 

マノメータ 

 

予習 教科書 pp.17～18 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(6) 

壁面に及ぼす液体の力 

 

予習 教科書 pp.18～19 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(7) 

浮力および浮揚体の安定 予習 教科書 pp.19～22 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(8) 

中間テスト 
予習 

これまでの講義内容を十分に理解してお

くこと。  

復習 テスト内容を復習しておくこと。 

(9) 

流線の式 

 

予習 教科書 pp.24～28 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(10) 

連続の式 

 

予習 教科書 pp.28～29 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(11) 

１次元オイラー方程式 

 

予習 教科書 pp.33～36 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(12) 

ベルヌーイの定理 

 

予習 教科書 pp.36～40 を読んで予習しておく。  

復習 
講義ノートを読み返し、復習しておく 

。 

(13) 

運動量の法則 

 

予習 教科書 pp.40～44 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(14) 

自動車空力デザインへの応用 

 
予習 

スポーツカーやレース車両のエアロパー

ツを調べておくこと。  

復習 
自動車のデザインを流体力学の観点で見

直すこと。 
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(15) 

総まとめ 

 
予習 

これまでの講義内容を振り返っておくこ

と。  

復習 
講義ノート全体を十分に読み直し、理解を

深めること。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43970 後期 4 2 

授業科目名 流体力学Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Fluid Dynamics Ⅱ 
3 号館 3 階 東研究室    

e-mail: azuma@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

東  大 輔  （ Daisuke 

AZUMA） 
東 大輔 （Daisuke AZUMA） 

使用テキスト 

藤田勝久「基本を学ぶ流体力学」（森北出版） 

 

授業の概要 

流体中にある物体に働く力（自動車が高速で走行するときに空気から受ける力など）、流体測定法（ピ

トー管を用いた流速計測など）、流体実験法（自動車の模型実験の相似則など）および、粘性流体の運

動方程式について学ぶ。 

 

到達目標 

(1)流体力学の基礎を習得し、工学上の諸問題の解決能力を身に付ける。 

(2)自動車デザインと流体力学との関わりを理解する。 

 

履修上の注意 

授業中に理解度を確認するための演習問題を実施し、レポートとして提出を求めることがある。講義に

は各自電卓を持参すること。 

 

成績評価の方法・基準 

中間テスト 50%と期末試験 50％で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

・講義期間中に実施した中間テストは最終講義までに答案を返却し、解説する。 

 

参考図書 東 大輔 著，石井 明 監修，「自動車空力デザイン」（三樹書房） 

 

関連科目 流体力学Ⅰ → 流体力学Ⅱ → 航空流体力学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 （２）自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための

適切な方策 を講じることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

粘性流体とレイノルズ数 

 
予習 

教科書 pp.74～78 を読んで予習しておく。 

  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(2) 

円柱および翼まわりの流れ 

 

予習 教科書 pp.78～88 を読んで予習しておく。 

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(3) 

円管内の流れ 

 

予習 教科書 pp.90～95 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(4) 

管路内の流れと損失 

 

予習 教科書 pp.105～109を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(5) 

中間テスト 

 
予習 

これまでの講義内容を十分に理解しておく

こと。  

復習 テスト内容を復習しておくこと。 

(6) 

偏微分と粘性流体の連続の式 

 
予習 

偏微分の復習と教科書 pp.110 を読んで予習

しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(7) 

コーシーの運動方程式 予習 教科書 pp.111～112 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(8) 

変形速度と応力 予習 教科書 pp.112～116 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(9) 

ナビエ・ストークス方程式 

 

予習 教科書 pp.117～118 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(10) 

ナビエ・ストークス方程式の演習 

 

予習 教科書 pp.118～123 を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(11) 

境界層 

 

予習 教科書 pp.128～130を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(12) 

境界層方程式 

 

予習 教科書 pp.130～136を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(13) 

境界層のはく離 

 

予習 教科書 pp.136～144を読んで予習しておく。  

復習 講義ノートを読み返し、復習しておく。 

(14) 

自動車空力デザインへの応用 

 
予習 

スポーツカーやレース車両のエアロパーツ

を調べておくこと。  

復習 
自動車のデザインを流体力学の観点で見直

すこと。 
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(15) 

総まとめ 

 

予習 これまでの講義内容を振り返っておくこと。  

復習 
講義ノート全体を十分に読み直し、理解を深

めること。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43551 前期 3 2 

授業科目名 工業熱力学 学習相談 

英字科目名 Thermodynamics 3 号館 3 階 山口研究室 

代表教員名 担当教員名 

山口卓也 山口卓也（Takuya YAMAGUCHI） 

使用テキスト 

熱力学のきほんの「き」、小山敏行著、森北出版株式会社 

 

授業の概要 

熱力学は物質の状態変化とエネルギ変化との関係を取り扱う学問である。工業熱力学では熱力学の第 0

法則から熱力学の第 2法則までの基本法則と理想気体の状態式と状態変化について学ぶことを主目的と

します。熱力学は交通機械工学を学ぶ上での重要な専門科目のひとつです。ガソリンエンジンやディー

ゼルエンジンなどの動力工学は熱を機械的仕事に変換することを基礎とし、熱力学はそれらの設計の理

論的基礎となります。 

 

到達目標 

熱力学の第 1 法則および第 2 法則の二つの法則から導き出された状態料としてのエンタルピ、エントロ

ピの概念を理解する。二つの法則を理想気体の状態変化に適用し閉じた系および開いた系での熱量や機

械的仕事の解析手法を習得する。 

履修上の注意 

授業中に理解度を確認するための演習を実施しレポートをの提出を求める。 

 

成績評価の方法・基準 

講義への取組み姿勢や期末試験および課題やレポートの結果で総合評価します。 

 

課題に対するフィードバック 

・講義中に行った課題に関しては回答を配布したうえで詳しい解説を行う。 

・試験問題の解答は試験終了後に回答を山口研究室前に掲示する。 

 

 

参考図書  

関連科目 燃焼・伝熱工学、内燃機関Ⅰ、内燃機関Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解  

（２）自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための適切な方策 を

講じることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

熱力学を学ぶための準備１ 

 
予習 

教科書 pp.1～pp.10 までを熟読しておく

こと。 

復習 
系および熱力学で扱う物理量について

復習しておくこと。 

(2) 

熱力学を学ぶための準備２ 

 
予習 

教科書 pp.11～pp.20 までを熟読してお

くこと。 

復習 
熱力学の第 0法則について復習しておく

こと。 

(3) 

熱力学の第 1 法則１ 

 
予習 

教科書 pp.29～pp.35 までを熟読してお

くこと。  

復習 
エネルギーの形態、各種仕事について復

習しておくこと 

(4) 

熱力学の第 1 法則２ 

 
予習 

教科書 pp.36～pp.43 までを熟読してお

くこと。  

復習 
熱力学の第 1法則および閉じた系の熱力

学の第 1 法則について復習すること。 

(5) 

熱力学の第 1 法則３ 

 
予習 

教科書 pp.44～pp.48 までを熟読してお

くこと。  

復習 エンタルピについて復習しておくこと。 

(6) 

熱力学の第 1 法則４ 

 
予習 

教科書 pp.49～pp.53 までを熟読してお

くこと。  

復習 
比熱と内部エネルギおよびエンタルピ

との関係について復習すること。 

(7) 

熱力学の第 1 法則５ 
予習 

教科書 pp.54～pp.59 までを熟読してお

くこと。  

復習 
閉じた系の仕事と開いた系の仕事にに

ついて復習すること。 

(8) 

理想気体１ 
予習 

教科書 pp.62～pp.64 までを熟読してお

くこと。  

復習 
作動流体の種類および理想気体の状態

方程式について復習しておくこと 

(9) 

理想気体２ 

 
予習 

教科書 pp.65～pp.68 までを熟読してお

くこと。  

復習 
等温変化および等圧変化について復習

すること 

(10) 

理想気体３ 

 
予習 

教科書 pp.69～pp.72 までを熟読してお

くこと。  

復習 
定容変化および断熱変化について復習

すること 
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(11) 

理想気体４ 

 
予習 

教科書 pp.73～pp.75 までを熟読してお

くこと。  

復習 
ポリトロープ変化について復習するこ

と 

(12) 

熱力学の第 2 法則１ 

 
予習 

教科書 pp.76～pp.77 までを熟読してお

くこと。  

復習 熱力学の第 2法則について復習すること 

(13) 

熱力学の第 2 法則２ 

 
予習 

教科書 pp.84～pp.92 までを熟読してお

くこと。  

復習 
カルノーサイクルについて復習するこ

と 

(14) 

熱力学の第 2 法則３ 

 
予習 

教科書pp.93～pp.100までを熟読してお

くこと。  

復習 エントロピについて復習すること 

(15) 

総合演習 

 予習 

第 1回から第 14回目までの講義内容（板

書内容および例題）について再確認を行

うこと。  

復習 
演習問題とその模範解答について確認

を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 44200 後期 4 2 

授業科目名 燃焼・伝熱工学 学習相談 

英字科目名 Combustion and heat transfer engineering 3 号館 3 階 山口研究室 

代表教員名 担当教員名 

山口卓也 山口卓也 

使用テキスト 

燃焼工学および伝熱工学に関する資料を配布する。 

 

授業の概要 

 熱の移動に関する諸現象を取り扱う伝熱学およびガソリンエンジン、ディーゼルエンジンなど燃焼に

よる高温ガス発生を伴う動力機械における火炎、燃焼の基礎事項について学ぶ。伝熱工学においては熱

が移動することの意味と、その現象を支配している原理や法則に関する基礎を学ぶ。また、燃焼工学に

おいては燃焼に関する基礎的知見を習得し,ガソリンエンジンやディーゼルエンジンをはじめとする内

燃機関における燃焼の仕組みや問題点を理解する． 

 

到達目標 

（１）熱伝導、対流伝熱、ふく射伝熱の基礎を理解し、熱移動の基本演算ができるようになること。 

（２）伝熱を利用した機器、現象について伝熱の基本法則と関連付けて説明ができるようになること。 

（３）予混合火炎、拡散火炎の違いについて理解すること。 

（４）燃焼反応方程式を立て、必要空気量等を計算できる． 

履修上の注意 

講義には関数電卓を必ず持参すること。（携帯電話およびスマートフォンの電卓機能の使用は不可とす

る。） 

成績評価の方法・基準 

講義への取組み姿勢や期末試験および課題やレポートの結果で総合評価します。 

 

課題に対するフィードバック 

・講義中に行った課題に関しては回答を配布したうえで詳しい解説を行う。 

・試験問題の解答は試験終了後に回答を山口研究室前に掲示する。 

 

参考図書 伝熱工学＜上＞ J.P.ホールマン著（ブレイン図書出版） 

燃焼工学-基礎と応用- 小林清志 ほか （理工学社） 

 

関連科目 工業熱力学、内燃機関Ⅰ、内燃機関Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解  

（２）自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための適切な方策 を

講じることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

熱の移動に関する３つの形態について 

 予習 

配布資料の熱伝導、対流伝熱、ふく射伝

熱の概要について熟読すること。 

  

復習 
熱伝導、対流伝熱、ふく射伝熱のそれぞ

れの特徴について再確認を行うこと。 

(2) 

熱伝導① 

 
予習 

配布資料の熱伝導と熱伝導率について

熟読すること。 

復習 
フーリエの式と講義中に解説した例題

を復習すること。 

(3) 

熱伝導② 

 予習 

配布資料の平板の熱伝導、重ね板の熱伝

導、円筒の熱伝導について熟読するこ

と。  

復習 

講義中に解説を行った平板の熱伝導、重

ね板の熱伝導、円筒の熱伝導の例題を復

習すること。 

(4) 

対流伝熱① 

 
予習 

配布資料の対流伝熱の概要と熱伝達率

について熟読すること。  

復習 

熱伝達率に関する無次元数（ヌセルト

数、プラントル数など）について再確認

を行うこと 

(5) 

対流伝熱② 

 
予習 

配布資料中の円管内の熱伝達および平

板の熱伝達について熟読すること。  

復習 

講義中に解説を行った円管内の熱伝達

および平板の熱伝達の例題を復習する

こと。 

(6) 

ふく射伝熱① 

 予習 

配布資料中のふく射伝熱の概要とステ

ファン・ボルツマンの式について熟読す

ること。  

復習 
講義中に解説を行ったふく射伝熱の例

題を復習すること 

(7) 

ふく射伝熱② 
予習 

配布資料中の放射率について熟読する

こと。  

復習 
講義中に解説を行った２表面間のふく

射伝熱の例題を復習すること 

(8) 

熱貫流（熱通過） 
予習 

配布資料中の熱通過について熟読する

こと。  

復習 

講義中に解説を行った熱通過の例題を

復習すること。 
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(9) 

伝熱工学中間試験 

 予習 

これまで解説を行った熱移動に関する

３つの形態の概要と例題を再度確認す

ること。  

復習 
中間試験に出題した問題を復習するこ

と。 

(10) 

燃焼と着火温度 

 
予習 

配布資料中の各種燃料の着火温度およ

び火炎の構造について熟読すること。  

復習 
予混合火炎および拡散火炎について復

習すること。 

(11) 

燃料の発熱量および燃焼反応式 

 
予習 

配布資料中の燃焼反応式について熟読

すること  

復習 
講義中に解説を行った燃焼反応式の例

題と演習問題を復習すること 

(12) 

理論空気量 

 
予習 

配布資料中の理論空気量について熟読

すること  

復習 
講義中に行った理論空気量の例題と演

習問題を復習すること 

(13) 

当量比と空気過剰率 

 
予習 

配布資料中の当量比と空気過剰率につ

いて熟読すること  

復習 
講義中に行った当量比と空気過剰率の

例題と演習問題を復習すること 

(14) 

燃焼工学演習試験 

 予習 

これまで解説を行った燃焼工学の概要

と例題および演習問題を再度確認する

こと。  

復習 
演習試験に出題した問題を復習するこ

と。 

(15) 

総合演習 

 
予習 

伝熱工学および燃焼工学の講義概要を

復習しておくこと  

復習 
総合演習で行った演習問題を再度確認

し期末試験の対策を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43120 前期 5 2 

授業科目名 内燃機関Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Internal combustion engineⅠ 3 号館 3 階 山口研究室 

代表教員名 担当教員名 

山口卓也 山口卓也(Takuya YAMAGUCHI) 

使用テキスト 

廣安博之・寶諸男・大山宜茂著「改訂 内燃機関」 （コロナ社） 

 

授業の概要 

 

内燃機関（エンジン）は様々な学問から成り立ち、自動車用のみならず船舶や建設機械などの様々な分

野の動力源として広く利用されている。本講義では自動車エンジンに関連する基礎的事項を中心とし

て、エンジンや各部品の構造・機能および作動・サイクル・主要諸元について講義する。 

 

到達目標 

内燃機関（ガソリンエンジン、ディーゼルエンジン）の構造を把握するとともに，熱力学的な取り扱い

ができるようにする。 

履修上の注意 

工業熱力学および燃焼・伝熱工学の内容をよく理解したうえで講義に出席すること。講義には関数電卓

を必ず持参すること。 

（携帯電話およびスマートフォンの電卓機能の使用は不可とする。） 

 

成績評価の方法・基準 

講義への取組み姿勢や期末試験および課題やレポートの結果で総合評価します。 

 

課題に対するフィードバック 

・講義中に行った課題に関しては回答を配布したうえで詳しい解説を行う。 

・試験問題の解答は試験終了後に回答を山口研究室前に掲示する。 

 

参考図書 村山正・常本秀幸著「自動車エンジン工学」（東京電機大学出版局） 

熱力学のきほんの「き」（森北出版株式会社） 

 

関連科目 工業熱力学、燃焼・伝熱工学、内燃機関Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解  

（２）自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための適切な方策 を

講じることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

・内燃機関の起源と発達の過程 

・エンジンの主要部品に関して 

 

 

予習 

教科書 pp.1～pp.3 を熟読し、エンジン

の主要部品の名称を確認すること。 

  

復習 

内燃機関の歴史的な成り立ちおよびエ

ンジンの主要部品の機能について復習

すること。 

(2) 

内燃機関の作動原理（４行程サイクルおよ

び 2 行程サイクルの動作） 

 

予習 

教科書 pp.3～pp.4 を熟読し、4 行程サイ

クルと 2行程サイクルの動作について調

べておくこと。 

復習 
4 行程サイクルの特徴および 2 行程サイ

クルの特徴について復習しておくこと。 

(3) 

内燃機関の分類と特徴 

（内燃機関と外燃機関、ガソリン機関とデ

ィーゼル機関の比較について） 

 

 

予習 

教科書 pp.5～pp.7 を熟読し、ガソリン

エンジンとディーゼルエンジンの特徴

を調べておくこと。  

復習 

ガソリンエンジンとディーゼルエンジ

ンの長所と短所について復習しておく

こと。また内燃機関と外燃機関の違いも

確認しておくこと。 

(4) 

内燃機関の熱力学その１ 

（ガスの状態変化と仕事について） 

 

 

予習 
工業熱力学（2 年前期）で学習した内容

を復習しておくこと。  

復習 

理想気体の状態方程式、熱力学の第 1 法

則および第 2法則について復習を行うこ

と。 

(5) 

内燃機関の熱力学その 2 

（定容変化、定圧変化、等温変化、断熱変

化、ポリトロープ変化） 

 

 

予習 
工業熱力学（2 年前期）で学習した内容

を復習しておくこと。  

復習 

ガスの状態変化と仕事について復習し

ておくこと 

(6) 

理論空気サイクルの定義（理論熱効率およ

び理論平均有効圧力） 

 

予習 

教科書 pp.18～pp.19 を熟読すること。

また、工業熱力学（2 年前期）で学習し

た内容を復習すること。  

復習 

理論空気サイクルを論ずる上での仮定

について復習しておくこと。また理論熱

効率および理論平均有効圧力について

再確認すること。 

(7) 

オットーサイクルの理論熱効率および理

論平均有効圧力 

予習 教科書 pp.19～pp.22 を熟読すること。  

復習 

オットーサイクルの理論熱効率および

理論平均有効圧力の式の導出過程につ

いて復習を行うこと。 
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(8) 

ディーゼルサイクルの理論熱効率および

理論平均有効圧力 

予習 教科書 pp.22～pp.23 を熟読すること。  

復習 

ディーゼルサイクルの理論熱効率およ

び理論平均有効圧力の式の導出過程に

ついて復習を行うこと。 

(9) 

サバテサイクルの理論熱効率および理論

平均有効圧力 

 

予習 教科書 pp.23～pp.24 を熟読すること。  

復習 

サバテサイクルの理論熱効率および理

論平均有効圧力の式の導出過程につい

て復習を行うこと。 

(10) 

ブレイトンサイクルの理論熱効率および

理論平均有効圧力 

 

予習 教科書 pp.25～pp.26 を熟読すること。  

復習 
ブレイトンサイクルの理論熱効率の式

の導出過程について復習を行うこと。 

(11) 

理論空気サイクルの熱効率の比較 

 

予習 教科書 pp.27～pp.30 を熟読すること。  

復習 

各理論サイクルにおける圧縮比および

膨張比の影響について再確認をおこな

うこと。 

(12) 

燃料空気サイクルに関して 

 

予習 教科書 pp.31～pp.34 を熟読すること。  

復習 

理論空気サイクルと燃料空気サイクル

の違いについて再確認をおこなうこと。

また実際のサイクルについて復習する

こと。 

(13) 

内燃機関の燃料１ 

ガソリンおよび軽油の性質について 

 

 

予習 教科書 pp.36～pp.40 を熟読すること。  

復習 

石油の精製プロセスについて確認する

こと 

(14) 

内燃機関の燃料２ 

ガソリンおよび軽油の性質について 

 

 

予習 教科書 pp.41～pp.49 を熟読すること。  

復習 

ガソリンおよび経由の性状について復

習すること。 

(15) 

総合演習 

 予習 

第 1回から第 14回目までの講義内容（板

書内容および例題）について再確認を行

うこと。  

復習 
演習問題とその模範解答について確認

を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43130 後期 6 2 

授業科目名 内燃機関Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Internal combustion engineⅡ 3 号館 3 階 山口研究室 

代表教員名 担当教員名 

山口卓也 山口卓也(Takuya YAMAGUCHI) 

使用テキスト 

廣安博之・寶諸男・大山宜茂著「改訂 内燃機関」 （コロナ社） 

 

授業の概要 

内燃機関（エンジン）は様々な学問から成り立ち、自動車用のみならず船舶や建設機械などの様々な分

野の動力源として広く利用されている。本講義では自動車エンジンに関連する性能と計測さらには過給

システムなどの基礎的事項を中心に講義する。また近年、普及が広がったハイブリッドシステムについ

ても概説する。 

 

到達目標 

内燃機関（ガソリンエンジン、ディーゼルエンジンの構造を把握するとともに，熱力学的な取り扱いが

できるようにする。また、燃焼方式については，ガソリンエンジンとディーゼルエンジンの相違につい

ても理解できるようにする． 

履修上の注意 

工業熱力学、燃焼・伝熱工学および内燃機関Ⅰの内容をよく理解したうえで講義に出席すること。 

 

成績評価の方法・基準 

講義への取組み姿勢や期末試験および課題やレポートの結果で総合評価します。 

 

課題に対するフィードバック 

・講義中に行った課題に関しては回答を配布したうえで詳しい解説を行う。 

・試験問題の解答は試験終了後に回答を山口研究室前に掲示する。 

 

 

参考図書 村山正・常本秀幸著「自動車エンジン工学」（東京電機大学出版局） 

熱力学のきほんの「き」（森北出版株式会社） 

 

関連科目 工業熱力学、燃焼・伝熱工学、内燃機関Ⅰ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解  

（２）自然科学の知識や交通機械工学の専門知識を活用し、課題解決のための適切な方策 を

講じることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

燃焼の基礎 

 
予習 

教科書 pp.50～pp.52 を熟読すること。 

  

復習 
理論空気量および空気過剰率と当量比

の内容について復習すること。 

(2) 

性能と計測 1 

 

予習 教科書 pp.72～pp.73 を熟読すること。 

復習 
図示仕事および図示出力について復習

すること。 

(3) 

性能と計測 2 

 

予習 教科書 pp.73～pp.75 を熟読すること。  

復習 

正味仕事および正味出力について復習

すること。また機械効率の定義について

再確認すること。 

(4) 

性能と計測 3 

 

予習 教科書 pp.75～pp.76 を熟読すること。  

復習 
図示熱交率と正味熱効率について復習

すること。 

(5) 

吸気および排気装置１ 

 

予習 教科書 pp.87～pp.94 を熟読すること。  

復習 

4 行程サイクルにおける吸排気弁の開閉

時期について復習すること。また体積効

率と充填効率の違いについても復習す

ること。 

(6) 

吸気および排気装置２ 

 

予習 教科書 pp.96～pp.100 を熟読すること。  

復習 
機械駆動式過給と排気タービン過給の

長所と短所について復習すること。 

(7) 

ガソリンエンジンの燃焼 1 予習 教科書 pp.54～pp.58 を熟読すること。  

復習 

ガソリンエンジンの性状燃焼の形態お

よび異常燃焼（ノッキング・表面点火）

について復習すること。 

(8) 

ガソリンエンジンの燃焼２ 予習 教科書 pp.59～pp.63 を熟読すること。  

復習 
異常燃焼の防止策について復習するこ

と。 

(9) 

ガソリンエンジンの排気対策 

 

予習 教科書pp.160～pp.163を熟読すること。  

復習 
三元触媒システムについて復習するこ

と。 

(10) 

ディーゼルエンジンの燃焼 1 

 

予習 教科書 pp.63～pp.65 を熟読すること。  

復習 

ディーゼルエンジンの燃焼形態と燃焼

過程について復習すること。またディー

ゼルノックについて再確認すること。 
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(11) 

ディーゼルエンジンの燃焼２ 

 

予習 教科書pp.121～pp.126を熟読すること。  

復習 
コモンレール燃料噴射システムについ

て復習すること。 

(12) 

ディーゼルエンジンの排気対策 

 

予習 教科書pp.163～pp.168を熟読すること。  

復習 
EGRによる排気対策およびDPFなどの

排気後処理装置について復習すること。 

(13) 

エンジンとハイブリッドシステム１ 

 

予習 教科書pp.168～pp.169を熟読すること。  

復習 
シリーズ方式およびパラレル方式につ

いて復習すること。 

(14) 

エンジンとハイブリッドシステム２ 

 

予習 教科書pp.168～pp.169を熟読すること。  

復習 
シリーズパラレル方式について復習す

ること。 

(15) 

総合演習 

 予習 

第 1回から第 14回目までの講義内容（板

書内容および例題）について再確認を行

うこと。  

復習 
演習問題とその模範解答について確認

を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43430 後期 2 2 

授業科目名 基礎力学Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Fundamental Mechanics Ⅰ 
3 号館 3 階 吉野研究室    

e-mail: yoshino@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

田中 基大 吉野 貴彦 

使用テキスト 

授業中に配布するプリントを中心に、教科書「基礎から学ぶ 工業力学」武居 昌宏 (著)、 飯田 明由 (著)、

金野 祥久 (著)（オーム社）を併用する。 

 

授業の概要 

物体にかかる力とその運動を扱う力学は、機械工学の基本であるとともに、工業の基本でもある。本授

業では、質点に働く力の合成とつりあい、重心、質点の運動について学ぶ。さらに、講義に沿った演習

を行うことで、より理解を深めていく。 

 

到達目標 

(1) 質点に働く力の合成とつりあいを理解し、説明できるようになる。 

(2) 重心の定義と求め方を理解し、説明できるようになる。 

(3) 質点の運動（変位、速度、加速度）と力について理解し、応用できること。 

履修上の注意 

必ず出席することが前提である。ここで学んだ考え方および知識は高学年での種々の力学のベースにな

るので、予習・復習によって理解を深めて欲しい。 

 

 

成績評価の方法・基準 

中間試験(50%)および定期試験(50%)で最終成績を評価し、60%以上の者に単位を認める。なお、欠席が

多い場合、受講放棄と見なし一切の成績評価をしないこともある。 

 

課題に対するフィードバック 

(1)講義中に出した課題や、小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

(2)期末試験の解答は試験終了後、吉野研究室まで取りに来ること。 

 

参考図書 適宜紹介する。 

 

関連科目 基礎力学Ⅰ → 基礎力学Ⅱ → 応用力学 → 機械力学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

（１）交通機械技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけて

いる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

[ガイダンス] ガイダンス、学力調査、単

位系と物理量 

 

予習 
高校までの「数学」および「物理」の復

習をしておくこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(2) 

[質点の力学] 力の合成と分解 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(3) 

[質点の力学]  力のつりあい 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(4) 

[剛体の力学] 力の合成、モーメント 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(5) 

[剛体の力学] 支点と反力 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(6) 

[剛体の力学] 簡単な形状の物体の重心 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(7) 

[質点の運動] 速度と加速度 予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(8) 

[質点の運動] 直線運動 予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(9) 

[質点の運動] 落下運動 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(10) 

[質点の運動] 放物運動 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(11) 

[質点の運動] 円運動 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(12) 

[質点の運動] 相対運動 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(13) 

[質点の運動] 運動法則 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(14) 

[質点の運動] 慣性力 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(15) 

[総復習] 学習内容の復習を行う。 

 

予習 前回までの総復習を行うこと。  

復習 総復習を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43440 前期 3 2 

授業科目名 基礎力学Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Fundamental Mechanics Ⅱ 
3 号館 3 階 吉野研究室    

e-mail: yoshino@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

田中 基大 吉野 貴彦 

使用テキスト 

授業中に配布するプリントを中心に、教科書「基礎から学ぶ 工業力学」武居 昌宏 (著)、 飯田 明由 (著)、

金野 祥久 (著)（オーム社）を併用する。 

 

授業の概要 

基礎力学Ⅱは力学系専門科目の基礎となる、最も基本的な科目の一つである。剛体の運動、摩擦、仕事

とエネルギー、運動量と力積を理解することにより、これらを応用する能力と自然科学的な思考方法を

身につける。 

到達目標 

(1) 剛体の運動について理解し、説明できるようになる。 

(2) 摩擦、仕事およびエネルギーについて理解し、説明できるようになる。 

(3) 運動量と力積について理解し、説明できるようになる。 

履修上の注意 

必ず出席することが前提である。ここで学んだ考え方および知識は高学年での種々の力学のベースにな

るので、予習・復習によって理解を深めて欲しい。 

成績評価の方法・基準 

中間試験(50%)および定期試験(50%)で最終成績を評価し、60%以上の者に単位を認める。なお、欠席が

多い場合、受講放棄と見なし一切の成績評価をしないこともある。 

課題に対するフィードバック 

(1)講義中に出した課題や、小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

(2)期末試験の解答は試験終了後、吉野研究室まで取りに来ること。 

参考図書 適宜紹介する。 

 

関連科目 基礎力学Ⅰ → 基礎力学Ⅱ → 応用力学 → 機械力学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

（１）交通機械技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけて

いる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

[剛体の力学(1)] 剛体の平面運動 

 
予習 

「基礎力学Ⅰ」の内容を復習しておくこ

と。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(2) 

[剛体の力学(2)] 並進運動と回転運動 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(3) 

[剛体の力学(3)] 固定軸まわりの回転運動 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(4) 

[剛体の力学(4)] 慣性モーメントと関連す

る定理 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(5) 

[剛体の力学(5)] 簡単な物体の慣性モーメ

ント 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(6) 

[剛体の力学(6)] 剛体の平面運動方程式 1 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(7) 

[剛体の力学(7)] 剛体の平面運動方程式 2 予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(8) 

[摩擦(1)] すべり摩擦、静止摩擦、運動摩

擦、ころがり摩擦 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(9) 

[摩擦(2)] 斜面の摩擦と応用、軸受の摩擦、

ベルトの摩擦 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(10) 

[力学エネルギー(1)] 仕事 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(11) 

[力学エネルギー(2)] 運動エネルギーと位

置エネルギー 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(12) 

[力学エネルギー(3)] 力学エネルギー保存

の法則 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(13) 

[衝突(1)] 運動量と力積、運動量保存の法

則 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(14) 

[衝突(2)] 反発の法則 予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(15) 

[総復習] 学習内容の復習を行う 予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 総復習を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43450 後期 4 2 

授業科目名 応用力学 学習相談 

英字科目名 Applied Mechanics 
3 号館 3 階 吉野研究室    

e-mail: yoshino@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

田中 基大 吉野 貴彦 

使用テキスト 

授業中に配布するプリントを中心に、教科書「基礎から学ぶ 工業力学」武居 昌宏 (著)、 飯田 明由 (著)、

金野 祥久 (著)（オーム社）を併用する。 

 

授業の概要 

「交通機械の力学」において現象の物理的意味を考える力を養成し、演習問題を通じて、力学の基礎を

身につける。 

 

到達目標 

(1)応用力学で重要な運動方程式を自らの力で立てられる実力を身につける。 

(2)ピストンークランク機構の理解、慣性力について考察できる。 

(3)回転系の力学において重要な慣性モーメント、つりあい、危険速度を理解する。 

(4)振動学の基礎を理解する。 

 

履修上の注意 

必ず出席することが前提である。ここで学んだ考え方および知識は高学年での種々の力学のベースにな

るので、予習・復習によって理解を深めて欲しい。 

 

成績評価の方法・基準 

中間試験(50%)および定期試験(50%)で最終成績を評価し、60%以上の者に単位を認める。なお、欠席が

多い場合、受講放棄と見なし一切の成績評価をしないこともある 

 

課題に対するフィードバック 

(1)講義中に出した課題や、小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

(2)期末試験の解答は試験終了後、吉野研究室まで取りに来ること。 

 

参考図書 適宜紹介する。 

関連科目 基礎力学Ⅰ → 基礎力学Ⅱ → 応用力学 → 機械力学 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

（１）交通機械技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけて

いる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

[ガイダンス] 応用力学について 

 
予習 

「基礎力学Ⅱ」の内容を復習しておくこ

と。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(2) 

[運動方程式] ニュートンの運動法則 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(3) 

[運動方程式] ダランベールの原理 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(4) 

[運動量と力積] 運動量保存則 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(5) 

[回転系の力学 1] 慣性モーメント、角運

動量保存則 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(6) 

[回転系の力学 2] 剛体の平面運動 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(7) 

[往復機械の動力学] ピストンークランク

機構について 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(8) 

[多列型機関 1] 直列４気筒、Ｖ型 予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(9) 

[多列型機関 2] 水平対向のつりあい、ク

ラッチについて 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(10) 

[回転機械のつりあい] 不つりあい、つりあ

いの条件 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(11) 

[回転機械のねじり運動] 危険速度 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(12) 

[回転機械のねじり運動 2] 歯車伝動軸に

ついて、等価という考え方について 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(13) 

[1 自由度系の振動 1] 調和振動、周期、固

有振動数について 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 
学習内容の復習を行うこと。 

(14) 

[1 自由度系の振動 2] 減衰振動、減衰比、

対数減衰率など 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(15) 

[1 自由度系の振動 3] 強制振動、共振と

は、振動対策について 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 総復習を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43460 前期 5 2 

授業科目名 機械力学 学習相談 

英字科目名 Dynamics of Machinery 
3 号館 3 階 吉野研究室   e-mail: 

yoshino@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

田中 基大 吉野 貴彦 

使用テキスト 

授業中に配布するプリントを中心に、教科書「基礎から学ぶ 工業力学」武居 昌宏 (著)、 飯田 明由 (著)、

金野 祥久 (著)（オーム社）を併用する。 

 

授業の概要 

最近、機械や装置の高速化・高性能化などにより振動問題が顕著化しつつある。機械力学では今まで学

んできた、力学、数学あるいは機械工学に関する知識を基礎として、機械振動の基礎を理解することを

目的とする。 

 

到達目標 

(1) １自由度系の運動方程式の求め方と、固有振動数、周期の意味を理解する。 

(2) 減衰振動と、その特性を表す減衰比の意味を理解する。 

(3) 強制的に振動させた場合の応答の求め方とその特性を示す共振曲線の意味を理解し、振動絶縁の対

策や振動計の設計に生かすことができる。 

(4) ２自由度系の運動方程式の立て方と、固有振動数と振動モードの意味を理解する。 

履修上の注意 

必ず出席することが前提である。ここで学んだ考え方および知識は高学年での種々の力学のベースにな

るので、予習・復習によって理解を深めて欲しい。 

 

成績評価の方法・基準 

中間試験(50%)および定期試験(50%)で最終成績を評価し、60%以上の者に単位を認める。なお、欠席が

多い場合、受講放棄と見なし一切の成績評価をしないこともある。 

 

課題に対するフィードバック 

(1)講義中に出した課題や、小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

(2)期末試験の解答は試験終了後、吉野研究室まで取りに来ること。 

 

参考図書 適宜紹介する。 

関連科目 基礎力学Ⅰ → 基礎力学Ⅱ → 応用力学 → 機械力学 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

（１）交通機械技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけて

いる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

授業のガイダンスと振動の基本事項につ

いて学習する。 

 

予習 
「応用力学」の内容を復習しておくこ

と。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(2) 

[１自由度系の自由振動 1] 自由度，運動

方程式の考え方について復習し、減衰がな

い場合の１自由度の系の自由振動の運動

方程式について学習する。 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 

学習内容の復習を行うこと。 

(3) 

[１自由度系の自由振動 2] １自由度系の

自由振動の運動方程式について学習し、振

動の特性を示す固有振動数の意味につい

て理解する。 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 

学習内容の復習を行うこと。 

(4) 

[１自由度系の自由振動 3] 外力が作用し

ていない場合のいろいろな１自由度振動

系の自由振動の運動方程式を求め、より理

解を深める。 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 

学習内容の復習を行うこと。 

(5) 

[１自由度系の自由振動 4] 減衰がある場

合にどのように運動方程式をたて、解を求

めればよいか。また、得られた解の意味に

ついて学習する。 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 

学習内容の復習を行うこと。 

(6) 

[１自由度系の自由振動 5] 減衰要素の特性

を表す減衰比、対数減衰率について学習す

る。 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 
学習内容の復習を行うこと。 

(7) 

[１自由度系の自由振動 6] 自由振動のま

とめ 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(8) 

[１自由度系の強制振動 1] 減衰のない系

に周期的な外力が作用する場合の強制振

動について学習する。 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 
学習内容の復習を行うこと。 

(9) 

[１自由度系の強制振動 2] 減衰がある系

に周期的な外力が作用する場合の強制振

動について学習する。 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 

学習内容の復習を行うこと。 

(10) 

[１自由度系の強制振動 3] 振動対策につ

いて 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(11) 

[2 自由度系の自由振動 1] 質点が複数あ

るような多自由度系の振動の基礎として、

２自由度系の運動方程式の求め方と解法

について学習する。 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 

学習内容の復習を行うこと。 
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(12) 

[2 自由度系の自由振動 2] 固有振動数に

ついて学習する。 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 
学習内容の復習を行うこと。 

(13) 

[2 自由度系の自由振動 3] 固有モードに

ついて学習する。 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 
学習内容の復習を行うこと。 

(14) 

[2 自由度系の強制振動] 2 自由度系の強

制振動について学習する。 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 
学習内容の復習を行うこと。 

(15) 

[まとめ] 学習してきた内容をまとめ、重

要な項目について再確認を行う。 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 
総復習を行うこと。 

-57-



授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43500 前期 3 2 

授業科目名 機械工作法 学習相談 

英字科目名 Machining Technology 
澁谷研究室（創造工房）  

e-mail : hideo@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

澁谷 秀雄 

（SHIBUTANI Hideo） 
澁谷 秀雄（SHIBUTANI Hideo） 

使用テキスト 

平井三友、和田任弘、塚本晃久著 「機械工作法」 （コロナ社） 

 

授業の概要 

「ものづくり」において、必要な機能・性能を有する部品・製品を実際の形にするために「加工技術」

は必要不可欠である。加工学Ⅰでは各種加工技術および計測技術ついて、名称、方法、原理、特徴を学

ぶ。 

 

到達目標 

(1)技術者として必要な専門用語を理解し、要求される性能を満足する部品・製品を作製する加工方法や

手順を提案できるようになる。 

(2)加工現場の技能者とコミュニケーションがとれるようになる。 

(3)加工現場で生じた問題の原因を究明し、解決できるようになる。  

 

履修上の注意 

講義中、必ずノートを取ること 

 

成績評価の方法・基準 

期末試験（100%）の評価 

 

課題に対するフィードバック 

レポート等については，必要に応じて最終講義までにフィードバックする． 

参考図書 尾崎龍夫、矢野満、濟木弘行、里中忍 著 「機械製作法Ⅰ」（朝倉書店） 

有浦泰常、鬼鞍宏猷、仙波卓弥、黒河周平、鈴木俊男 著 「機械製作法Ⅱ」（朝倉書店） 

朝倉健二、橋本文雄 著 「機械工作法Ⅰ」、「機械工作法Ⅱ」（共立出版） 

関連科目 工業材料基礎、工業材料、材料力学Ⅰ → 機械製作法 → 精密加工学、機械設計 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

DP1：交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 

DP2：交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 

 

 

-58-



授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

機械製作法の種類と特長 

 
予習 

配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する． 

  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(2) 

純金属・合金の特長、状態図と組織 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する． 

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(3) 

単軸応力による塑性変形、応力-ひず

み曲線 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 
作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(4) 

鋳造の種類と特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(5) 

鍛造、圧延、プレス加工の特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(6) 

溶接の種類と特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(7) 

切削理論 予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(8) 

工作機械の分類と特長 予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(9) 

旋削加工の種類と特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(10) 

穴あけ加工の種類と特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(11) 

フライス加工の種類と特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(12) 

歯切り加工の種類と特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(13) 

研削・研磨加工の特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(14) 

特殊加工の種類と特長 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 

(15) 

形状計測と表面計測 

 

予習 配布資料を印刷し，内容を教科書で確認する．  

復習 作成したノートの内容を教科書で確認する． 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43290 前期 1 2 

授業科目名 図学 学習相談 

英字科目名 Descriptive Geometry 
3 号館 3 階 吉野研究室   e-mail: 

yoshino@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

山 口  卓 也  (Takuya 

YAMAGUCHI) 
吉野貴彦 

使用テキスト 

松井悟ほか３名著「初めて学ぶ図学と製図」（朝倉書店） 

 

授業の概要 

空間図形の理解と空間把握力を養うことを目的に図法幾何学を学ぶ。図法幾何学は、図形問題を数式を

使わずに紙面上で適当な図形変換を行うことによって解を導くことを基本とする学問である。講義では

第三角法に基づく図法幾何学について解説する。また演習では講義に関連する図形問題を解くことによ

って理解を深める。 

 

到達目標 

(1) 三次元の立体を平面（紙面）に描写する方法を身に付け、作図できるようになる。 

(2) 立体を構成する点・直線・面の組み合わせ型を理解し、説明できるようになる。 

(3) 製図の基礎となる作図法を学ぶ。 

 

履修上の注意 

空間の図形を想像して、精密に作図すること。 

製図道具、三角定規、テキストを忘れず持参すること。 

 

成績評価の方法・基準 

授業中に行う演習（50％）と期末試験（50％）で評価を行う。なお、欠席が多い場合、受講放棄と見な

し一切の成績評価をしないこともある。 

課題に対するフィードバック 

(1)講義中に出した課題や、小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

(2)期末試験の解答は試験終了後、吉野研究室まで取りに来ること。 

 

参考図書 大久保正夫著「第三角法による図学」（朝倉書店） 関連図書は多いので、自分に合ったも

のを探すと良い。 

関連科目 図学→ 基礎製図 → 機械製図 → ＣＡＤ基礎 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

（１）交通機械技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけて

いる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

ガイダンス、および図学概要説明 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(2) 

投影・第三角法（第三角法による立体表現

の方法を理解する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(3) 

点・直線・平面の投影（点の投影、直線の

投影、平面の投影を理解する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(4) 

副投影 1（副投影法、点視点、直線視点、

端視点を理解する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(5) 

副投影 2（２回の変更を伴う副投影法を理

解する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(6) 

副投影 3（副投影による図形幾何学問題の

解法を理解する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(7) 

回転法（点と直線の回転を理解する。） 予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(8) 

切断法 1（切断の基本と切断法を理解す

る。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(9) 

切断法 2（立体図形の切断面の求め方を理

解する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(10) 

立体の展開（展開、展開図を理解する。） 予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(11) 

軸測投影（軸測投影図および斜投影図の原

理と描き方を理解する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(12) 

斜投影（斜投影図の原理と描き方を理解す

る。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(13) 

図面の規則（線の種類と用途、尺度を理解

する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(14) 

機械製図の図面（製図に用いる投影法、寸

法記入法を理解する。） 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(15) 

総まとめ演習 

 

予習 教科書の対応する頁の一読を行うこと。  

復習 総復習を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43300 後期 2 1 

授業科目名 基礎製図 学習相談 

英字科目名 Basic Drawing 
インテリジェント・モビリティ研究所 

スタッフルーム 

代表教員名 担当教員名 

片山 硬 片山 硬 (Tsuyoshi KATAYAMA) 

使用テキスト 

松井 悟ほか３名著「初めて学ぶ図学と製図」（朝倉書店） 

授業の概要 

図学に引き続き、三次元物体を二次元平面へ作図法の修得により、空間にある点・直線・面・立体の位

置大きさの想像力を養う。さらに、機械製図規格を理解習得して、機械要素の構造工作法を理解する。 

 

到達目標 

(1) 三次元物体を二次元平面へ作図する手法を修得する。 

(2) 立体を構成する点・直線・面の組み合わせ型を理解する。 

(3) 機械製図規格を理解習得する。 

(4) 機械要素の構造工作法を理解し、機械部品等を作図できるようになる。 

 

履修上の注意 

空間の図形を想像して、精密に作図すること。 

製図道具、三角定規、テキスト、円テンプレートを忘れず持参すること。 

 

 

成績評価の方法・基準 

授業中に行う演習（50％）と期末試験（50％）で評価を行う。 

 

課題に対するフィードバック 

講義中に出した課題や小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

 

参考図書 大久保正夫、助弘毅、広尾靖彰著「機械製図法」（朝倉書店） 

 

関連科目 図学→基礎製図→機械製図→ＣＡＤ基礎 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

文字および線の規格 

 
予習 

教科書 pp.76～81 を読んで予習する。 

  

復習 授業の内容を復習する。 

(2) 

投影・正面図の選定、補助投投影 

 

予習 教科書 pp.1～7 を読んで予習する。 

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(3) 

寸法記入、寸法公差記入、Ｖブロック製図 

 

 

予習 教科書 pp.101～112 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(4) 

穴の種類、製図 

 

予習 教科書 pp.113～116 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(5) 

ねじの種類図示法、製図 

 

予習 教科書 pp.151～153 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(6) 

ボルトの種類、略画法、製図 

 

予習 教科書 pp.154～157 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(7) 

植え込みボルトの製図 予習 配布したプリントを読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(8) 

形鋼の種類、製図 予習 教科書 pp.117～118 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(9) 

歯車の種類、製図 

 

予習 教科書 pp.157～159 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(10) 

ばねの種類、製図 

 

予習 参考書 13 章を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(11) 

軸受けの種類、製図 

 

予習 教科書 pp.161～162 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(12) 

鋳物部品の製図 

 

予習 配布したプリントを読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 
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(13) 

溶接の種類、溶接部品の製図 

 

予習 教科書 pp.162～165 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(14) 

軸継手の製図 

 

予習 配布したプリントを読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(15) 

総合演習 

 
予習 

1～14 回までの講義内容を整理してお

く。  

復習 
配布したプリントと演習問題を復習す

る。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43310 前期 3 2 

授業科目名 機械製図 学習相談 

英字科目名 Machanical Engineerinng drawing 4 号館１階 緒方研究室 

代表教員名 担当教員名 

緒方光 緒方光 

使用テキスト 

なし 

 

授業の概要 

製図の基礎となる、対象物に対する空間把握能力の醸成及び、単品図とアッセンブリ図の実践的製図作

成能力を身に付け、簡単な強度計算を含む設計図を作成することによって、機械製図の意味を理解させ

る。 

 

到達目標 

JIS を活用した、簡単な設計製図が可能なレベル 

履修上の注意 

1 年次で学んだ製図基礎や図学、CAD 基礎の履修が完了していること。製図用具一式と関数電卓を用意

すること。 

 

成績評価の方法・基準 

作成図面の提出、他に、簡単な設計計算書の提出。 

 

課題に対するフィードバック 

作成図面、計算書の添削による個別指導 

 

参考図書 機械設計製図便覧 オーム社/理工学社 等 

 

関連科目 製図基礎、CAD 基礎、図学、交通機械設計演習 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

オリエンテーション及びメーカにおける

図面/製図/機械設計製図の概論 

予習 なし  

復習 進度遅れの挽回 

(2) 

図学…第 3 角法、断面、副投影、立体図な

ど、実践で多用する製図技法の習得 

予習 進度遅れの挽回 

復習 進度遅れの挽回 

(3) 

機械要素…ねじ・ばね・歯車・軸などの実

践で多用する機械要素の製図能力の習得 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(4) 

簡単な製品のポンチ絵・組立図・部品図の

製図（１） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(5) 

簡単な製品のポンチ絵・組立図・部品図の

製図（２） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(6) 

検図・修正・課題提出（第 1 回目） 予習 進度遅れの挽回  

復習 提出図面の修正 

(7) 

複雑製品のポンチ絵・組立図・部品図の製

図（１） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(8) 

複雑製品のポンチ絵・組立図・部品図の製

図（２） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(9) 

複雑製品のポンチ絵・組立図・部品図の製

図（３） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(10) 

検図・修正・課題提出（第 2 回目） 予習 進度遅れの挽回  

復習 提出図面の修正 

(11) 

簡単な機械要素部品の設計計算（１） 

 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(12) 

簡単機械要素部品の設計計算（２）の確認

と提出 

予習 進度遅れの挽回  

復習 設計計算書の修正 

(13) 

設計計算書に基づく設計図の作成（１） 

 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(14) 

設計計算書に基づく設計図の作成（２） 

 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(15) 

検図・修正・課題提出（第３回目） 

 

予習 進度遅れの挽回  

復習 提出図面の修正 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43760 後期 4 2 

授業科目名 CAD 基礎 学習相談 

英字科目名 Basic Practice of CAD 
3 号館 3 階 吉野研究室    

e-mail: yoshino@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

山 口  卓 也  (Takuya 

YAMAGUCHI) 
吉野 貴彦 

使用テキスト 

資料を配布する。 

 

授業の概要 

各種業界の急速なる 3 次元ＣＡＤ導入により、企業側が学生に対して３次元ＣＡＤ教育の要望が強くな

っている。本講義は導入偏として位置づけられ、3 次元ＣＡＤの利点・概念・操作を Solid Works にて

学ぶ。 

 

 

到達目標 

(1) Solid Works の操作方法を修得し、3D モデルの作成ができるようになる。 

(2) 3 次元 CAD の利点・概念を理解し、説明できるようになる。 

履修上の注意 

授業中に理解度を確認するための演習問題を実施し、レポートとして提出を求める。講義には必ず出席

し自ら問題を解くことが前提である。資料や図面を配布するので、専用ファイルを用意すること。 

なお、学生の理解度に合わせて、内容の追加・削除する場合がある。 

 

成績評価の方法・基準 

本講義は CAD 実践演習が主であるため、演習毎にスキル到達度を確認する。（50%） 

期末試験（50%）但し、全ての課題を提出すること。 

 

課題に対するフィードバック 

(1)講義中に出した課題や、小テストは、最終講義までにフィードバックする。 

(2)期末試験の解答は試験終了後、吉野研究室まで取りに来ること。 

 

参考図書 「よくわかる 3 次元 CAD システム SolidWorks 入門 Part3」(株)アドライズ 著(日刊工業

新聞社) 関連図書は多いので、自分に合ったものを探すと良い。 

関連科目 基礎製図 → 機械製図 → CAD 基礎 → 交通機械設計演習 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

（１）交通機械技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけて

いる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

[ガイダンス] ガイダンス、および CAD 概

要説明 

 

予習 
「基礎製図」、「機械製図」の内容を復習

しておくこと。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(2) 

[CAD の基本操作 1] 基本操作・フィーチ

ャー作成の流れ 

 

予習 
配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。 

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(3) 

[CAD の基本操作 2] 押し出しフィーチャ

ー・モデルの表示操作 

 

予習 
配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(4) 

[CAD の基本操作 3] スケッチ編集・フィ

ーチャー編集 

 

予習 
配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(5) 

[モデリング1] 図面から3Dモデル作成方

法 

 

予習 
配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(6) 

[モデリング 2] フィーチャー選択の考え

方 

 

予習 
配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(7) 

[モデリング 3] 作成と編集に強いモデル

作成方法 
予習 

配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(8) 

[モデリング 4] 削りと追加の使い分け 
予習 

配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(9) 

[レイアウトベースのモデリング 1] レイ

アウトスケッチの考え方 

 

予習 
配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(10) 

[レイアウトベースのモデリング 2] レイ

アウトスケッチを活用したモデルの作成 

 

予習 
配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(11) 

[3 次元設計 1] 3 次元設計の考え方 

 
予習 

配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(12) 

[3 次元設計 2] 3 次元設計演習 

 
予習 

配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 
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(13) 

[アセンブリ 1] アセンブリ概要・基本操

作 

 

予習 
配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(14) 

[アセンブリ 2] アニメーション 

 
予習 

配付資料の対応する頁を一読の上、演習

に参加すること。  

復習 学習内容の復習を行うこと。 

(15) 

[総まとめ] 

 

予習 前回までの総復習を行うこと。  

復習 配布する演習問題を解くこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43160 前期 5 2 

授業科目名 機械要素設計工学 学習相談 

英字科目名 Mashine Elements Desigh Engineering ４号館 1 階 緒方研究室 

代表教員名 担当教員名 

緒方光 緒方光 

使用テキスト 

機械設計工学１（要素と設計）培風館 

 

授業の概要 

機械設計において基礎となる機械要素部品から、代表的なものを取り上げ、実際の製品設計では、どの

ように用いられ、設計されているかを理解して、その設計法を習得する。 

 

到達目標 

代表的な機械要素部品における、その利用法を理解し、特に強度・耐久・信頼性に関する理論設計計算

が可能なレベルになる。また、燃料・潤滑材について、その特徴や利用法についての知識を習得する。 

履修上の注意 

１、2 年次の基礎力学・材料力学の科目が履修完了していること。 

 

成績評価の方法・基準 

出席率、各講義毎の演習レポート提出、期末試験 

 

課題に対するフィードバック 

各講義毎の演習レポートの評価及び期末模擬試験の実施 

 

参考図書 特になし 

 

関連科目 機械力学・材料力学・流体力学・熱力学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

オリエンテーション、機械設計と要素設計

について(概論） 

 

予習 
なし 

  

復習 演習レポート①の理解 

(2) 

基本設計に関する知識（１）（標準/規格） 

 

予習 演習レポート②の理解 

復習 演習レポート②の理解 

(3) 

基本設計に関する知識（２）（材料選定） 

 

予習 演習レポート➂の理解  

復習 演習レポート➂の理解 

(4) 

基本設計に関する知識（３）（強度設計/生

産設計） 

 

予習 演習レポート④の理解  

復習 
演習レポート④の理解 

(5) 

締結要素  ねじ① 

 

予習 演習レポート⑤の理解  

復習 演習レポート⑤理解 

(6) 

締結要素  ねじ② 

 

予習 演習レポート⑥の理解  

復習 演習レポート⑥の理解 

(7) 

締結要素 ねじ➂ 予習 演習レポート⑦の理解  

復習 演習レポート⑦の理解 

(8) 

締結要素 溶接 予習 演習レポート⑧の理解  

復習 演習レポート⑧の理解 

(9) 

締結要素 接着 

 

予習 演習レポート⑨の理解  

復習 演習レポート⑨の理解 

(10) 

伝導要素 軸・軸継手 

 

予習 演習レポート⑩の理解  

復習 演習レポート⑩の理解 

(11) 

伝導要素 軸受 

 

予習 演習レポート⑪の理解  

復習 演習レポート⑪の理解 

(12) 

燃料・潤滑油 

 

予習 演習レポート⑫の理解  

復習 演習レポート⑫の理解 

(13) 

伝導要素 歯車① 

 

予習 演習レポート⑬の理解  

復習 演習レポート⑬の理解 

(14) 

伝導要素 歯車② 

 

予習 演習レポート⑭の理解  

復習 演習レポー⑭の理解 

(15) 

要素設計と総合的技術活動との関連 

 

予習 模擬試験の解答  

復習 模擬試験の解答 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 44210 前期 5 2 

授業科目名 自動車生産方式概論 学習相談 

英字科目名 Automobile Product System Introduction 4 号館１階 緒方研究室 

代表教員名 担当教員名 

緒方光 緒方光 

使用テキスト 

必要に応じ資料を配布する。 

 

授業の概要 

自動車の開発/生産/販売の一連の活動の流れの中で、それぞれの部門・機能がいかに有機的に関連しあ

っているかを理解し、自動車という製品を世界中のお客様に信頼して使い続けて頂けるとはどういうこ

とかを明らかにする。 

 

到達目標 

自動車メーカや一般的メーカの産業構造の理解とエンジニアとして社会で働く時の、自分の立ち位置を

理解する。 

履修上の注意 

広い視野でのモノの見方に興味をもつこと。例えば、政治/経済や法律など、 

 

成績評価の方法・基準 

出席率、各講義毎の演習レポートの提出と期末試験 

 

課題に対するフィードバック 

各講義毎の演習レポートの添削と模擬試験実施 

 

参考図書 トヨタ生産方式に関して出版されている各種図書 

 

関連科目  

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

オリエンテーション及びトヨタ式ものづ

くり概論 

 

予習 
なし 

  

復習 演習レポート（１）の精読 

(2) 

商品企画・製品企画（マーケテイング部門） 

 

予習 なし 

復習 演習レポート（２）の精読 

(3) 

デザイン（開発部門） 

 

予習 なし  

復習 演習レポート（３）の精読 

(4) 

設計・実験・試作（開発部門） 

 

予習 なし  

復習 演習レポート（４）の精読 

(5) 

生産技術①【ユニット・プレス・溶接】（生

産技術部門） 

予習 なし  

復習 演習レポート（５）の精読 

(6) 

生産技術②【塗装・組立・検査】（生産技

術部門） 

 

予習 なし  

復習 
演習レポート（６）の精読 

(7) 

製造（生産部門） 予習 なし  

復習 演習レポート（７）の精読 

(8) 

品質管理・品質保証（全社機能） 予習 なし  

復習 演習レポート（８）の精読 

(9) 

物流（生産/販売部門） 

 

予習 なし  

復習 演習レポート（９）の精読 

(10) 

販売（販売部門） 

 

予習 なし  

復習 演習レポート（10）の精読 

(11) 

サービス（販売部門） 

 

予習 なし  

復習 演習レポート（11）の精読 

(12) 

用品/カスタマイズ（販売部門） 

 

予習 なし  

復習 演習レポート（12)の精読 

(13) 

生産管理（事務部門） 

 

予習 なし  

復習 演習レポート（13）の精読 

(14) 

原価企画・調達（事務部門） 予習 なし  

復習 演習レポート（14）の精読 

(15) 

トヨタウエイ（絶えざるカイゼンと人間性

の尊重） 

予習 なし  

復習 模擬試験の実施 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43780 前期 7 2 

授業科目名 交通機械設計演習 学習相談 

英字科目名 Traffic Machanical Engineering Seminar 4 号館１階 緒方研究室 

代表教員名 担当教員名 

緒方光 緒方光 

使用テキスト 

なし 

 

授業の概要 

自動車部品における、詳細な強度計算を実施し、オリジナル仕様に基づく製品の改良設計を通じて、真

に実践的（エンジニアの初歩）な設計力を身に付ける。 

 

到達目標 

オリジナル仕様を満たす製品設計図の作成 

履修上の注意 

下級年次で学んだ、図学・製図関連および、力学系授業の履修が完了していること。製図用具一式と関

数電卓を用意すること。 

 

成績評価の方法・基準 

設計計算書と作成図面の提出。 

 

課題に対するフィードバック 

作成図面、計算書の添削による個別指導 

 

参考図書 なし 

 

関連科目 図学・基礎製図・CAD 基礎・機械製図・機械力学・材料力学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

オリエンテーション（演習全体計画と目

的、注意事項の説明、作図能力の確認） 

 

予習 
なし 

  

復習 
作図能力不足の場合の過去の学習内容

の再確認 

(2) 

ピストンとピストンピンの設計製図① 

 

予習 進度遅れの挽回 

復習 進度遅れの挽回 

(3) 

ピストンとピストンピンの設計製図② 

 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(4) 

ピストンとピストンピンの設計製図（計算

書/製図提出） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(5) 

コンロッドの設計①（大端部・小端部） 

 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(6) 

コンロッドの設計②（大端部・小端部） 

 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(7) 

コンロッドの設計➂（大端部・小端部）（計

算書/製図提出） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(8) 

製図検図・計算書審査（第 1 回目） 予習 なし  

復習 提出物の修正 

(9) 

パンタグラフ形式ジャッキの設計① 

 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(10) 

パンタグラフ形式ジャッキの設計②（計算

書提出） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(11) 

パンタグラフ形式ジャッキの設計➂（アッ

センブリ図作成） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(12) 

パンタグラフ形式ジャッキの設計④（アッ

センブリ図提出） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(13) 

パンタグラフ形式ジャッキの設計⑤（部品

図作成） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(14) 

パンタグラフ形式ジャッキの設計⑥（部品

図提出） 

予習 進度遅れの挽回  

復習 進度遅れの挽回 

(15) 

製図検図・計算書審査（第 2 回目） 

 

予習 なし  

復習 提出物の修正 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43220 前期 1 2 

授業科目名 電気工学Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Electrical Engineering Ⅰ 3 号館 3 階 片山研究室 

代表教員名 担当教員名 

片山硬 片山硬 

使用テキスト 

高橋 寛 監修、増田英二 編著、わかりやすい 電気基礎、 コロナ社 

 

授業の概要 

電気に関する基礎的な概念が理解できるように講義する。特に、直感的な理解とともに、数学的な議論

を通じてより深く電気、電気工学を紹介する。電気・磁気の性質、電気回路を理解するための数学的な

手法を示す。その際に、適宜、三角関数、指数関数、複素数、微分積分に関する復習を含める。 

 

到達目標 

（１） 電気抵抗、電流および電圧の関係を理解する。 

（２） 発電機、モーターを通して、電磁誘導および電磁力を理解する。 

（３） 電気抵抗、コイルおよびコンデンサーの性質を理解する。 

（４） 交流回路の取扱いを理解する。特にインピーダンスの概念を把握する。 

履修上の注意 

授業の冒頭で、その日の修得目標を示し、終了時に約 10 問の問題（レポート）を課す。 

レポートの作成に必要な内容を、ノートに記載すること。 

 

成績評価の方法・基準 

各講義の終了時に提出するレポートを 60％、期末の試験を 40％とする。 

 

課題に対するフィードバック 

講義の最終回にレポートを返却し、期末テストに備えるための方策を伝える。 

 

参考図書 岩本洋 著、電気基礎入門 早わかり オーム社 

谷腰欣司 著、トコトンやさしい 電気の本 日刊工業新聞社 

石村園子 著 大学新入性のための 数学入門 共立出版 

 

関連科目 電気工学Ⅰ ⇒ 電気工学Ⅱ ⇒ 電子工学１、Ⅱ ⇒ 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

①身近にある電気 

電気現象の豊富さを実感する。 

 

 

予習 

参考文献等で、身近にある電気現象を調

べる。 

  

復習 
予習した内容と講義で修得した内容を

比較検討 

(2) 

②電気伝導度 

電気伝導度の違いは何に起因するか 

 

予習 
原子の構造と電子配置、自由電子等を調

べる。 

復習 他の文献等で知識を補完する。 

(3) 

③ オームの法則を 

様々な応用ができるようになる。 

 

予習 教科書 p2～p14 を予習する。  

復習 
オームの法則と簡単な応用を復習する。 

(4) 

④合成抵抗 

求め方を例題を通じて修得する。 

 

 

予習 
直列・並列接続の合成抵抗の求め方を調

べる。  

復習 
講義の最に出した例題が解けるように

復習 

(5) 

⑤中間テスト：オームの法則の応用 

 

予習 前週の例題を解く。  

復習 テストで間違えた問題を再度解く。 

(6) 

⑥電磁誘導の法則 

発電機の原理を理解 

予習 教科書 p76～P116 を予習する。  

復習 電磁誘導の現象を直感的に理解する。 

(7) 

⑦ 磁界中の電流に働く力、モーターの原

理を理解する。 

予習 教科書 P113～p116 を予習する。  

復習 
発電機とモーターの違いと類似点を考

える 

(8) 

⑧ 交流回路１ 

直流回路との違いを理解する。 

予習 参考文献等で、交流を調べる。  

復習 講義で学習した交流の特徴を復習する。 

(9) 

⑨交流回路２ 

必要な数学を学習する。 
予習 

三角比、三角関数、三角関数のグラフを

調べる  

復習 三角関数のグラフを描いて再確認する。 

(10) 

⑩交流回路３ 

抵抗が消費する電力の計算、実効値 
予習 

三角関数の積分、加法定理、二倍角の公

式  

復習 実効値の計算を復習 

(11) 

⑪ コイルの性質 

コイルが消費する電力の計算方法 
予習 

参考文献等で、コイルの消費電力を調べ

る  

復習 電力の計算手法を再確認する。 

(12) 

⑫ コンデンサの性質 

コンデンサが消費する電力の計算方法 

 

予習 
参考文献等で、コンデンサーの性質を調

べる  

復習 電力の計算手法を再確認する。 
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(13) 

⑬RC 回路 

抵抗とコイルを接続交流回路 

 

予習 sin 波と cos 波の和の公式を調べる  

復習 
インピーダンスの概念を再確認する 

(14) 

⑭RLC 回路 

抵抗とコイルとコンデンサの交流回路 

 

予習 
抵抗とコイルとコンデンサーの性質を

纏める  

復習 この回路のインピーダンスを再確認 

(15) 

⑮ 複素数 

複素インピーダンス 

 

予習 複素数、オイラーの公式等を調べる  

復習 
複素数を用いた議論は簡単であること

を再確認 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43230 後期 2 2 

授業科目名 電気工学Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Electrical Engineering Ⅱ 
江藤（徹）研究室（図書館 1 階）  

e-mail: teto@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

江藤 徹二郎 江藤 徹二郎（Tetsujiro ETO） 

使用テキスト 

Power Point 資料と板書にて講義するが、下記テキストも使用する： 

高橋 寛 監修、増田英二 編著 「わかりやすい電気基礎」 （コロナ社） 

 

授業の概要 

 電気工学Ⅰでは電気現象を直感的に理解したが、本講義では電気現象を記述する数学の使い方を講義

する。特に、交流回路を中心に、三角関数の合成や、微分・積分の使い方、およびインピーダンスの計

算法等を説明する。 

到達目標 

 (1)電気現象を数式で解き、その物理的意味や動作原理を理解する。 

 (2)各々の理論がどのように組み合わされて応用されているのかを理解する。 

 (3)電気回路の測定をした場合、計測値から各種特性値を算出できるようになる。 

 

履修上の注意 

毎回，講義終了時に 10 分間程度の小レポートの作成を課す。 

講義には電卓を持参すること。（携帯電話の計算機は使用不可） 

 

成績評価の方法・基準 

毎回の小レポート（30%）、中間試験（30％）と期末試験（40%）で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

 ・毎回の小レポートは、当日の講義、もしくは次回の講義までにフィードバックする。 

 ・中間試験については、講義の中で解答例を板書する。試験内容が一定基準に未達の場合は、別途、

学習サポートを行う。 

 ・期末試験については、希望者には解答例を提示する。江藤(徹)研究室まで来室のこと。 

 

参考図書 高橋 監修、増田 編著「わかりやすい電気基礎」（コロナ社） 

 

関連科目 電気工学Ⅰ → 電気工学Ⅱ 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

 （２）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につ

けている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

抵抗とコイル 

 電流・電圧・抵抗の関係（オームの法則）、

直列回路と並列回路、インダクタ（コイル）

の性質 の理解 

 

予習 

参考図書「わかりやすい電気基礎」pp.2

～118 を読んで予習する。 

  

復習 
授業の内容を復習し、今期で予定されて

いる授業の範囲を把握する。 

(2) 

コンデンサ 

 特徴・用途、合成容量、蓄積エネルギー 

の理解 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.122～144 を読んで予習する。 

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(3) 

交流 

 三角関数、弧度法、周期・周波数・角周

波数、瞬時値・最大値 の理解 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.148～157 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(4) 

交流抵抗 R 回路（１） 

 交流 R 回路の電流・電圧、微分・積分の

演算、三角関数の加法定理 の理解 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.159～162 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(5) 

交流抵抗 R 回路（２） 

 交流 R 回路の電力・電力量、置換積分、

平均値と実効値 の理解 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.159～162 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(6) 

交流インダクタンス L 回路（１） 

 交流 L 回路の電流・電圧、誘導起電力・

誘導電流、位相差 の理解 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.166～169 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(7) 

交流インダクタンス L 回路（２） 

 交流 L 回路の電力・電力量、置換積分、

誘導リアクタンス の理解 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.166～169 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(8) 

交流静電容量 C 回路（１） 

 交流 C 回路の電流・電圧・電力・電力量、

置換積分 の理解 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.163～165 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

 

(9) 

交流静電容量 C 回路（２）、中間試験 

 容量リアクタンス の理解 

 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.163～165 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。中間試験範囲の復習。 
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(10) 

交流 RL 直列回路（１） 

インピーダンス、電圧と電流の位相関係、

電圧のベクトル図 の理解 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.170～172 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。中間試験の復習。 

(11) 

交流 RL 直列回路（２） 

 電圧・電流の数学的表現、三角関数の合

成、インピーダンスと位相の解析式 の理

解 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.170～172 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(12) 

交流 RC 直列回路 

 電圧・電流の数学的表現、電圧のベクト

ル図、インピーダンスと位相の解析式 の

理解 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.170～172 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(13) 

交流 RLC 直列回路 

 電圧・電流の数学的表現、電圧のベクト

ル図、インピーダンスと位相の解析式 の

理解 

 

予習 

参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.170～172,180～181 を読んで予習す

る。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(14) 

交流 RLC 並列回路 

 電圧・電流の数学的表現、電流のベクト

ル図、インピーダンスと位相の解析式 の

理解 

 

予習 

参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.173～175,182～183 を読んで予習す

る。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(15) 

複素数表示 

 実数・虚数・複素数、複素平面、オイラ

ーの公式、複素数の微分・積分、複素関数

表示の利便性 の理解 

 

 

予習 
参考図書「わかりやすい電気基礎」

pp.184～208 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43250 前期 3 2 

授業科目名 電子工学Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Electronics Engineering Ⅰ 3 号館 3 階 渡邊研究室 

代表教員名 担当教員名 

渡邊直幸 渡邊直幸 

使用テキスト 

職業能力開発教材委員会編著、「アナログ・ディジタル」（廣済堂出版） 

国土交通省自動車交通局監修、自動車整備技術「基礎自動車工学」（日本自動車整備振興会連合会）＜

自動車コースのみ＞ 

 

授業の概要 

ほとんどの機械が電気的に制御されている現在、機械技術者にとってエレクトロニクスを理解すること

は不可欠である。本講義では、制御回路などに用いられる各種半導体素子の基本的な原理を解説し、制

御回路の動作について学習する。 

 

到達目標 

⑴各種半導体素子の基本的な原理を理解できる。 

⑵それらを用いた電子回路について理解できる。 

履修上の注意 

既に学習している電気系科目（電気工学Ⅰ、電気工学Ⅱ）が基本となるので、予習・復習に活用するこ

と。 

本科目は、自動車コースの２級整備士養成科目であり、90％以上の出席が必要である。＜自動車コース

のみ＞ 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度（20％）、レポート等の課題（30％）、期末試験（50％）で総合的に評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

講義中に課した課題やレポートは、最終講義までにフィードバックする。 

期末試験については、試験終了後に希望者へ開示する。 

 

参考図書 既に学習した電気系科目の教科書 

 

関連科目 電気工学Ⅰ・Ⅱ → 電子工学Ⅰ → 電子工学Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

概要 

電気工学基礎 

 

予習 

過去に学習した電気系科目の教科書や

ノートを読む。 

  

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(2) 

アナログ制御・ディジタル制御 

制御の種類やアナログとディジタルの違

い 

 

予習 教科書 pp.2-21 を読む。 

復習 

講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.22 の練習問題を解く。 

(3) 

ダイオード 

半導体素子の代表的な素子であるダイオ

ードについて 

 

予習 
過去に学習した電気系科目の教科書や

ノートで関連するところを読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(4) 

トランジスタ 

電子回路では最もよく使用される半導体

素子であるトランジスタについて 

 

予習 
過去に学習した電気系科目の教科書や

ノートで関連するところを読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(5) 

増幅回路 

トランジスタを用いた増幅回路について 

 

予習 教科書 pp.60-73 を読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(6) 

比較回路 

トランジスタを用いた応用回路のひとつ

である比較回路について 

 

予習 教科書 pp.74-79 を読む。  

復習 

講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.80 の練習問題を解く。 

(7) 

まとめ① 

ここまで学習した電子工学基礎について、

中間確認テストを行い解説する。 

予習 ここまでの講義を再度確認しておく。  

復習 
中間確認テストを再度解いてみる。 

(8) 

特殊半導体素子 

主にセンサに使用される特殊半導体素子

について 

予習 教科書 pp.42-50 を読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(9) 

センサ素子 

実用的なセンサ素子について 

 

予習 教科書 pp.50-57 を読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.58 の練習問題を解く。 

(10) 

センサ応用回路 

センサ素子を用いて自動制御等を行うセ

ンサ応用回路について 

 

予習 
講義(8)および講義(9)の内容を再度確認

しておく。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(11) 

論理回路-1 

ディジタル回路の基礎となる論理回路の

考え方について 

予習 教科書 pp.24-39 を読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.40 の練習問題を解く。 
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(12) 

論理回路-2 

論理回路を構成する基本的な論理素子に

ついて 

 

予習 教科書 pp.134-141 を読む。  

復習 

講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(13) 

論理回路-3 

論理素子を組み合わせて構成されるディ

ジタル回路について 

 

予習 教科書 pp.142-150 を読む。  

復習 

講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.151 の練習問題を解く。 

(14) 

ディジタルコード 

ディジタル制御、論理回路に用いられる信

号について 

 

予習 教科書 pp.154-166 を読む。  

復習 

講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.167 の練習問題を解く。 

(15) 

まとめ② 

本講義学習した内容について、確認テスト

を行い解説する。 

 

予習 本講義の内容を再度確認しておく。  

復習 

確認テストを再度解いてみる。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43610 後期 4 2 

授業科目名 電子工学Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Electronics Engineering Ⅱ 3 号館 3 階 渡邊研究室 

代表教員名 担当教員名 

渡邊直幸 渡邊直幸 

使用テキスト 

職業能力開発教材委員会編著、「アナログ・ディジタル」（廣済堂出版） 

 

授業の概要 

電子工学Ⅰで学習したことを基本として、さらに詳しい各種素子の原理や動作について学ぶ。また、そ

れらを用いた実用回路、応用回路について学習する。さらに、ディジタル回路についての理論および応

用を学習する。 

 

到達目標 

⑴各種電子部品の原理や使用法について理解できる。 

⑵それらを用いた回路の動作を説明できる。 

履修上の注意 

既に学習している電気系科目（電気工学Ⅰ、電気工学Ⅱ）が基本となるので、予習・復習に活用するこ

と。 

本科目は、自動車コースの２級整備士養成科目であり、90％以上の出席が必要である。＜自動車コース

のみ＞ 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度（20％）、レポート等の課題（30％）、期末試験（50％）で総合的に評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

講義中に課した課題やレポートは、最終講義までにフィードバックする。 

期末試験については、試験終了後に希望者へ開示する。 

 

参考図書 既に学習した電気系科目の教科書 

 

関連科目 電気工学Ⅰ・Ⅱ → 電子工学Ⅰ → 電子工学Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

概要 

電子工学基礎 

予習 電子工学Ⅰの講義ノートを読む。 

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(2) 

サイリスタ制御回路-1 

サイリスタの種類、SCR について 
予習 

教科書 pp82-83 を読み、ノートにまとめ

る。 

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(3) 

サイリスタ制御回路-2 

トライアック 

予習 教科書 pp84-94 を読む。  

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(4) 

サイリスタ制御回路-3 

サイリスタを用いた制御回路について 

予習 教科書 pp94-101 を読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.102 の練習問題を解く。 

(5) 

オペアンプ増幅回路-1 

オペアンプとは 
予習 

教科書 pp.1014-106 を読み、ノートにま

とめる。  

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(6) 

オペアンプ増幅回路-2 

オペアンプの基本動作について 

予習 教科書 pp.107-122 を読む。  

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(7) 

オペアンプ増幅回路-3 

オペアンプの負帰還回路について 

予習 教科書 pp.122-130 を読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.131 の練習問題を解く。 

(8) 

直流制御と交流制御 
予習 

これまでに学習した制御に関する項目

について読んでおく。  

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(9) 

論理回路-1 

基本的な論理素子について 

予習 教科書 pp.134-143 を読む。  

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(10) 

論理回路-2 

組合せ論理回路と論理回路変換について 

予習 教科書 pp.143-150 を読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.151 の練習問題を解く。 

(11) 

論理回路-3 

フリップフロップ素子について 

予習 教科書 pp196-216 を読む。  

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(12) 

論理回路の応用回路-1 

マルチバイブレータとタイマについて 

 

予習 教科書 pp.217-222 を読む。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.223-224 の練習問題を解く。 

(13) 

論理回路の応用回路-2 

カウンタについて 

 

予習 
教科書 pp.226-228 を読み、ノートにま

とめる。  

復習 
講義の内容を読み返し、復習を行う。教

科書 p.258-259 の練習問題を解く。 
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(14) 

論理回路のまとめ 

主な実用的なディジタル回路について 
予習 

講義(9)～講義(13)までの講義ノートを

読む。  

復習 講義の内容を読み返し、復習を行う。 

(15) 

まとめ 

本講義学習した内容について、確認テスト

を行い解説する。 

予習 本講義の内容を再度確認しておく。  

復習 
確認テストを再度解いてみる。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43030 前期 1 2 

授業科目名 コンピュータリテラシー 学習相談 

英字科目名 Computer Literacy 

学術情報センター 情報館・佐塚研究室

（6 号館 4 階）  

e-mail: sazuka@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

山田 貴裕  

（Takahiro YAMADA） 
山田 貴裕 （Takahiro YAMADA） 

使用テキスト 

実教出版編集部 編 「30 時間でマスター Office2016（Windows10 対応）」（実教出版）ISBN：

978-4-407-34018-1 

 

授業の概要 

コンピュータはいま、社会の中で様々な用途に広く使われており、現代社会に生きる私たちにとって、

コンピュータを道具として使いこなすことは必須の素養である。本科目では、コンピュータの基本的な

使い方と本学の情報環境の利用法について学び、以後の学生生活ひいてはその後の社会生活においてコ

ンピュータを活用できる能力を養う。 

 

到達目標 

(1)基本的な PC システム、インターネットサービスを理解し、利用できるようになる。 

(2)文章作成、表計算を学び、各ソフトを活用できるようになる。 

(3)学内・一般社会における情報リテラシーの基本知識を学び、活用技術を身に付ける。 

履修上の注意 

本講義は安全かつ便利にコンピュータやインターネットを活用するため基礎知識、またルールを学ぶこ

とが目的である。講義時間内で講義目的以外の PC 使用、講義中のスマートフォン等の不必要な操作は

厳禁とする。 

成績評価の方法・基準 

小テスト（20%）と提出課題内容による理解度（80%）で総合評価 

課題に対するフィードバック 

e ラーニング（Moodle）の講義サイトを利用する。 

参考図書 奥村晴彦著 「改訂第 2 版 基礎からわかる情報リテラシー」（技術評論社） 

久野 靖 （監修）他「キーワードで学ぶ最新情報トピックス 2017」（日経 BP） 

 

関連科目 ※学科による 

 

学位授与

の方針と

の関連 

※学科による 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

情報館利用ガイダンス 

学術情報センター利用説明、コンピュータ

利用アカウント等についての説明を行う。 

 

予習 
情報分野に関する予習をする。 

  

復習 
教室の利用方法について復習する 

(2) 

コンピュータ活用基礎 

Windows の基本操作、電子メール、e ラー

ニングシステム（Moodle） 

 

予習 
Windows 操作とコンピュータ利用につ

いて予習する。 

復習 
電子メールの操作を復習し、個人用機器

の設定を行う。 

(3) 

インターネット活用 

電子メールの応用（メーリングリストの活

用、スマートフォンでの利用）、インター

ネットによる情報検索 

 

予習 インターネット利用について予習する。  

復習 

メーリングリスト活用についての復習、

スマートフォンによる利用設定を行う。 

(4) 

データの格納方法 

文書の作成基礎、コンピュータのファイル

システム、クラウドストレージの利活用 

 

予習 
タッチタイピング技術についての予習

をする。  

復習 
階層ファイルシステムついて復習する。 

(5) 

日本語ワードプロセッサによる文書作成

１ 

日本語文書の入力、基本文書編集について

の演習 

 

予習 
ワードプロセッサの利用についての予

習をする。  

復習 

日本語文書入力の練習をする。 

(6) 

日本語ワードプロセッサによる文書作成

２ 

ビジネス文書の基本体裁、文書編集の基

本、表の入力 

 

予習 ビジネス文書の体裁について予習する。  

復習 

ビジネス文書の書式設定について復習

する。 

(7) 

日本語ワードプロセッサによる文書作成

３ 

画像の挿入、図形描画、数式編集機能の活

用 

予習 
コンピュータで扱う画像や図形につい

て予習する。  

復習 
数式や図形を含む文書の作成について

復習する。 

(8) 

文書作成総合演習 

中間レポート作成課題 

予習 レポートの作成について予習する。  

復習 
レポートを完成させ、提出をする。 

 

(9) 

表計算１ 

表計算アプリケーションの基礎、データ・

数式の入力 

 

予習 
表計算アプリケーションについて予習

する。  

復習 

データの集計の基本機能について復習

する。 
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(10) 

表計算２ 

書式・罫線の設定と関数の活用によるデー

タ集計 

 

予習 表計算の機能について予習する。  

復習 

関数を利用した集計について復習する。 

(11) 

表計算３ 

計算式のコピー、相対番地・絶対番地表現

の活用、条件式の入力と入れ子処理 

 

予習 条件関数（IF 関数）について予習する。  

復習 

比率の計算・順位の計算方法について復

習する。 

(12) 

表計算４ 

グラフの作成 

 

予習 グラフの扱いについて予習する。  

復習 
さまざまなグラフの形式について復習

する。 

(13) 

表計算５ 

並べ替え、検索・抽出機能の活用とワード

プロセッサ連携 

 

予習 並べ替え・検索・抽出について予習する。  

復習 

レポート作成の方法について復習する。 

(14) 

総合演習１ 

インターネット、文書作成、表計算を連携

した総合演習課題、レポートの作成 

 

予習 レポート課題の確認と準備を行う。  

復習 

レポートの作成をすすめる。 

(15) 

総合演習２（まとめ） 

総合演習課題のレポート作成と提出、講義

のまとめ 

 

予習 レポートの作成をすすめる。  

復習 

講義全体をふりかえる。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43040 後期 2 2 

授業科目名 情報処理概論 学習相談 

英字科目名 Computer Science 3 号館 3 階田中研究室 

代表教員名 担当教員名 

田中 基大 田中 基大 

使用テキスト 

必要に応じて資料等を配布 

 

授業の概要 

「コンピュータリテラシー」（１年前期・必修）で習得した内容の基礎の上に、工学部学生の必須事項

であるグラフ作成、表計算、プログラミング技術の基礎を習得する。 

 

到達目標 

(1)簡単な計算プログラムを作れるようになる。 

(2)グラフ作成や表計算ができる。 

 

履修上の注意 

大学の「情報センター」は、原則として授業で使われていない教室は自習に利用できる。また、自分で

適切な PC を購入し、日頃から使い慣れておくことが望ましい。 

 

成績評価の方法・基準 

課題（30％）、試験（70％）で総合評価する。 

30 分以上遅刻は欠席扱い。 

講義中の態度が悪い場合は減点をする。 

 

課題に対するフィードバック 

課題提出は Moodle を利用する。 

期末試験については、試験終了後、田中研究室で解答例を掲示する。 

 

参考図書 講義内で紹介する。 

 

関連科目 コンピュータリテラシー → 情報処理概論 → プログラミング基礎 

 

学位授与

の方針と

の関連 

技能・表現 

（７）言語力、コミュニケーション力およびプレゼンテーション力等の技能を身につけ、社

会の多様な人々と協働することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

表計算－表の作成 

 

予習 Windows OS の使い方を確認する。  

復習 表計算のやり方を再確認する。 

(2) 

表計算－グラフ 

 

予習 表計算のやり方を復習する。 

復習 グラフの作り方を再確認する。 

(3) 

C 言語概要 1：プログラムができるとどの

ようなことができるかについて学ぶ。 

 

予習 プログラミングついて予習する。  

復習 
プログラムによってどのようなことが

できるか再確認する。 

(4) 

C 言語概要 2：C ファイルの作り方、コン

パイル方法、動作確認について学ぶ。 

 

予習 プログラミングついて予習する。  

復習 
C ファイルの作り方、コンパイルの方法

を再確認する。 

(5) 

printf 関数の使い方:画面上に文字等を出

力する命令について学ぶ。 

 

予習 
C ファイルの作り方、コンパイルの方法

を確認する。  

復習 printf 関数を再確認する。 

(6) 

変数、変数を用いた計算について 

 
予習 

printf 関数を使うので使い方を再確認す

る。  

復習 変数の型、計算方法等を復習する。 

(7) 

scanf 関数の使い方:プログラム実行中に変

数の値を入力する命令について学ぶ。 

予習 変数、printf 関数の使い方を再確認する。  

復習 

様々な変数を scanf 関数を使って読み込

み、読み込んだ変数を printf 関数で出力

する。 

(8) 

条件分岐について：if 文を学ぶ 
予習 

scanf 関数、変数、printf 関数の使い方

を確認する。  

復習 条件分岐について再確認する。 

(9) 

フローチャートについて 

 
予習 

条件分岐がどのように実行されている

か確認しておく。  

復習 
フローチャートの記述方法を再確認す

ること。 

(10) 

プログラム作成演習1:これまで講義で行っ

た内容を利用したプログラムを作成する。 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 
プログラムの作り方を再確認する。 

(11) 

プログラム作成演習2:これまで講義で行っ

た内容を利用したプログラムを作成する。 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 
プログラムの作り方を再確認する。 

(12) 

文字コードについて 

 
予習 

文字型変数の printf 関数、scanf 関数の

使い方を確認する。  

復習 プログラムの作り方を再確認する。 
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(13) 

sin、√、2 乗等の計算用関数について 

 
予習 

実数型変数の printf 関数、scanf 関数の

使い方を確認する。  

復習 プログラムの作り方を再確認する。 

(14) 

プログラム作成演習3:これまで講義で行っ

た内容を利用したプログラムを作成する。 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 
プログラムの作り方を再確認する。 

(15) 

総復習：講義のまとめ 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 これまでの内容を再確認する。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43480 前期 3 2 

授業科目名 プログラミング基礎 学習相談 

英字科目名 Primary programming 3 号館 3 階田中研究室 

代表教員名 担当教員名 

田中 基大 田中 基大 

使用テキスト 

必要に応じて資料等を配布 

 

授業の概要 

情報処理概論で学んだ C 言語の基礎を発展させた内容を学ぶ。 

応用問題として、工学問題のプログラムの作成を行う。 

 

到達目標 

(1) プログラミングの基本的命令の使い方およびその流れを理解できる。 

(2) C 言語を学ぶことで、それ以外の言語習得も容易になることができる。 

 

履修上の注意 

授業中に理解度を確認するための演習問題を実施し、レポートとして提出を求めることがある。作成し

た C 言語プログラムを復習する際にデータを別途保存できる USB フラッシュメモリやクラウド上のド

ライブに保存できるようにすること。 

 

成績評価の方法・基準 

課題（30％）、試験（70％）で総合評価する。 

30 分以上遅刻は欠席扱い。 

講義中の態度が悪い場合は減点をする。 

 

課題に対するフィードバック 

課題提出は Moodle を利用する。 

期末試験については、試験終了後、田中研究室で解答例を掲示する。 

 

参考図書 講義内で紹介する。 

 

関連科目 コンピュータリテラシー → 情報処理概論 → プログラミング基礎 

 

学位授与

の方針と

の関連 

関心・意欲・態度 

（５）ものづくりに関心を持ち、グローバルな視点で他社と協働し、社会における産業の発

展に貢献・奉仕することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

C 言語の復習 1 

 
予習 

C ファイルの作り方、コンパイル方法、動作

確認について確認しておく。  

復習 宿題を行うこと。 

(2) 

C 言語の復習 2 

 

予習 C 言語の基本的な部分の予習 

復習 宿題を行うこと。 

(3) 

C 言語の復習 3 

 

予習 C 言語の基本的な部分の予習  

復習 宿題を行うこと。 

(4) 

for 文の使い方 

 

予習 for 文について調べておく。  

復習 宿題を行うこと。 

(5) 

while 文について 

 

予習 while 文について調べておく。  

復習 宿題を行うこと。 

(6) 

1 次元配列の利用方法 予習 1 次元配列について調べておく。  

復習 宿題を行うこと。 

(7) 

2 次元配列の利用方法 予習 2 次元配列について調べておく。  

復習 宿題を行うこと。 

(8) 

関数の概念(自作関数の作り方) 予習 関数について調べておく。  

復習 宿題を行うこと。 

(9) 

ファイルの保存 

 

予習 ファイルの保存方法について調べておく。  

復習 宿題を行うこと。 

(10) 

ファイルの読み込み 

 
予習 

ファイルの読み込み方法について調べてお

く。  

復習 宿題を行うこと。 

(11) 

工学問題のプログラム作成 1 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 宿題を行うこと。 

(12) 

工学問題のプログラム作成 2 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 宿題を行うこと。 

(13) 

工学問題のプログラム作成 3 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 宿題を行うこと。 

(14) 

工学問題のプログラム作成 4 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 宿題を行うこと。 

(15) 

総復習：講義のまとめ 

 

予習 これまでの内容を再確認する。  

復習 これまでの内容を再確認する。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43200 前期 5 2 

授業科目名 制御工学Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Control Engineering Ⅰ 3 号館 3 階 森研究室 

代表教員名 担当教員名 

森 和典 森 和典  (Kazunori MORI) 

使用テキスト 

添田 喬・中溝高好著「自動制御の講義と演習」（日新出版） 

 

授業の概要 

エレクトロニクス分野の目ざましい発展に伴い、制御工学の応用はあらゆる産業に取り入れられ、その

知識は機械系技術者にとって重要なものとなっている。制御工学Ⅰ･Ⅱでは、主に制御システムの解析・

設計に必要となる基礎理論を学ぶ。本科目では、まずその手法としてのラプラス変換を学び、利用でき

るようにする。次に自動制御の基本であるフィードバック制御の考え方と性質を学ぶことにより交通機

械工学に関する基礎的な専門知識を身につける。 

到達目標 

(1) 制 御 に 関 す る 基 本 的 な 考 え 方 や 自 動 制 御 を 導 入 す る 目 的 な ど が 理 解 で き る 。                                                

(2) ラプラス変換の基礎知識理解し、時間関数をラプラス変換することができる。                                               

(3)ラプラス変換を用いて微分方程式を解くことができる。 

履修上の注意 

授業では数学的手法を多用するので、解析学、応用数学を履修しておくこと。少なくとも高校程度の微

積分学および複素数は理解しておくこと。学んだ項目の前後の関連性と、講義内容全体における位置づ

けを常に念頭において受講し、また自習すること。 

 

成績評価の方法・基準 

期末試験（80％）、演習課題（20％）で総合評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

授業では、計算演習に関するレポート課題の提出を求める。提出されたレポートは採点後に講義にて返

却する。その際に解答例を示す。 

 

参考図書 参考図書はなし。必要に応じて、プリントを配布する。 

 

関連科目 制御工学Ⅰ → 制御工学Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解                                                                 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

制 御 の 基 礎 概 念                                                                 

制御の概念とその目的、自動制御、手動制

御について理解する。 

予習 

教科書 pp.1～3 を通読し、授業内容を把

握しておく。あらかじめ疑問点を整理し

ておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(2) 

制 御 の 基 本 構 成                                                                  

要素，入力と出力、フィードバック系、サ

ーボ機構を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.3～9 を通読し、授業内容を把

握しておく。あらかじめ疑問点を整理し

ておく。(120) 

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(3) 

ラ プ ラ ス 変 換                                                                 

ラプラス変換の必要性と定義、基本関数の

ラプラス変換を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.10～15 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。特に、基本

関数のラプラス変換の計算に慣れる。

(120) 

(4) 

ラ プ ラ ス 変 換 の 性 質  ①                                                                

微分・積分のラプラス変換、推移定理、重

畳定理を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.15～17 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 
授業内容を十分に復習する。ラプラス変

換の公式の使い方に慣れる。(120) 

(5) 

ラ プ ラ ス 変 換 の 性 質  ②                                                                 

初期値定理、最終値定理、ラプラス逆変換

を理解する。 

 

予習 

教科書等 pp.17～20 を通読し、授業内容

を把握しておく。あらかじめ疑問点を整

理しておく。(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。ラプラス変

換、ラプラス逆変換の計算ができるよう

にする。(120) 

(6) 

微 分 方 程 式 の 解 法                                                                  

ラプラス変換を用いた微分方程式の解法

を理解し、使えるようにする。 

 

予習 

教科書 pp.20～22 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。ラプラス変

換を用いて簡単な微分方程式が解ける

ようにする。(120) 

 

(7) 

ラ プ ラ ス 変 換 の 演 習                                                                

計算演習を通じて、ラプラス変換と微分方

程式の解法に関する理解を深める。 
予習 

教科書と授業ノートにより、ラプラス変

換の計算方法を復習しておく。あらかじ

め疑問点を整理しておく。(120)  

 

復習 

授業内容を十分に復習する。教科書の演

習問題 pp.23～28 を解く練習をする。

(120) 
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(8) 

伝 達 関 数                                                                       

伝達関数の定義、伝達関数による表現方

法、過渡応答を理解する。 

予習 

教科書 pp.29～33 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(9) 

伝 達 関 数 の 例                                                                  

１次遅れ、高次遅れ、むだ時間、2 次振動

系を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.33～42 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(10) 

伝 達 関 数 の 演 習                                                                

伝達関数の導出方法やステップ応答など

過渡応答計算などについて計算演習を行

い理解を深める。 

 

予習 

教科書と授業ノートにより、伝達関数の

使い方を復習しておく。あらかじめ疑問

点を整理しておく。(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。教科書の演

習問題 pp.49～59 を解く練習をする。

(120) 

(11) 

ブ ロ ッ ク 線 図                                                                     

サーボ系の伝達関数とブロック線図、ブロ

ックの結合方式を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.42～46 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(12) 

ブ ロ ッ ク 線 図 の 等 価 変 換                                                                 

等価変換の実用的な求め方、複数入力の場

合の求め方を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.46～48 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(13) 

ブ ロ ッ ク 線 図 の 演 習                                                              

ブロック線図の求め方や公式の用い方に

ついて計算演習を行い理解を深める。 

 

予習 

教科書と授業ノートにより、ブロック線

図の求め方や公式の用い方について復

習をしておく。(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。教科書の演

習問題 pp.49～59 を解く練習をする。

(120) 

(14) 

周 波 数 応 答                                                                       

正弦波入力に対する応答、ゲインと位相を

理解する。 

 

予習 

教科書 pp.60～63 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(15) 

周 波 数 応 答 の 演 習                                                                    

複素数とその計算方法、ゲインと位相の計

算方法を理解する。 

 

予習 
複素数の計算と前回授業での例題の解

法を十分に復習しておく。(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。周波数応答

のゲイン、位相の計算ができるようにす

る。(120) 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43620 後期 6 2 

授業科目名 制御工学Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Control Engineering Ⅱ 3 号館 3 階 森研究室 

代表教員名 担当教員名 

森 和典 森 和典  (Kazunori MORI) 

使用テキスト 

添田 喬・中溝高好著「自動制御の講義と演習」（日新出版） 

 

授業の概要 

制御系の安定性や応答性の取り扱い方と、与えられた仕様を満たす制御系を設計する手法を学習して、

基礎的な制御系設計計算と解析ができるようにする。総合演習では、各自が結果を報告・発表して討論

を行う。さらに、具体的な制御システムの例を取り上げて、制御工学が実際にどのように適用されてい

るかを学び、理論と実際について理解を深める。 

 

到達目標 

(1)制御系の安定性や応答性に関する基本的な考え方を理解し、関連する基礎的な計算ができる。                                                                                                                  

(2)簡単な制御系について、与えられた仕様を満たすような制御設計の手法を理解できる。 

履修上の注意 

制御工学Ⅰを受講していること。学んだ項目の前後の関連性と、講義内容全体における位置づけを常に

念頭において受講し、また自習すること。                                                    

授業では数学的手法を多用するので、解析学、応用数学を履修しておくこと。少なくとも高校程度の微

積分学および複素数は理解しておくこと。 

 

成績評価の方法・基準 

期末試験（80％）、演習課題（20％）で総合評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

授業の中で、制御工学Ⅰ・Ⅱの計算解析に関する内容の総合演習を行い、結果を各自が発表する。さら

に発表内容について討論する。 

 

参考図書 参考図書はなし。必要に応じて、プリントを配布する。 

 

関連科目 制御工学Ⅰ → 制御工学Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解                                                                 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

周 波 数 応 答 線 図  ①                                                                 

周波数応答関数、デシベル値、ボード線図

を理解する。 

予習 

教科書 pp.63～75 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120) 

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(2) 

周 波 数 応 答 線 図  ②                                                              

ベクトル軌跡、逆ベクトル軌跡、ゲイン位

相線図を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.75～81 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120) 

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(3) 

閉 ル ー プ 系 の 周 波 数 応 答                                                             

開ループ系と閉ループ系の関係、ニコルス

線図を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.81～90 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(4) 

周 波 数 応 答 の 演 習                                                                    

周波数応答の計算と線図の作図を行い理

解 を 深 め る 。                                                  

（電卓、定規を持参のこと。片対数グラフ

用紙等は配布する。） 

 

予習 

制御工学Ⅰを含めて「周波数応答」の章

を教科書と授業ノートを用いて復習し

ておく。(120)  

復習 

演習内容を十分に復習する。教科書

pp.91～99 の演習問題を解く練習をす

る。(120) 

(5) 

制 御 系 の 安 定                                                                   

安定の概念と定義、安定条件、閉ループ系

の特性方程式、伝達関数の極と零点、極配

置を理解する。 

予習 

教科書等 pp.100～106 を通読し、授業内

容を把握しておく。あらかじめ疑問点を

整理しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(6) 

安 定 判 別 法                                                                   

ラウスの方法、フルビッツの方法、ナイキ

ストの方法を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.106～113 を通読し、授業内容

を把握しておく。あらかじめ疑問点を整

理しておく。(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。安定判別法

を用いて制御系の安定判別ができるよ

うにする。(120) 

(7) 

安 定 余 有                                                                   

ゲイン余有、位相余有を理解する。 予習 

教科書 pp.113～117 を通読し、授業内容

を把握しておく。あらかじめ疑問点を整

理しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(8) 

制 御 系 の 安 定 性 の 演 習                                                                 

制御系の安定判別、安定余有度に関する演

習を通じて理解を深める。 

予習 

教科書 pp.29～33 を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 

演習内容を十分に復習する。教科書

pp.118～126 の演習問題を解く練習をす

る。(120) 
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(9) 

制 御 の 良 さ  ①                                                                   

過渡特性の評価方法、2 次標準形の過渡特

性、伝達関数の極と過渡応答を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.127～137 を通読し、授業内容

を把握しておく。あらかじめ疑問点を整

理しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(10) 

制 御 の 良 さ  ②                                                                     

周波数応答の評価方法、定常特性の評価方

法を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.137～146 を通読し、授業内容

を把握しておく。あらかじめ疑問点を整

理しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(11) 

制 御 系 設 計 の 基 礎                                                                  

応答特性の改善、補償の概念、位相進み回

路・位相遅れ回路の特性、補償回路の選択

と効果を理解する。 

 

予習 

教科書 pp.157～168 を通読し、授業内容

を把握しておく。あらかじめ疑問点を整

理しておく。(120)  

復習 
授業内容を十分に復習する。(120) 

(12) 

設 計 計 算 演 習  ①                                                                 

制御系の設計について学習する。制御系設

計ソフト MATLAB の基本操作について

学ぶ。 

 

予習 
教科書、授業ノートを全般、特に計算解

析部分の項目を復習しておく。(80)  

復習 

演習内容を十分に復習する。MATLAB

の簡単な操作方法に慣れる。(160) 

(13) 

設 計 計 算 演 習  ②                                                                 

MATLAB を用いて演習を行う。総合演習

課題に取り組む。 

 

予習 

与えられた総合演習の課題に事前に取

り組む。課題の解法や発表内容案を考え

る。(120)  

復習 
総合演習課題の結果をまとめる。次回授

業のための発表準備をする。(160) 

(14) 

総 合 演 習                                                                       

課題結果の発表や討論を通じて制御工学

への理解を深める。 

 

予習 
課題の結果発表のための準備をする。

(120)  

復習 
総合演習の内容を十分に復習する。(80) 

(15) 

制 御 工 学 の 応 用 例                                                                  

交通機械工学分野における制御技術の実

際、最近のトピックスについて講義する。 

 

予習 
最近の自動車関連の制御技術に関して、

文献等を調査して授業に臨む。(120)  

復習 
授業内容を十分に復習する。(120) 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43180 前期 5 2 

授業科目名 自動車工学Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Automotive Engineering Ⅰ 3 号館 3 階 森研究室 

代表教員名 担当教員名 

森 和典 森 和典  (Kazunori MORI) 

使用テキスト 

国土交通省自動車交通局監修（自動車整備振興会連合会） 

  自動車整備技術「基礎自動車工学」、「2 級シャシ」 

授業の概要 

自動車の歴史、自動車の動力源の種類や特徴、次世代自動車の概要を始めとして、「走る・曲がる・止

まる」という自動車の主要な機能を受け持つシャシ技術を中心に、各種装置の原理と構造および自動車

の基本構成について学習する。これにより、機械システムとしての自動車に関する基礎的な専門知識と

設計能力を身につけて、新しい工業製品を創造するための専門応用能力を養う。 

 

到達目標 

(1) 自 動 車 の 基 本 構 成 を 理 解 し て 、 そ の 内 容 が 説 明 で き る 。                                                                  

(2) 主 要 な 装 置 の 原 理 と 機 構 を 力 学 的 に 説 明 で き る 。                                                                                     

(3)装置に関わる簡単な性能計算ができる。 

履修上の注意 

応 用 力 学 、 機 械 力 学 、 材 料 力 学 の 基 礎 は 確 実 に 理 解 し な が ら 授 業 に 臨 む こ と 。                                                                                  

自 動 車 工 学 実 習 で 学 ん だ 内 容 を 復 習 し な が ら 履 修 す れ ば 、 よ り 効 果 が 上 が る 。                                                                

本科目は 2 級自動車整備士養成科目のため 90％以上の出席が必要。 

 

成績評価の方法・基準 

期末試験（80％）、レポート課題（20％）で総合評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

授業では、文献調査および計算演習等に関するレポート課題の提出を求める。提出されたレポートは採

点後に返却する。特に、計算演習の課題はレポート返却時に解答例を配布する。 

 

参考図書 野崎博路著「基礎自動車工学」（東京電機大学出版局） 

尾崎紀男著「自動車工学」（森北出版） 

藤岡健彦･鎌田実編「自動車プロジェクト開発工学」（技報堂出版） 

 

関連科目 自動車工学Ⅰ → 自動車工学Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解                                                                 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

自 動 車 一 般                                                                                                   

自動車の歴史、基本構造、自動車の分類、

車両諸元の内容を理解する。 

 

予習 

教科書・参考文献を中心に文献を調査し

て、自動車とその社会的役割について考え

た後に授業に臨むこと。(120) 

  

復習 

授業の内容を踏まえて、自動車の歴史や次

世代自動車などに関する自分自身の考え

を深めること。(120) 

(2) 

タ イ ヤ と ロ ー ド ホ イ ー ル  ①                                                                                           

タイヤの種類と構造、主要な特性とその計

算法を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。

(120) 

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(3) 

タ イ ヤ と ロ ー ド ホ イ ー ル  ②                                                                                                 

タイヤサイズと呼称、ロードホイールの種

類と構造を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。

(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。特に、タイヤ

力学の簡単な計算ができるようにする。

(120) 

(4) 

動 力 伝 達 装 置  ①                                                                                                   

クラッチの役割、ダイヤフラム式クラッチ

の構成を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。

(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(5) 

動 力 伝 達 装 置  ②                                                                       

変速機の必要性、変速比の計算方法、手動

変速機の種類と構造を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。

(120)  

復習 
授業内容を十分に復習する。変速比に関連

する各種計算ができるようにする。(120) 

(6) 

動 力 伝 達 装 置  ③                                                                  

流体式自動変速機の構造とその特性を理

解する。 

 

予習 
教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。(80)  

復習 
授業内容を十分に復習する。(120) 

(7) 

動 力 伝 達 装 置  ④                                                             

トルクコンバータの構成と特性計算方法、

無段変速機（CVT）の原理と構成等を理解

する。 

予習 
教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。(80)  

復習 
授業内容を十分に復習する。(120) 

(8) 

動 力 伝 達 装 置  ⑤                                                                                      

差動装置の役割と構造、差動制限装置、プ

ロペラシャフト、危険回転速度、自在継手、

等速継手、アクスルの構造等を理解する。 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。

(120)  

復習 
授業内容を十分に復習する。動力伝達装置

に関するレポート課題に取り組む。(200) 
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(9) 

ス テ ア リ ン グ 装 置  ①                                                                                

アッカーマン・ジャントー機構と理論、ス

テアリングギヤ比、ステアリングの種類と

構造を理解する。 

 

予習 
教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。(80)  

復習 

授業内容を十分に復習する。(120) 

(10) 

ス テ ア リ ン グ 装 置  ②                                                                                    

パワーステアリングの種類と構造、ホイー

ルアライメントの種類と役割を理解する。 

 

予習 
教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。(80)  

復習 
授業内容を十分に復習する。(120) 

(11) 

サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置  ①                                                                              

サスペンションの種類と構造、車軸懸架

式・独立懸架式の各種類と構造および特徴

を理解する。 

 

予習 
教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。(80)  

復習 

授業内容を十分に復習する。(120) 

(12) 

サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置  ②                                                                

ばねとショックアブソーバの種類と構造

および特性計算方法を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。

(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。ステアリン

グ、サスペンション装置に関するレポート

課題に取り組む。(240) 

(13) 

ブ レ ー キ 装 置  ①                                                                  

ブレーキの種類と構造、ブレーキシステム

の概要を理解する。 

 

予習 
教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。(80)  

復習 
授業内容を十分に復習する。(120) 

(14) 

ブ レ ー キ 装 置  ②                                                                 

ブレーキの性能と特性計算方法、制動力配

分調整装置の種類と構造を理解する。 

 

予習 
教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。(80)  

復習 
授業内容を十分に復習する。(120) 

(15) 

ブ レ ー キ 装 置  ③                                                                 

ABS の原理と特徴およびシステム構成、フ

ェード、ベーパーロックの発生原因、対策

方法等を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握してお

く。あらかじめ疑問点を整理しておく。

(120)  

復習 
授業内容を十分に復習する。ブレーキ装置

に関するレポート課題に取り組む。(200) 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43190 後期 6 2 

授業科目名 自動車工学Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Automotive Engineering Ⅱ 3 号館 3 階 森研究室 

代表教員名 担当教員名 

森 和典 森 和典  (Kazunori MORI) 

使用テキスト 

野 崎 博 路 著 「 基 礎 自 動 車 工 学 」 （ 東 京 電 機 大 学 出 版 局 ）                                                                              

国土交通省自動車交通局監修（自動車整備振興会連合会）自動車整備技術「基礎自動車工学」、「2 級シ

ャシ」 

 

授業の概要 

自動車の力学と性能に関する基本的な原理と理論を学ぶ。次に、自動車の安全性や環境問題について、

その現状と対策動向を学び考察することで、自動車の諸問題に関する理解を深める。ここでは、自動車

工学の理論と実際の結び付きを理解しながら、機械システムとしての自動車に関する基礎的な専門知識

と設計能力を身につけて、新しい工業製品を創造するための専門応用能力を養う。4 年次の卒業研究や

交通機械設計演習などにも役立てるようにする。 

 

到達目標 

(1) 自 動 車 の 力 学 と 性 能 に 関 す る 基 礎 的 な 理 論 計 算 が で き る 。                                          

(2) 自 動 車 の 性 能 、 安 全 性 お よ び 環 境 問 題 に つ い て 基 本 的 な 内 容 を 説 明 で き る 。                                        

(3)自動車の性能設計に対する基本的な考え方が理解できる。 

履修上の注意 

応 用 力 学 、 機 械 力 学 、 材 料 力 学 の 基 礎 は 確 実 に 理 解 し な が ら 授 業 に 臨 む こ と 。                                                            

本科目は 2 級自動車整備士養成科目のため 90％以上の出席が必要。 

 

成績評価の方法・基準 

期末試験（80％）、レポート課題（20％）で総合評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

授業では、文献調査および計算演習等に関するレポート課題の提出を求める。提出されたレポートは採

点後に返却する。特に、計算演習の課題はレポート返却時に解答例を配布する。 

 

参考図書 竹原伸著「はじめての自動車運動学」（森北出版） 

尾崎紀男著「自動車工学」（森北出版） 

藤岡健彦･鎌田実編「自動車プロジェクト開発工学」（技報堂出版） 

関連科目 自動車工学Ⅰ → 自動車工学Ⅱ 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解                                                                 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

自 動 車 の 性 能 一 般                                                                 

走行性能、快適性、安全性、環境問題など

の内容を理解する。 

 

予習 

教科書・参考文献を中心に文献を調査し

て、自動車の性能、安全性などについて

考えた後に授業に臨むこと。(120) 

  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(2) 

動 力 性 能  ①                                                                   

走行抵抗の種類とその計算方法を理解す

る。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(80) 

復習 
授業内容を十分に復習する。特に、走行

抵抗の計算ができるようにする。(120) 

(3) 

動 力 性 能  ②                                                                        

エンジン所要出力、車両の走行速度、駆動

力の計算方法を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(120)  

復習 

授業内容を十分に復習する。動力性能に

関する簡単な計算ができるようにする。

(120) 

(4) 

動 力 性 能  ③                                                                     

走行性能線図の作成と読み方、走行抵抗の

実測法（惰行性能）を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(80)  

復習 
授業内容を十分に復習する。動力性能に

関するレポート課題に取り組む。(200) 

(5) 

制 動 性 能  ①                                                                      

タイヤスリップ率、タイヤのμ－ｓ特性、

タイヤ摩擦円を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(80)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(6) 

制 動 性 能  ②                                                                                 

制動力学および停止距離・空走距離・制動

距離の関係を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(120)  

復習 
授業内容を十分に復習する。制動力学の

簡単な計算ができるようにする。(120) 

(7) 

旋 回 性 能  ①                                                                      

タイヤの力学およびタイヤスリップ角、

CF、CP、SAT を理解する。 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(80)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(8) 

旋 回 性 能  ②                                                                      

車両のステア特性、操安性 2 輪モデルによ

る解析計算方法を理解する。 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 
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(9) 

旋 回 性 能  ③                                                                  

ロール運動、ロールセンタ、ロール軸、ロ

ール剛性を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(10) 

旋 回 性 能  ④                                                                     

サスペンション・ステアリング特性と旋回

性能の関係を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(11) 

旋 回 性 能  ⑤                                                                      

ロールステア、コンプライアンスステアを

理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(80)  

復習 

授業内容を十分に復習する。制動性能、

旋回性能に関するレポート課題に取り

組む。(240) 

(12) 

乗 心 地 ， 振 動                                                                   

快適性、ばね上・ばね下固有振動数、シミ

ー、シェイクを理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。あらかじめ疑問点を整理してお

く。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(13) 

自 動 車 の 安 全 性 ・ 環 境 問 題  ①                                                               

予防安全、衝突安全、排気ガスによる大気

汚染、交通渋滞、騒音問題などを理解する。 

 

予習 

教科書・参考書等を通読し、授業内容を

把握しておく。あらかじめ疑問点を整理

しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(14) 

自 動 車 の 安 全 性 ・ 環 境 問 題  ②                                                             

ASV、ITS、新エネルギー自動車、燃料電

池車、電気自動車等を理解する。 

 

予習 

教科書等を通読し、授業内容を把握して

おく。また、自動車工学Ⅰの内容も併せ

て復習しておく。(120)  

復習 授業内容を十分に復習する。(120) 

(15) 

自 動 車 の 計 算 演 習                                                                  

計算演習を通して、自動車の動力性能、制

動性能および旋回性能等に関する理解を

深める。 

 

予習 

これまで学習した自動車の性能に関す

る計算問題の解法等を復習しておく。

(120)  

復習 
授業内容を十分に復習する。(120) 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43960 後期 4 2 

授業科目名 バイク・ダイナミックス 学習相談 

英字科目名 Motorcycle Dynamics 3 号館 3 階 片山研究室 

代表教員名 担当教員名 

片山硬 片山硬 

使用テキスト 

自作のテキストを配布する。 

 

授業の概要 

モーターサイクル（バイク）に代表される二輪車は楽しい乗り物であるが、不安定である。特に直進状

態では、転倒につながる不安定なモードがあり、この 40 年来、二輪車の業界では不安定モードの解明

を行ってきた。この講義ではこれまでの二輪車の運動解析を紹介すると共に、最近明らかになりつつあ

る不安定モードが発生する原因を紹介する。 

 

到達目標 

（１） 二輪車の直進時に発生する３つの不安定モードを理解する。 

（２） 不安定モードと設計パラメターの関係を把握する。 

（３） 二輪車が抱える二つの重大な問題の存在を理解する。 

（４） 不安定モードの発生原因を理解する。 

（５） 二つのモードの発生原因と重大問題との関係を理解する。 

 

履修上の注意 

授業の冒頭で、その日の修得目標を示し、終了時に約 10 問の問題（レポート）を課す。 

レポートの作成に必要な内容を、ノートに記載すること。 

 

成績評価の方法・基準 

各講義の終了時に提出するレポートを 60％、期末の試験を 40％とする。 

 

課題に対するフィードバック 

講義の最終回にレポートを返却し、期末テストに備えるための方策を伝える。 

 

参考図書 適宜自作の資料を配布する 

 

関連科目 バイクダイナミクス ⇒ 自動車工学 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

① 二輪車の歴史 

自転車の歴史からバイクの歴史を紹介 
予習 

自転車を良く観察し乗ってみる 

  

復習 二輪車の歴史を再確認する 

(2) 

② 二輪車の特徴 

二輪車が四輪車と異なる特徴を理解 

予習 配布した資料を予習する 

復習 二輪車の楽しさと危険性を認識する。 

(3) 

③ 二輪車が抱える問題 

解決すべき二つの問題の存在を理解 

予習 配布資料の該当する部分を予習する  

復習 二輪車には問題があることを資料で確認する 

(4) 

④ 運動解析用理論 

操縦性安定性の解析用理論モデル 

予習 配布資料を予習  

復習 配布資料により、解析モデルを再確認する 

(5) 

⑤ タイヤ特性について 

運動解析モデルに必要なタイヤの特性 

予習 タイヤの特性を予習する  

復習 タイヤのコーナリング特性を覚える 

(6) 

⑥ 運動方程式の導出 １ 

ラグランジの方法を理解する 

予習 解析力学の該当する部分を予習  

復習 ラグランジの方法で振動の式を導き出す 

(7) 

⑦ 運動方程式の導出 ２ 

剛体の運動エネルギーを理解する 

予習 剛体の回転運動を予習  

復習 オイラー角による運動エネルギーの表し方 

(8) 

⑧ 運動方程式の導出 ３ 

４自由度方程式の導出を理解する 

予習 ラグランジ方程式を勉強  

復習 ４自由度モデルの導出結果に馴染む 

(9) 

⑨ 固有値解析の準備 

減衰振動の解析と解の意味すること 

予習 減衰振動の解析方法を予習する  

復習 解が意味する内容を覚える。 

(10) 

⑩ 固有値解析 ：固有値の意味 

根軌跡と３つの不安定モードの理解 

予習 配布資料により、固有値解析を調べる  

復習 固有値の値が意味する内容を復習する 

(11) 

⑪ 感度解析 

設計諸元と安定性の関係を理解する 

予習 配布資料により、設計諸元と安定性を予習  

復習 設計諸元による安定性変化を確認 

(12) 

⑫ウィーブモードとウォブルモード 

両立性の困難さを理解する  

予習 配布資料により、両モードの安定性を予習  

復習 ウィーブとウォブルの関係を復習。 

(13) 

⑬新しい解析手法 

エネルギーフロー法を理解する 

 

予習 配布資料により、エネルギーフロー法を予習  

復習 
もう一度エネルギーフロー法を復習 

(14) 

⑭エネルギーフロー法による解析 １ 

ウォブルモードの発生原因を理解 

予習 配布資料により、ウォブルモードの原因を予習  

復習 ウォブルモードの発生原因を復習 

(15) 

⑮エネルギーフロー法による解析 ２ 

ウィーブモードの発生原因を理解 

予習 配布資料により、ウィーブモードの原因を予習  

復習 ウィーブモードの発生原因を復習 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 43640 前期集中 7 2 

授業科目名 交通機械先端技術 学習相談 

英字科目名 
Advanced Technology of Transport 

Mechanical Engineering 
3 号館 3 階 山口研究室 

代表教員名 担当教員名 

山口卓也 未定 

使用テキスト 

必要に応じ資料を配布する。 

 

授業の概要 

交通機械工学分野における最新技術について、各分野の専門家から詳しく学ぶ。 

 

到達目標 

(1) 交通機械業界の最新動向を理解し，今後の展望が説明できる。 

(2) 鉄道、自動車、船舶の基礎技術について説明できる。 

履修上の注意 

内容は都合により変更し、順序を変更することがある。 

1.出席重視の科目とする。 

2.ルーズな受講態度にならないよう注意すること。 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度等（40％）、レポート（60％）で総合評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

各分野（自動車、鉄道、船舶）に関して提出されたレポートは添削し返却する。 

 

参考図書 講義で紹介する 

 

関連科目 フレッシュマンセミナー → 交通機械先端技術 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

鉄道車両技術について① 

 予習 

鉄道工学に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。 

  

復習 講義内容を復習すること。 

(2) 

鉄道車両技術について② 

 
予習 

鉄道工学に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。 

復習 講義内容を復習すること。 

(3) 

鉄道車両技術について③ 

 
予習 

鉄道工学に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。  

復習 講義内容を復習すること。 

(4) 

鉄道車両技術について④ 

 
予習 

鉄道工学に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。  

復習 講義内容を復習すること。 

(5) 

鉄道車両技術に関するまとめ 

 
予習 

鉄道工学に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。  

復習 
鉄道車両技術に関しレポートを作成するこ

と。 

(6) 

自動車技術について① 

 
予習 

自動車技術（特に軽自動車）に関する知見を

予習したうえで講義に出席すること  

復習 講義内容を復習すること。 

(7) 

自動車技術について② 
予習 

自動車技術（特に軽自動車）に関する知見を

予習したうえで講義に出席すること  

復習 講義内容を復習すること。 

(8) 

自動車技術について③ 
予習 

自動車技術（特に軽自動車）に関する知見を

予習したうえで講義に出席すること  

復習 講義内容を復習すること。 

(9) 

自動車技術について④ 

 
予習 

自動車技術（特に軽自動車）に関する知見を

予習したうえで講義に出席すること  

復習 講義内容を復習すること。 

(10) 

自動車技術に関するまとめ 

 
予習 

自動車技術（特に軽自動車）に関する知見を

予習したうえで講義に出席すること  

復習 
自動車技術に関するレポートを作成するこ

と。 

(11) 

造船技術について① 

 
予習 

造船技術に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。  

復習 講義内容を復習すること。 
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(12) 

造船技術について② 

 
予習 

造船技術に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。  

復習 講義内容を復習すること。 

(13) 

造船技術について③ 

 
予習 

造船技術に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。  

復習 講義内容を復習すること。 

(14) 

造船技術について④ 

 
予習 

造船技術に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。  

復習 講義内容を復習すること。 

(15) 

造船技術に関するまとめ 

 
予習 

造船技術に関する資料を図書館にて文献調

査し講義に備えること。  

復習 造船技術に関するレポートを作成すること。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43260 前期 1 1 

授業科目名 工作実習 学習相談 

英字科目名 Work Shop Practice 
一級自動車整備教育センター、創造工

房 e mail:ikeda@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 池田 秀，野口聡仁，青木秀幸，渕上貴之 

使用テキスト 

配布プリント及び国土交通省自動車交通局監修（日本自動車整備振興会連合会） 

自動車整備技術「基礎自動車整備作業」「基礎自動車工学」 

授業の概要 

本科目では，機械工作の基本となる加工機械を用いた加工法、材料を接合するガス・アーク溶接、エン

ジンの作動原理と主要部品の測定法、3D プリンタの作動原理、取り扱い方法について実体験にて習得

します。 

 

到達目標 

(1) 加工機械の名称、構造、取り扱い方法を理解し、製品の切削を行う技能を習得することが出来る。 

(2) ガス・アーク溶接機の名称、構造及び取り扱い方法が理解できる。 

(3) エンジン作動原理と主要部品の名称、構造及び測定方法が理解できる。 

(4) 3D プリンタの原理、取り扱い方法が理解できる。 

履修上の注意 

本科目では，工作機械を実際に用いて実習を行うため、正しい知識・手順に従わないと怪我や死亡事故

に繋がる可能性がある。指導員の指示に従い、安全作業に万全を期すること。 

実習時間中は、必ず実習服、安全靴、帽子を着用すること。 

自動車コースは、二級自動車整備士養成科目であり出席率 90％以上が必要。 

成績評価の方法・基準 

授業態度 20％、小テスト（筆記、実技）40％、期末試験 40％ 

 

課題に対するフィードバック 

授業中に出した課題や小テストは講義中にフィードバックする。 

期末試験については、小テストの中から出題する。 

参考図書 職業能力開発総合大学校 基盤整備センター編「機械加工実技教科書」「自動車整備実技教科

書」 

関連科目 工作実習→機械工作法 

学位授与

の方針と

の関連 

技能・表現 

（８）工学分野の総合的な視点と交通機械工学の知識を身につけ、多様化する現代社会の諸

問題や課題を分析するための知識・技能・情報発信能力を有し、地域社会や国際社会の新し

い多様な文化や生活の創造、産業の発展に貢献することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

工作実習全体の説明と安全ガイダンス 

災害の原因、安全確保、安全作業につい

て。 

 

予習 
テキスト pp.7～10 を予習する。 

  

復習 
授業内容の復習とプリントの問題を解く。 

(2) 

機械工作①（旋盤） 

旋盤の取り扱い。 

保守の仕方、操作、送りハンドル、替え

歯車の掛け方、チャックの取り付け脱着、

工作物の脱着。 

予習 配布プリント№5.1 を予習する。 

復習 

授業内容の復習とプリントの問題を解く。 

(3) 

機械工作②（旋盤） 

バイトの取り付け、丸棒削り（端面削り）、

心もみ（センタ穴加工）センタ穴のもみ

方。 

予習 配布プリント№5.12～5.14 を予習する。  

復習 

授業内容の復習とプリントの問題を解く。 

(4) 

機械工作③（フライス盤） 

フライス盤の取り扱い及び操作方法、バ

イスの取り付け、フライスの取り付け（立

てフライス盤）、平面削り。 

予習 配布プリント№6.1～6.3 を予習する。  

復習 

授業内容の復習とプリントの問題を解く。 

(5) 

溶接① 

設備用具の説明，使用方法、火炎の調整、

火炎の形状観察。 

 

予習 配布プリント№16～17 を予習する。  

復習 

授業内容の復習とプリントの問題を解く。 

(6) 

溶接② 

溶接棒と母材の溶接状態、ガス切断用吹

管の取り扱い、軟鋼板の切断。 

予習 配布プリント№18～19 を予習する。  

復習 
授業内容の復習とプリントの問題を解く。 

(7) 

溶接③ 

アーク溶接作業の準備、保護具の装着方

法および溶接用清掃工具の準備、アーク

の発生、溶接作業。 

予習 配布プリント№20～21 を予習する。  

復習 

授業内容の復習とプリントの問題を解く。 

(8) 

機械工作、溶接実習のまとめ、小テスト

（筆記、実技）。 
予習 

機械工作、溶接実習で配布されたプリントを

予習する。  

復習 配布プリントにて復習する。 

(9) 

測定① 

測定器の原理，使用方法，整備機器の取

り扱い。 

単気筒ガソリンエンジンの分解。 

予習 テキスト pp.17 までを予習する。  

復習 

授業の内容、プリント及び練習問題にて復習

する。 

(10) 

測定② 

測定器の部品名称，エンジン主要部品の

測定方法。 

エンジンの構造，機能。 

予習 テキスト pp.17～23 までを予習する。  

復習 

授業の内容、プリント及び練習問題にて復習

する。 
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(11) 

測定③ 

燃焼室容積、圧縮比、バルブタイミング

の測定。 

エンジン組み立て。 

 

予習 テキスト pp.23～27 までを予習する。  

復習 

テキスト pp.17 までを予習する。 

(12) 

3D プリンタ① 

Autodesk 123D Design を使用し、3D 

CAD の感覚に慣れる。 

 

予習 
3D CAD とはどんなものか書籍やインター

ネットで調べておく。  

復習 
3D 図面を描く方法をまとめる。 

(13) 

3D プリンタ② 

Autodesk 123D Design を使用し、寸法

通りに3Dデータを作成する手法を学ぶ。 

 

予習 3D CAD 実習①の内容を復習しておく。  

復習 

3D プリンター実習で使用する 3D データを

各自で作成する。 

(14) 

3D プリンタ③ 

3D プリンターBrade-1 を使用し、FDM

方式 3D プリンターの概要や操作方法を

学ぶ。 

 

予習 
3D プリンターとはどんなものか書籍やイン

ターネットで調べておく。  

復習 

3D データの作成から 3D プリンターの出力

までの手順をまとめる。 

(15) 

測定、3D プリンタ実習のまとめ、小テス

ト（筆記、実技）。 

 

予習 
測定、3D プリンタ実習で配布したプリント

を予習する。  

復習 配布プリントにて復習する。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44010 前期 5 2 

授業科目名 交通機械工学実験実習Ⅰ 学習相談 

英字科目名 
Engineering Experiments of Traffic 

Machinery Ⅰ 
各部門担当者にて応談 

代表教員名 担当教員名 

渡邊直幸 交通機械工学科教員 

使用テキスト 

配付プリントおよび、国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会） 

自動車整備技術「２級ガソリン・エンジン」、「２級ジーゼル・エンジン」 

「２級シャシ」、「基礎自動車工学」 

 

授業の概要 

 

各専門分野における現象把握や理論計算等への理解を深めるため、種々の分野・題目で実験を行う。各

部門において、基本的取り組み方や実験方法、結果の分析と結論の出し方、技術報告書の書き方等につ

いて学ぶ。 

 

到達目標 

(1) 工学基礎の検証や試験データの持つ基礎的な意味について理解できる。 

(2) 求められた数値における単位や測定精度の評価ができる。 

(3) 自動車関連の問題解決に対する技術的対応能力を身に付ける。 

履修上の注意 

実験は、積極的な参加とわかりやすく纏められたレポート提出とによって完結するものである。よって、

データ整理のための電卓など、各自忘れずにそれに備えること。また、出席重視の科目であり、出席率

は 90％以上が必要とされる。安全への配慮が最も重要である。担当教員の指示を的確に守ること。実験

部門、テーマは変更されることがある。 

 

成績評価の方法・基準 

取り組み姿勢(30%)、実験レポート(40%)、部門別課題・テスト(30%) 

 

課題に対するフィードバック 

 

参考図書 車両工学、電気工学、材料力学、機械力学等各関連科目の講義テキスト他 

 

関連科目 交通機械工学実験実習Ⅰ → 交通機械工学実験実習Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

ガイダンス 

 

予習   

復習  

(2) 

車両工学：①自動車用ステアリング装置の

基礎実験１ 

 

予習  

復習 
 

(3) 

車両工学：②自動車用ステアリング装置の

基礎実験２ 

 

予習  

復習 
 

(4) 

③データ解析 

 

予習  

復習  

(5) 

材料力学：①はりの曲げ（ひずみ測定） 

 

予習  

復習  

(6) 

材料力学：②はりの曲げ（たわみ測定） 

 

予習  

復習  

(7) 

材料力学：③データ分析 予習  

復習  

(8) 

まとめ 予習  

復習  

(9) 

電気工学：①抵抗・ダイオード 

 

予習  

復習  

(10) 

電気工学：②トランジスタ 

 

予習  

復習  

(11) 

電気工学：③特殊半導体素子 

 

予習  

復習  

(12) 

電気工学：④データ分析 

 

予習  

復習  

(13) 

電気工学：⑤太陽電池・燃料電池 

 

予習  

復習  

(14) 

電気工学：⑥データ分析 

 

予習  

復習  

(15) 

総まとめ 

 

予習  

復習  
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44020 後期 6 2 

授業科目名 交通機械工学実験実習Ⅱ 学習相談 

英字科目名 
Engineering Experiments of Traffic 

Machinery Ⅱ 
各部門担当者にて応談 

代表教員名 担当教員名 

山口卓也 交通機械工学科教員 

使用テキスト 

配付プリントおよび、国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会） 

自動車整備技術「２級ガソリン・エンジン」、「２級ジーゼル・エンジン」 

「２級シャシ」、「基礎自動車工学」 

 

授業の概要 

交通機械工学実験実習Ⅰに引き続き、各専門分野における現象把握や理論計算等への理解を深めるた

め、種々の分野・題目で実験を行う。各部門において、基本的取り組み方や実験方法、結果の分析と結

論の出し方、技術報告書の書き方等について学ぶ。 

 

到達目標 

(1) 工学基礎の検証や試験データの持つ基礎的な意味について理解できる。 

(2) 求められた数値における単位や測定精度の評価ができる。 

(3) 自動車関連の問題解決に対する技術的対応能力を身に付ける。 

履修上の注意 

実験は、積極的な参加とわかりやすく纏められたレポート提出とによって完結するものである。よって、

データ整理のための電卓など、各自忘れずにそれに備えること。また、出席重視の科目であり、出席率

は 90％以上が必要とされる。安全への配慮が最も重要である。担当教員の指示を的確に守ること。実験

部門、テーマは変更されることがある。 

 

成績評価の方法・基準 

取り組み姿勢(30%)、実験レポート(40%)、部門別課題・テスト(30%) 

 

課題に対するフィードバック 

 

参考図書 車両工学、電気工学、材料力学、機械力学等各関連科目の講義テキスト他 

 

関連科目 交通機械工学実験実習Ⅰ → 交通機械工学実験実習Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

ガイダンス 予習   

復習  

(2) 

内燃機関：①吸気スワールの定常流計測 

 

予習  

復習  

(3) 

内燃機関：②内燃機関の性能計測 予習  

復習  

(4) 

内燃機関：③エンジンの 0 次元シミュレー

ション 

予習  

復習  

(5) 

内燃機関：④データ解析 

 

予習  

復習  

(6) 

材料力学：④ＣＡＥの基礎 予習  

復習  

(7) 

材料力学：⑤ＣＡＥの応用 予習  

復習  

(8) 

材料力学：⑥データ解析 予習  

復習  

(9) 

流体力学：①空力流体シミュレーションの

基礎 

 

予習  

復習 
 

(10) 

流体力学：②離着陸するデルタ翼まわりの

流れ 

予習  

復習  

(11) 

流体力学：③自動車空力の基礎 

 

予習  

復習  

(12) 

流体力学：④データ解析 

 

予習  

復習  

(13) 

電気工学：①論理回路 

 

予習  

復習  

(14) 

電気工学：②データ解析 

 

予習  

復習  

(15) 

総まとめ 予習  

復習  
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 70800 前期 5 2 

授業科目名 就業指導Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Guidance in Job Hunting and WorkingⅠ 
堀研究室（6 号館４階）  

e-mail: hori@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

堀  憲 一 郎 （ Kenichirou 

HORI） 
堀 憲一郎（Kenichirou HORI） 

使用テキスト 

プリント配布 

 

授業の概要 

 個々人に機会と成功を保障するために、また社会に適切な労働力の配置を行なうために、学校での職

業指導が大切な役割を果たすことになる。職業高校の教員になるためには、職業指導についての基本的

な知識を身につけておく必要がある。 

 前期の「就業指導Ⅰ」においては、広く職業というものについて様々な角度から考察する。また職業

と自己の人生の関わりを具体的に考えるきっかけとして、先人達の職業倫理観を取り上げる。 

 

到達目標 

(1)「職業」「働く」ということを理解し、自分自身の将来像を明確に描けるようになる。 

(2)産業構造を学び、企業がどのような人物を求めているかを説明できるようになる。 

(3)職業についての広い視野としっかりした考え方をもつことで、工業高校の教員としてきちんとした職

業指導ができるようになる。 

 

履修上の注意 

本科目は、高校（工業）の教員免許状を取得するための必修科目であるが、学科の選択科目として卒業

要件にも含むことができる。 

授業に関連する課題を「久留米工業大学 E キャンパス」のシステムを利用して提出してもらう。 

成績評価の方法・基準 

講義テーマごとの課題（30%）、授業での発表等参加態度（20%）と学期末の課題（50%）で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

原則として「久留米工業大学 E キャンパス」のシステムを利用して行う 

参考図書 授業時に紹介する 

 

関連科目 就業指導Ⅰ → 就業指導Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

（３） 修得した幅広い教養や工学分野の専門知識を活用し、社会の要求に対応するための

自律的、創造的および汎用的な思考ができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

職業とは何か：様々な職業観・職業観の世

代間での断絶 

 
予習 

E キャンパスへの登録及びそこで示す概

要、留意点をよく読み、理解して授業の

準備をしておくこと 

  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(2) 

ライフコースとキャリア：個人の成長・発

達の中で職業がもつ意味とは 

 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと 

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(3) 

職業指導の方法（1）：生徒の自己理解につ

いて（1） 

 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(4) 

職業指導の方法（2）：生徒の自己理解につ

いて（2） 

 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(5) 

職業指導の方法（3）：進路相談の立場と方

法について（1） 

 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 

今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

 

(6) 

職業指導の方法（4）：進路相談の立場と方

法について（２） 

 

 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 

今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

 

(7) 

職業の現代的構造（1）：産業構造と職業構

造の変化について 予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 

今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 
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(8) 

職業の現代的構造（2）：職業と社会移動 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(9) 

職業の現代的構造（3）：企業が求める人間

像 

 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(10) 

中間確認まとめ：「職業」「働く」と自分自

身の将来像 

 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(11) 

職業分化（1）：社会的分業と職業分類 

 予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(12) 

職業分化（2）：職業の専門性 

 予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(13) 

様々な職業倫理：職業倫理として求められ

るもの 

 

予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(14) 

職業と生涯教育：産業構造の変化への対応 

 予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 

(15) 

総まとめ：職業・働く・将来・人生の意味 

 予習 

E キャンパスを通して示す、就業をめぐ

る現代社会の課題についての資料をよ

く読み、理解した上で授業に臨むこと  

復習 
今回の授業内容に関連した、E キャンパ

スで提示される課題へ取り組むこと 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 70810 後期 6 2 

授業科目名 就業指導Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Guidance in Job Hunting and WorkingⅡ 

 

藤原 研究室    

e-mail: fujiwara@cc.kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

藤原 孝造 藤原 孝造 

使用テキスト 

プリント配布 

 

授業の概要 

前期の「就業指導Ⅰ」をうけ、後期の「就業指導Ⅱ」では、より実際的な職業指導の方法について検討

する。 

 

到達目標 

（1）自己分析を行うことの重要性を理解し実践できるようになること。 

（2）業界研究を進めていくことで、進路を明確にできるようになる。 

（3）教員として、実際に高校生に具体的な職業指導が行なえるようになること。 

 

履修上の注意 

本科目は、高校（工業）の教員免許状を取得するための必修科目であるが、学科の選択科目として卒業

要件にも含むことが出来る。 

毎回の授業の最後に、その日の授業で理解したこと考えたことをレポートにまとめてもらい、平常点と

する 

 

成績評価の方法・基準 

課題提出・授業態度 40%，テスト 60%で総合評価 

課題に対するフィードバック 

レポート、提出物に関しては添削・採点などを行いその都度対応していく。 

参考図書 授業で紹介する。 

関連科目 就業指導Ⅰ → 就業指導Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

（関心・意欲・態度） 

（１）   ものづくりに関心を持ち、グローバルな視点で他者と協働し、社会に貢献・奉仕

することができる。 

（２）   社会の仕組みを理解し、社会人としての倫理観に基づいて技術者としての責任を

遂行することができる。 

 

 

-123-



授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

自己分析のやり方【□過去の自分を探る 

□友人の活用】 

 

予習 

自己分析とは何かということを事前に

調べておくこと。SPI の演習を実施する

ので事前に勉強しておくこと。 

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(2) 

業界研究について（1）【□業界・職種・企

業についての基礎知識】 

 

予習 

興味のある業界を調べてくること。SPI

の演習を実施するので事前に勉強して

おくこと。 

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(3) 

業界研究について（2）【□新聞・雑誌・書

籍の活用 □ウェブの活用】 

 

予習 

1 週間分の新聞から気になる記事を選ん

でおく。SPI の演習を実施するので事前

に勉強しておくこと。  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(4) 

業界研究について(3)【□インターンシップ

の活用 □先輩の話】 

 

予習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の予習を行なうこと。  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(5) 

会社選び(1)【□有名企業か優良企業か 】 

 
予習 

配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(6) 

会社選び(2)【□イメージや憧れと実際のギ

ャップ】 

 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(7) 

エントリーシートの作成方法(1)【□志望動

機】 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(8) 

エントリーシートの作成方法(2)【□自己

PR  □これまで打ち込んだこと】 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(9) 

履歴書の作成方法【□履歴書の基礎知識  

□学歴、資格、趣味】 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(10) 

会社説明会【□会社説明会の概要  □参加

する際の注意点】 

 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 
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(11) 

筆記試験【□一般常識・時事問題  □適性

検査】 

 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(12) 

面接(1)【□企業の面接の目的と評価基準】 

 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(13) 

面接(2)【□言葉づかい  □立ち居振る舞

い】 

 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(14) 

就職活動マナー【□服装 □連絡・報告 □

応対 □席順 】 

 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 

(15) 

手紙、メールの作成の仕方【□手紙の基本

的形式  □手紙における言葉づかい】 

 

予習  

復習 
配布した資料を読み返すこと。SPI の演

習の復習を行なうこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 70790 前期 7 2 

授業科目名 工業の基礎 学習相談 

英字科目名 
Ｆｕｎｄａｍｅｎｔａｌｓ ｏｆ Ｅｎｇｉｎ

ｅｅｒｉｎｇ 

授業終了後、必要に応じ担当教員に相

談すること。 

代表教員名 担当教員名 

田中 廣茂 

（Hiroshige TANAKA） 
田中 廣茂（Hiroshige TANAKA） 

使用テキスト 

必要に応じて資料等を配布。 

 

授業の概要 

工業技術は、今日ますます人々の生活や社会に大きな影響を及ぼすようになってきている。授業では、

工業技術が社会に大きな責任を負う問題の主要なものを取り上げ、技術者としてそれらをどのように捉

え、またそれらにどのように対処していけばよいのかについて検討する。 

なお、講義では各種の協議・討議を実施する。 

 

到達目標 

(1)工業技術が社会に大きな責任を負う主要な問題の概要を理解し、説明できるようになる。 

(2)技術者としての基本的な姿勢や考え方を修得し、工業の教員として指導できるようになる。 

(3)事故や被害の実態を真摯に受け止め、正しい技術と精神を繋げていけるようになる。 

 

履修上の注意 

・ガイダンスの欠席者（公欠、病気等の特別な理由がある者を除く）は、以後の受講を認めない。 

・各種の事例について、グループ協議への参加及び各自の発表を求める。 

・授業終了時のリアクションシート提出をもって出席とみなす。 

・出席回数を重視する。欠席は 3 回まで。（4 回以上の欠席は失格） 

 

成績評価の方法・基準 

リアクションシート（50％）と期末試験（50％）で総合評価。 

課題に対するフィードバック 

・リアクションシート等に示された内容については、必要に応じて最終講義までにフィードバックする。 

・期末試験については、模範解答を掲示する。 

参考図書 ・ＮＳＰＥ倫理審査委員会 編「科学技術者倫理の事例と考察」（丸善） 

・日本技術士会訳 編「科学技術者の倫理（第３版）」（丸善） 

関連科目 工業の基礎 → 工業科教育法Ⅱ・Ⅲ 

学位授与

の方針と

の関連 

関心・意欲・態度 

（６）社会の仕組みを理解し、社会人として倫理観に基づいて技術者としての責任を遂行す

ることができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

ガイダンス 

工業の基礎・技術の継承 

 

予習 

工業技術に関する最近の事件・事故につ

いて情報を収集しておく。 

  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(2) 

”余裕”による事故防止 

ヘッドアップディスプレー・排水性舗装 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。 

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(3) 

フェイルセーフ（１） 

人的ミスか？ 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(4) 

フェイルセーフ（２） 

深海無人探査機「かいこう」・ＧＰＷＳ 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(5) 

福島原発事故（１） 

事故の経緯 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(6) 

福島原発事故（２） 

危機管理から見た課題 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(7) 

ノウハウとは何か 

技術的発想力・メッキのトラブル 
予習 

事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(8) 

ノウハウの伝達 

東北地方の津波の碑 
予習 

事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 

学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

 

(9) 

事故とヒューマンエラー（１） 

ＪＲ西日本福知山線脱線事故 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 

学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 
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(10) 

事故とヒューマンエラー 

医療事故・ヒューマンエラーと事故 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(11) 

安全性とリスク 

山陽新幹線トンネルにおけるコンクリー

ト崩落事故 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(12) 

ものづくりにおけるトレードオフ 

フォード・ピント車の問題 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(13) 

内部告発 

内部告発が「最後の手段」である理由 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(14) 

企業秘密 

技術情報はだれのものか 

 

予習 
事前配布の資料内容について、情報を収

集する。  

復習 
学習内容および授業で示した協議事項

について復習する。 

(15) 

まとめ 

授業で取り扱った事項それぞれの要点に

ついての文章化 

 

予習 授業で取り扱った事項をまとめておく。  

復習 

これまでの学習内容についてまとめる。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 44220 後期 2-6 2 

授業科目名 ものづくり実践プロジェクト 学習相談 

英字科目名 Project-Based-Manufacturing 
必要に応じて担当教員に相談するこ

と。 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 交通機械全教員 

使用テキスト 

必要に応じて資料などを配布。 

 

授業の概要 

ものづくり実践プロジェクトでは、ものづくりを通した各研究室の活動、企業や地域自治体・地域団体

との連携による問題発見解決型の学習等を行います。実社会における課題とそれを取り巻く制約条件の

中で問題発見解決型の学習（PBL およびアクティブラーニング）を行うことで、社会性を身に付け、専

門の応用について理解を深めていきます。 

 

到達目標 

（１）ものづくりにおける想像力および課題解決に必要な企画力、提案力、実行力を身に付ける。 

（２）情報収集力、発信力を身に付ける。 

（３）協調性、コミュニケーション能力を身に付ける。 

履修上の注意 

・ガイダンスの日時、授業内容、テーマごとの実施日等については、別途連絡するので掲示板に注意し

ておくこと。 

・ガイダンスの欠席者（公欠、病気等の特別な理由がある者を除く）は、以後の受講を認めない。 

・各課題（テーマ）において、受講人数を制限することがある。 

・４年次 ・４年次 に在籍する に在籍する に在籍する 学生は、履修できない。 学生は、履修できな

い。 学生は、履修できない。 学生は、履修できない。 学生は、履修できない。 

・過去に単位認定を受けた者（他学科連携科目を含む）は、履修できない。 

 

成績評価の方法・基準 

活動状況（70%)、成果報告書（30％）で総合評価。 

 

課題に対するフィードバック 

レポート等については必要に応じて最終講義までにフィードバックする。 

 

参考図書 授業で紹介する。 

関連科目  

学位授与

の方針と

の関連 

関心・意欲・態度 

（５）ものづくりに関心を持ち、グローバルな視点で他社と協同し、社会における参照の発

展に貢献・奉仕することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

ガイダンス（1 回目） 

授業の説明および配属希望調査など 

予習   

復習  

(2) 

ガイダンス（2 回目） 

課題ごとの配属分け等 

予習  

復習  

(3) 

課題ごとに研究室に配属 

（３回目以降は各研究室にて実施） 

 

予習  

復習 
 

(4) 

課題（テーマ）の一例 

 

予習  

復習  

(5) 

①三次元ＣＡＤプロジェクト（井川・吉野

研究室）   

予習  

復習  

(6) 

②空力デザインプロジェクト（東研究室） 

 

予習  

復習  

(7) 

③体験型フォーミュラプロジェクト（池

田・梶山） 

予習  

復習  

(8) 

④医工連携プロジェクト（田中研究室） 予習  

復習  

(9) 

⑤IML 連携プロジェクト（片山研究室） 

 

予習  

復習  

(10) 

⑥ディーゼルエンジンベンチプロジェク

ト（山口研究室） 

予習  

復習  

(11) 

⑦車両運動性能実験用の模型製作プロジ

ェクト 

予習  

復習  

(12) 

⑧3D プリンターを使用したモノづくりプ

ロジェクト 

予習  

復習  

(13) 

⑨センサーを使った電子制御プロジェク

ト 

予習  

復習  

(14) 

まとめ１ 

成果報告書の作成等 

 

予習  

復習 
 

(15) 

まとめ２ 

成果報告書の作成等 

予習  

復習  
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43670 前期 7 3 

授業科目名 卒業研究Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Graduation Research Ⅰ 
必要に応じて担当教員に相談するこ

と。 

代表教員名 担当教員名 

東大輔 交通機械工学科全教員 

使用テキスト 

必要に応じて資料等を配布 

 

授業の概要 

指導教員の指導の下で研究背景の調査を行い、研究目的と目標到達に向けた研究計画を 立案して実行

する。  

 

 

到達目標 

(1) 社会のニーズを把握し、問題解決計画立案能力と実行能力を身に付ける。 

(2) 実験等の結果を解析し、工学的に考察する能力を身に付ける。  

(3) 論理的記述力、口頭発表能力、コミュニケーション能力を身に付ける。 

履修上の注意 

授業内容等については別途連絡するので、掲示板に注意しておくこと。 

 

成績評価の方法・基準 

研究への取り組み姿勢(30%)、成果等(70%)を総合的に評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

研究活動で行った調査・実験・解析結果などに関する内容は適宜ゼミ中に解説・指導を行う。 

 

参考図書 授業で紹介する。 

 

関連科目 学科全科目  →  卒業研究Ⅰ →  卒業研究Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

DP1：交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

航空機空力デザインの研究 

 予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。 

  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(2) 

自動車空力デザインの研究 

 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。 

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(3) 

トランスミッションの滑りと燃費の相関

に関する調査 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(4) 

エンジンのエネルギマネージメントに関

する研究 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(5) 

ディーゼルエンジンの高効率化に関する

研究 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

 

(6) 

車両諸元と走行装置に関する諸特性の測

定実験 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

 

(7) 

自動車用走行装置の技術動向調査 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 
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(8) 

自動車の生産システムおよび品質管理に

関する研究 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(9) 

ひずみゲージによる応力－ひずみ履歴の

測定 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(10) 

CAD による自動車エンジン設計及び機構

解析 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(11) 

4 輪車および 2 輪車の操縦安定性に関する

研究 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(12) 

二輪車用ドライブレコーダの研究 

 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(13) 

後続車両への情報提示効果の検討 

 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(14) 

盗難防止システムの調査・研究 

 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(15) 

自動車制御に用いられるセンサ技術の調

査・研究 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43680 後期 8 3 

授業科目名 卒業研究Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Graduation Research Ⅱ 
必要に応じて担当教員に相談するこ

と。 

代表教員名 担当教員名 

東大輔 交通機械工学科全教員 

使用テキスト 

必要に応じて資料等を配布 

 

授業の概要 

指導教員の指導の下で研究背景の調査を行い、研究目的と目標到達に向けた研究計画を 立案して実行

する。  

 

 

到達目標 

(1) 社会のニーズを把握し、問題解決計画立案能力と実行能力を身に付ける。 

(2) 実験等の結果を解析し、工学的に考察する能力を身に付ける。  

(3) 論理的記述力、口頭発表能力、コミュニケーション能力を身に付ける。 

履修上の注意 

授業内容等については別途連絡するので、掲示板に注意しておくこと。 

 

成績評価の方法・基準 

研究への取り組み姿勢(30%)、成果等(70%)を総合的に評価する。 

 

課題に対するフィードバック 

研究活動で行った調査・実験・解析結果などに関する内容は適宜ゼミ中に解説・指導を行う。 

 

参考図書 授業で紹介する。 

 

関連科目 学科全科目  →  卒業研究Ⅰ →  卒業研究Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

（知識・理解） 

DP1：交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

航空機空力デザインの研究 

 予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。 

  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(2) 

自動車空力デザインの研究 

 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。 

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(3) 

トランスミッションの滑りと燃費の相関

に関する調査 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(4) 

エンジンのエネルギマネージメントに関

する研究 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(5) 

ディーゼルエンジンの高効率化に関する

研究 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

 

(6) 

車両諸元と走行装置に関する諸特性の測

定実験 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

 

(7) 

自動車用走行装置の技術動向調査 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 
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(8) 

自動車の生産システムおよび品質管理に

関する研究 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(9) 

ひずみゲージによる応力－ひずみ履歴の

測定 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(10) 

CAD による自動車エンジン設計及び機構

解析 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(11) 

4 輪車および 2 輪車の操縦安定性に関する

研究 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(12) 

二輪車用ドライブレコーダの研究 

 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(13) 

後続車両への情報提示効果の検討 

 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(14) 

盗難防止システムの調査・研究 

 
予習 

各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 

(15) 

自動車制御に用いられるセンサ技術の調

査・研究 

 

予習 
各自の研究テーマに関する文献調査、実

験計画、解析計画を行うこと。  

復習 

文献調査、実験結果、解析結果について

分析およびレポート作成を行い、今後の

研究計画について検討を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43240 前期 5 2 

授業科目名 自動車電装工学 学習相談 

英字科目名 Electrical Engineering of Automobiles 
江藤（徹）研究室（図書館 1 階）  

e-mail: teto@kurume-it.ac.jp 

代表教員名 担当教員名 

江藤 徹二郎 江藤 徹二郎（Tetsujiro ETO） 

使用テキスト 

国土交通省交通局 監修 「二級ガソリン自動車」 （日本自動車整備振興会連合会） 

 

授業の概要 

 1960 年代初頭にオルタネータの整流器としてダイオードが使用されて以来、電装品の高機能化、燃

費・動力性能の向上を目指して自動車の電子技術化が進んでいる。授業では 1 年次の電気工学を復習後、

半導体の基礎知識とその電子回路応用例を説明する。さらに、自動車の電装品に関する電気知識を実際

の回路例に触れながら解説する。 

 

到達目標 

 (1)電気工学の基礎知識を習得し、電気現象を理解した上で数式表現や定量計算ができる。 

 (2)半導体の基礎知識とアナログ・デジタル回路の基礎理論とその応用例を理解する。 

 (3)自動車の電装品に関する電気知識を学び、それらの適正な整備が行えるようになる。 

 

履修上の注意 

毎回，講義終了時に 10 分間程度の小レポートの作成を課す。 

講義には電卓を持参すること。（携帯電話の計算機は使用不可） 

 

成績評価の方法・基準 

毎回の小レポート（30%）、中間試験（30％）と期末試験（40%）で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

 ・毎回の小レポートは、当日の講義、もしくは次回の講義までにフィードバックする。 

 ・中間試験については、講義の中で解答例を板書する。試験内容が一定基準に未達の場合は、別途、

学習サポートを行う。 

 ・期末試験については、希望者には解答例を提示する。江藤(徹)研究室まで来室のこと。 

参考図書 （１）近田久也 著「くるまと電子」（鉄道日本社）、（２）高橋寛 監修、増田英二 編著「わ

かりやすい電気基礎」（コロナ社） 

関連科目 電気工学Ⅰ → 電気工学Ⅱ → 自動車電装工学 → 電子工学Ⅰ 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

 （２）交通機械工学の知識・技術を理解し、応用することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

電気工学の復習（１） 

 静電気・静電誘導、オームの法則、直列

回路と並列回路 の理解 

 

予習 

「わかりやすい電気基礎」等の参考図書

を読んで予習する。 

  

復習 
授業の内容を復習し、今期で予定されて

いる授業の範囲を把握する。 

(2) 

電気工学の復習（２） 

 ジュールの法則、電力と電力量、コンデ

ンサの性質 の理解 

予習 
「わかりやすい電気基礎」等の参考図書

を読んで予習する。 

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(3) 

電気工学の復習（３） 

 コンデンサの直列＆並列回路、充放電特

性、コイルの電磁作用、トランスの性質 

の理解 

予習 
「わかりやすい電気基礎」等の参考図書

を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(4) 

半導体とは？ 

 半導体の定義、電子素子の種類と特徴、

集積回路の概要 の理解 

予習 教科書 pp.65 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(5) 

ダイオードの基本特性 

 車載用電子機器の信頼性、半導体の種

類、ダイオードの動作原理、電流－電圧特

性 の理解 

予習 
教科書 pp.65、および半導体関連の参考

書を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(6) 

整流回路、平滑回路 

 半波整流回路、ブリッジ型全波整流回

路、平滑回路の設計と基礎特性 の理解 

予習 
教科書 pp.65, 66、および半導体関連の

参考書を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(7) 

定電圧回路、トランジスタの基礎特性（１） 

 ツェナー降伏電圧、定電圧回路の計算

法、トランジスタの構造と動作原理 の理

解 

予習 
教科書 pp.67、および半導体関連の参考

書を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(8) 

トランジスタの基礎特性（２） 

 空乏層、内部電界、順方向＆逆方向特性、

接地方式、電流増幅率、バイアス回路 の

理解 

予習 半導体関連の参考書を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。中間試験範囲の復習。 

(9) 

トランジスタの負荷特性、中間試験 

 動作点、負荷線 の理解 

 

予習 半導体関連の参考書を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(10) 

中間試験の解答、固定バイアス回路 

 バイアス抵抗、固定バイアス回路の特性 

の理解 

 

予習 
教科書 pp.68、および半導体関連の参考

書を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。中間試験の復習。 

-138-



(11) 

スイッチング増幅回路、発振回路 

 トランジスタのスイッチング作用、発振

回路、正帰還コイル、LC 同調回路 の理

解 

予習 教科書 pp.68～70 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(12) 

論理回路とブール代数 

 種々の論理演算（AND、OR、NOT、

NAND、NOR 回路）、論理記号、論理式、

真理値表 の理解 

予習 教科書 pp.70～73 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(13) 

バッテリ 

 化学反応式、起電力、電解液比重、電解

液温度、始動特性、充放電特性 の理解 

予習 教科書 pp.74～78 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(14) 

オルタネータ、IC ボルテージレギュレータ 

 三相交流、ステータ＆ロータコイル、ス

ター結線とデルタ結線、中性点ダイオード

付オルタネータ の理解 

予習 教科書 pp.87～93 を読んで予習する。  

復習 

授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 

(15) 

点火装置 

 構造・機能、電磁誘導、イグニッション

コイル、スパークプラグ の理解 

予習 教科書 pp.98～101 を読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習し、関連する演習問題

を解く。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44030 前期 7 1 

授業科目名 自動車整備工学Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Maintenance engineering of Automobiles Ⅰ 中尾山キャンパス 整備教育センター 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 松村 光晃 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会）自動車整備技術 

「二級ガソリン・エンジン」，「二級ジーゼル・エンジン」，「二級シャシ」 

 

授業の概要 

自動車の様々な機能は使用過程において規定の範囲に維持されていることが必要である。このことか

ら、それらの機能状態（例えば、防振・防音あるいは電気的・科学的な燃焼・排ガスの制御等）に対す

る評価・診断技術およびメンテナンスに関する基礎事項の理解を深める内容とする。 

 

到達目標 

自動車の高度整備技術における振動・騒音の計測とその評価技術、燃料・排ガスへの対応技術、車両の

保安管理技術等を身につける。 

履修上の注意 

授業中、理解度確認のための演習を実施し、その結果は成績評価に含める。講義には必ず電卓を持参す

ること。なお、本科目は二級整備士養成科目のため 90％以上の出席必要。 

 

成績評価の方法・基準 

課題提出物と中間試験（10％～30％）、期末試験（60％）による総合評価とする。 

 

課題に対するフィードバック 

・講義中に出した課題や中間テストは、最終講義までにフィードバックする。 

・期末試験については、試験終了後、中尾山キャンパス 21 教室に解答例を掲示する。 

 

参考図書 「騒音制御工学ハンドブック」、「自動車工学ハンドブック」（自動車技術会） 

 

関連科目 自動車工学実習 A･B･C･D → 自動車整備工学Ⅰ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

(1)交通機械の技術者に求められる幅広い教養及び交通機械工学の専門知識を身につける。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

自動車を取り巻く環境 

 
予習 

自動車工学実習 A･B･C･D の内容を復習

しておく。  

復習 授業の内容を復習する。 

(2) 

自動車の故障 

 
予習 

教科書シャシ編 pp.239～240 を読んで

予習する。 

復習 授業の内容を復習する。 

(3) 

法規制上の技術基準 

 
予習 

教科書シャシ編 pp.233～237 を読んで

予習する。  

復習 授業の内容を復習する。 

(4) 

音響情報と安全との関係 

 予習 

教科書シャシ編 pp.236 と自動車工学実

習で配布した音に関連する資料を読ん

で予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(5) 

故障原因探究① 

故障診断の進め方 

 

予習 
教科書シャシ編 pp.239～241 を読んで

予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(6) 

故障原因探究② 

音の計測技術 

 

予習 
教科書シャシ編 pp.242～244 を読んで

予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(7) 

メンテナンスの方式 

距離減衰と音源の音響パワー 
予習 

教科書シャシ編 pp.229～232 を読んで

予習する。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(8) 

自動車騒音測定 
予習 

自動車工学実習での近接排気騒音測定

の関連資料を読んで復習しておく。  

復習 授業内容を復習する。 

(9) 

中間テスト 

故障・不具合発生頻度・経年変化 

 

予習 これまでの授業内容を復習しておく。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(10) 

異常音とその擬態語表現 

 
予習 

教科書シャシ編 pp.159～164 を予習し

ておく。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

いておく。 

(11) 

消音器とその特性試験方法 

 予習 

自動車工学実習での近接排気騒音の周

波数分析に関連する資料を読んで復習

しておく。  

復習 授業内容を復習する。 
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(12) 

エンジンの燃焼サイクルと振動 

 
予習 

教科書エンジン編 pp.13を読んで予習し

ておく。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(13) 

振動とその影響 

 
予習 

前回配布した資料を読んで予習してお

く。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(14) 

タイヤの整備技術 

 
予習 

教科書シャシ編 pp.109～118 を読んで

予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(15) 

総まとめ 

点検ハンマーによる判別 

 

予習 
1～14 回までの講義内容を整理してお

く。  

復習 
これまで配布したプリント、関連する演

習問題を解く。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44040 後期 8 1 

授業科目名 自動車整備工学Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Maintenance engineering of Automobiles Ⅱ 中尾山キャンパス 整備教育センター 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 松村 光晃 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会）自動車整備技術 

「二級ガソリン・エンジン」，「二級ジーゼル・エンジン」，「二級シャシ」 

 

授業の概要 

自動車の様々な機能は使用過程において規定の範囲に維持されていることが必要である。このことか

ら、それらの機能状態（例えば、防振・防音あるいは電気的・科学的な燃焼・排ガスの制御等）に対す

る評価・診断技術およびメンテナンスに関する基礎事項の理解を深める内容とする。 

 

到達目標 

自動車の高度整備技術における振動・騒音の計測とその評価技術、燃料・排ガスへの対応技術、車両の

保安管理技術等を身につける。 

履修上の注意 

授業中、理解度確認のための演習を実施し、その結果は成績評価に含める。講義には必ず電卓を持参す

ること。なお、本科目は二級整備士養成科目のため 90％以上の出席必要。 

 

成績評価の方法・基準 

課題提出物と中間試験(10％～30％)、期末試験(60％)による総合評価とする。 

 

課題に対するフィードバック 

・講義中に出した課題や中間テストは、最終講義までにフィードバックする。 

・期末試験については、試験終了後、中尾山キャンパス２１教室に解答例を掲示する。 

 

参考図書 「騒音制御工学ハンドブック」、「自動車工学ハンドブック」（自動車技術会） 

 

関連科目 自動車工学実習 A･B･C･D → 自動車整備工学 → 自動車整備工学Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（1）交通機械の技術者に求められる幅広い教養及び交通機械工学の専門知識を身につける。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

エンジンマウント 

内燃機関で使用される燃料について 

 

予習 

自動車整備工学Ⅰの内容を復習してお

く。 

  

復習 授業の内容を復習する。 

(2) 

燃料の性状 

 
予習 

教科書エンジン編 pp.137～139 を読ん

で予習する。 

復習 
授業の内容を復習し、プリントの問題を

解く。 

(3) 

ガソリンのオクタン価 

センシティビティ 

 

予習 
教科書エンジン編 pp.7～10 及び pp.137

～139 を読んで予習する。  

復習 授業の内容を復習する。 

(4) 

理論空燃比 

 
予習 

教科書エンジン編pp.14～17を読んで予

習する。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(5) 

ノッキング 

 
予習 

教科書エンジン編pp.13～14を読んで予

習する。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(6) 

異常燃焼時の圧力振動 

ノッキングの検出 

 

予習 
自動車整備工学Ⅰでの音圧レベルに関

する内容を復習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(7) 

中間テスト 

内燃機関の排出ガスについて 
予習 

これまでの講義内容を復習し、教科書エ

ンジン編 pp.34～42 を読んで予習する。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(8) 

燃料成分と理論空燃比 

燃焼圧力の推移 
予習 

教科書エンジン編pp.13～17を読んで予

習する。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(9) 

燃料と点火エネルギー 

 
予習 

教科書エンジン編 pp.100～103 を読ん

で予習する。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(10) 

スパークプラグと要求火花電圧 

 
予習 

教科書エンジン編 pp.129～131 を予習

しておく。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

いておく。 
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(11) 

点火回路におけるエネルギー平衡と２次

電圧 

 

予習 
教科書エンジン編 pp.132～134 を読ん

で予習しておく。  

復習 授業内容を復習する。 

(12) 

点火回路の出力波形と異常診断 

 
予習 

教科書エンジン編 pp.141～152 を読ん

で予習しておく。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(13) 

クランク機構① 

点火周期とクランク回転角 

 

 

予習 
教科書エンジン編pp.27～28を読んで予

習しておく。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(14) 

クランク機構② 

クランク回転角とピストンスピード 

 

予習 
教科書エンジン編pp.29～30を読んで予

習する。  

復習 
授業内容を復習し、プリントの問題を解

く。 

(15) 

総合演習 

タイヤ、潤滑油等及び故障診断 

 

予習 
1～14 回までの講義内容を整理してお

く。  

復習 
これまで配布したプリント、関連する演

習問題を解く。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 43390 後期 8 1 

授業科目名 法規及び自動車検査法 学習相談 

英字科目名 Regulation & Inspection of Automobiles 
非常勤講師室または 3 号館 3 階 東研

究室 

代表教員名 担当教員名 

東大輔 山口和彦 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会） 

自動車整備士養成課程教科書「法令教材」、自動車整備技術 

 

授業の概要 

自動車は最も身近で便利な移動手段として普及したが、車による死亡事故や環境破 

壊は深刻な社会問題となっている。現在、使用中の車の最大限考慮すべき技術的問 

題は、自動車法規と検査法に殆ど網羅されている。そこで、自動車関係法の保安基 

準や検査の技術基準について学習する。 

 

到達目標 

(1) 自動車関係法の全体像がつかめている。 

(2) 法制定に至る背景などについて理解している。 

履修上の注意 

法規は用語の定義、検査はその技術基準が重要である。 

公害対策は工学的部分が含まれるため、関連科目を学習しておくこと。 

 

成績評価の方法・基準 

小テスト（30％）、期末試験（70％）の総合評価による。 

 

課題に対するフィードバック 

・講義中に行った課題に関しては回答を配布したうえで詳しい解説を行う。 

 

参考図書 国土交通省自動車交通局監修 

「自動車整備関係法令と解説」（㈳日本自動車整備振興会連合会編） 

福田基一著「騒音防止工学」（日刊工業新聞社） 

 

関連科目 自動車整備工学Ⅰ → 法規及び自動車検査法 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

自動車整備士技能検定制度のあらまし 

 予習 

テキストの自動車整備士技能検定制度

について熟読すること 

  

復習 
自動車整備士技能検定制度のあらまし

について復習すること 

(2) 

自動車に対する法規制の概要 

 
予習 

テキストの自動車に対する法規制の概

要について熟読すること 

復習 
自動車に対する法規制の概要について

復習すること 

(3) 

道路運送車両法① 

 
予習 

テキストの総則、自動車の登録等につい

て熟読すること  

復習 
総則、自動車の登録等について復習する

こと 

(4) 

道路運送車両法② 

 
予習 

テキストの道路運送車両の点検及び整

備について熟読すること  

復習 
道路運送車両の点検及び整備について

復習すること 

(5) 

道路運送車両法③ 

 
予習 

テキストの道路運送車両の検査等につ

いて熟読すること  

復習 
道路運送車両の検査等について復習す

ること 

(6) 

道路運送車両法④ 

 
予習 

テキストの自動車の整備事業、雑則につ

いて熟読すること  

復習 
自動車の整備事業、雑則について復習す

ること 

(7) 

道路運送車両法施行規則の別表 
予習 

テキストの道路運送車両法施行規則に

ついて熟読すること  

復習 
道路運送車両法施行規則について復習

すること 

(8) 

小テスト 

予習 

第１回から第７回までの講義内容につ

いて復習を行い小テストを受験するこ

と  

復習 
小テストの出題内容に関し復習するこ

と 

(9) 

道路運送車両の保安基準① 

 
予習 

テキストの総則、自動車の保全基準第 2 

条～第 9 条について熟読すること  

復習 

総則、自動車の保全基準第2 条～第9 条

について復習すること 
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(10) 

道路運送車両の保安基準② 

 
予習 

テキストの自動車の保全基準第 10 条～

第 25 条について熟読すること  

復習 
自動車の保全基準第 10 条～第 25 条に

ついて復習すること 

(11) 

道路運送車両の保安基準③ 

 
予習 

テキストの自動車の保全基準第 26 条～

第 40 条について熟読すること  

復習 
自動車の保全基準第 26 条～第 40 条に

ついて復習すること 

(12) 

道路運送車両の保安基準④ 

 
予習 

テキストの自動車の保全基準第 41 条～

第 53 条について熟読すること  

復習 
自動車の保全基準第 41 条～第 53 条に

ついて復習すること 

(13) 

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 

 
予習 

テキストの自動車ＮＯｘ・ＰＭ法につい

て熟読すること  

復習 
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法について復習する

こと 

(14) 

小テスト：保安基準の主要基準値 

 
予習 

小テストに向けてこれまでの講義内容

について復習すること。  

復習 
小テストの出題内容に関し復習するこ

と 

(15) 

まとめ 

 予習 

これまでの講義内容および２回の小テ

ストの出題内容を見直し不明点を整理

しておくこと  

復習 
これまでの講義内容について復習する

こと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44050 前期 1 2 

授業科目名 自動車工学実習 Ａ 学習相談 

英字科目名 
Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎ

ｇ Ｌａｂ Ａ 
中尾山キャンパス 整備教育センター 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 髙西 賢二   梶山 項羽市   松村 光晃 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会）自動車整備技術 

「２級・３級級ガソリン・エンジン」，「２級・３級ジーゼル・エンジン」，「２級・３級級シャシ」，「基

礎自動車工学」 

 

授業の概要 

自動車の本質について、基礎的な知識を身に付けると共に、基本的な構造および機能面を装置ごとに正

しく理解する。 

 

到達目標 

（１）実際に自動車を分解することにより、構造及び機能面を正しく理解する。 

（２）整備技術士としての必要最小限の知識を身に付ける。 

履修上の注意 

必ず実習服で出席すること。各パートの理解度を確認するための定期的に試験を実施し、成績評価に含

める。本科目は２級整備士養成科目であり、出席率９０％以上が必要。 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度２０％，レポート３０％，学科試験５０％で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

・各パートで課した課題，小テストは、実習時間中にフィードバックする。 

・期末試験については、試験終了後、中尾山キャンパス 21 教室に解答例を掲示する。 

 

参考図書  

関連科目 自動車工学実習Ａ → 自動車工学実習Ｂ → 自動車工学実習Ｃ → 自動車工学実習

Ｄ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

(1)交通機械の技術者に求められる幅広い教養及び交通機械工学の専門知識を身につける。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

車両構造Ⅰ Ａ－１ 

ブレーキ操作機構分解・組み立て 

 

予習 

教科書「3 級シャシ編」pp.135～139 を

読んで予習する。 

  

復習 授業内容を復習する。 

(2) 

車両構造Ⅰ Ａ－２ 

ブレーキ装置（ディスク式油圧ブレーキ）

構造・機能 

 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.144～149 を

読んで予習する。 

復習 
授業内容を復習する。 

(3) 

車両構造Ⅰ Ａ－３ 

ブレーキ装置（ドラム式ブレーキ）構造・

機能 

 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.139～144 を

読んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

(4) 

車両構造Ⅰ Ａ－４ 

アクスル及びサスペンションの分解 

 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.61～74 を読

んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(5) 

車両構造Ⅰ Ａ－５ 

アクスル及びサスペンションの組み立て 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「3 級シャシ編」pp.75～82 を読

んで予習し、1～4 回までの実習内容を整

理しておく。  

復習 授業内容を復習する。 

(6) 

車両構造Ⅱ Ａ－１ 

ＦＲトランスミッションの分解・構造・機

能 

 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.15～24 を読

んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

(7) 

車両構造Ⅱ Ａ－２ 

ＦＲトランスミッションの組み立て・整備 
予習 

教科書「3 級シャシ編」pp.25～34 を読

んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(8) 

車両構造Ⅱ Ａ－３ 

ファイナルギヤ・ディファレンシャルの分

解・構造・機能 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.144～149 を

読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(9) 

車両構造Ⅱ Ａ－４ 

ファイナルギヤ・ディファレンシャルの組

み立て・整備 

 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.45～49 を読

んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

(10) 

車両構造Ⅱ Ａ－５ 

プロペラシャフトの構造・機能，ＦＲ動力

伝達装置まとめ 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「3 級シャシ編」pp.41～42 を読

む，6～9 回までの実習内容を整理してお

く。  

復習 
授業内容を復習する。 
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(11) 

電気装置 Ａ－１ 

電気の基礎的な原理・法則 

 

予習 
教科書「基礎自動車工学」pp.85～99 を

読むんで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(12) 

電気装置 Ａ－２ 

サーキットテスタの取り扱い 

 

予習 
教科書「基礎自動車工学」pp.24～27 を

読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(13) 

電気装置 Ａ－３ 

バッテリの構造・機能・整備 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.86～92 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(14) 

電気装置 Ａ－４ 

直結式スタータの構造・機能・整備 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.93～100 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(15) 

電気装置 Ａ－５ 

リダクション式スタータの構造・機能・整

備 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.79～86 を読んで予習する。11～

14 回までの実習内容を整理しておく。  

復習 
1～15 回の授業内容及び配布プリントの

復習をする。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44060 後期 2 2 

授業科目名 自動車工学実習Ｂ 学習相談 

英字科目名 
Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎ

ｇ Ｌａｂ Ｂ 
中尾山キャンパス 整備教育センター 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 髙西 賢二   池田 秀   松村 光晃 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会）自動車整備技術 

「２級・３級級ガソリン・エンジン」，「２級・３級ジーゼル・エンジン」，「２級・３級級シャシ」，「基

礎自動車工学」 

 

授業の概要 

自動車の本質について、基礎的な知識を身に付けると共に、基本的な構造および機能面を装置ごとに正

しく理解する。 

 

到達目標 

（１）実際に自動車を分解することにより、構造及び機能面を正しく理解する。 

（２）整備技術士としての必要最小限の知識を身に付ける。 

履修上の注意 

必ず実習服で出席すること。各パートの理解度を確認するための定期的に試験を実施し、成績評価に含

める。本科目は２級整備士養成科目であり、出席率９０％以上が必要。 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度２０％，レポート３０％，学科試験５０％で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

・各パートで課した課題，小テストは、実習時間中にフィードバックする。 

・期末試験については、試験終了後、中尾山キャンパス 21 教室に解答例を掲示する。 

 

参考図書  

関連科目 自動車工学実習Ａ → 自動車工学実習Ｂ → 自動車工学実習Ｃ → 自動車工学実習

Ｄ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

（１）交通機械の技術者に求められる幅広い教養および交通機械工学の専門知識を身につけ

ている。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

原動機 Ｂ－１ 

ガソリン・エンジン分解・各部測定 

 

予習 

教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.7～11 を読んで予習する。 

  

復習 授業の内容を復習する。 

(2) 

原動機 Ｂ－２ 

バルブタイミング測定，エンジン組み立て 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.12～17 を読んで予習する。 

復習 授業の内容を復習する。 

(3) 

原動機 Ｂ－３ 

各部測定 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.19～30 を読んで予習する。  

復習 授業の内容を復習する。 

(4) 

原動機 Ｂ－４ 

各部点検・調整，エンジン組み立て 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.31～34 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(5) 

原動機 Ｂ－５ 

エンジン組み立て・測定・始動 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.35～49 を読んで予習する。1～4

回の実習内容を整理しておく。  

復習 授業内容を復習する。 

(6) 

車両構造 Ｂ－１ 

ＦＦトランスミッションの分解・構造・機

能 

 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.15～34 を読

んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

(7) 

車両構造 Ｂ－２ 

ＦＦトランスミッションの分解・組み立

て・整備 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.49～53 を読

んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(8) 

車両構造 Ｂ－３ 

差動制限型ディファレンシャルの分解・構

造・機能 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.50～55 を読

んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

 

(9) 

車両構造 Ｂ－４ 

差動制限型ディファレンシャルの組み立

て・整備 

 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.56～62 を読

んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

(10) 

車両構造 Ｂ－５ 

ドライブ・シャフトの構造・機能、ＦＦ動

力伝達装置まとめ 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「3 級シャシ編」pp.43～44 を予

習しておく。6～9 回の実習内容を整理し

ておく。  

復習 
授業内容を復習する。 
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(11) 

電気装置 Ｂ－１ 

始動装置の性能試験 

 

予習 
教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.83 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(12) 

電気装置 Ｂ－２ 

充電装置の構造・機能・整備 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.101～107 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(13) 

電気装置 Ｂ－３ 

充電装置の出力試験 

 

予習 
教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.96～97 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(14) 

電気装置 Ｂ－４ 

点火装置の構造・機能・整備① 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.108～114 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(15) 

電気装置 Ｂ－５ 

点火装置の構造・機能・整備② 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.98～103 を読んで予習する。11

～14 回の実習内容を整理しておく。  

復習 
1～15 回の授業内容及び配布プリントの

復習をする。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44070 前期 3 2 

授業科目名 自動車工学実習 C 学習相談 

英字科目名 
Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎ

ｇ Ｌａｂ C 
中尾山キャンパス 整備教育センター 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 髙西 賢二   梶山 項羽市   松村 光晃 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会）自動車整備技術 

「２級・３級級ガソリン・エンジン」，「２級・３級ジーゼル・エンジン」，「２級・３級級シャシ」，「基

礎自動車工学」 

 

授業の概要 

自動車の本質について、基礎的な知識を身に付けると共に、基本的な構造および機能面を装置ごとに正

しく理解する。 

 

到達目標 

（１）実際に自動車を分解することにより、構造及び機能面を正しく理解する。 

（２）整備技術士としての必要最小限の知識を身に付ける。 

履修上の注意 

必ず実習服で出席すること。各パートの理解度を確認するための定期的に試験を実施し、成績評価に含

める。本科目は２級整備士養成科目であり、出席率９０％以上が必要。 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度２０％，レポート３０％，学科試験５０％で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

・各パートで課した課題，小テストは、実習時間中にフィードバックする。 

・期末試験については、試験終了後、中尾山キャンパス 21 教室に解答例を掲示する。 

 

参考図書  

関連科目 自動車工学実習Ａ → 自動車工学実習Ｂ → 自動車工学実習Ｃ → 自動車工学実習

Ｄ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

(1)交通機械の技術者に求められる幅広い教養及び交通機械工学の専門知識を身につける。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

車両構造Ⅰ Ｃ－１ 

パワー・ステアリング装置（油圧式）の分

解 

 

予習 

教科書「3 級シャシ編」pp.92～95 を読

んで予習する。 

  

復習 授業の内容を復習する。 

(2) 

車両構造Ⅰ Ｃ－２ 

パワー・ステアリング装置（油圧式）の組

み立て 

 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.93～103 を読

んで予習する。 

復習 
授業の内容を復習する。 

(3) 

車両構造Ⅰ Ｃ－３ 

パワー・ステアリング装置（電気式）の構

造・機能 

 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.103～108 を

読んで予習する。  

復習 
授業の内容を復習する。 

(4) 

車両構造Ⅰ Ｃ－４ 

エア・コンディショナの構造・機能 

 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.189～204 を

読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(5) 

車両構造Ⅰ Ｃ－５ 

ホイール・アライメントの測定 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「2 級シャシ編」pp.119～127 を

読んで予習する。1～4 回の実習内容を整

理しておく。  

 

復習 1～5 回までの実習内容を復習する。 

(6) 

車両構造Ⅱ Ｃ－１ 

電子制御式ＡＴの分解・構造 

 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.20～23 を読

んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

 

(7) 

車両構造Ⅱ Ｃ－２ 

電子制御式ＡＴの点検・測定 
予習 

教科書「2 級シャシ編」pp.23～30 を読

んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(8) 

車両構造Ⅱ Ｃ－３ 

電子制御式ＡＴの組み立て・整備 
予習 

教科書「2 級シャシ編」pp.30～40 を読

んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(9) 

車両構造Ⅱ Ｃ－４ 

油圧制御式ＡＴの分解・構造 

 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.56～62 を読

んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

 

(10) 

車両構造Ⅱ Ｃ－５ 

油圧制御式ＡＴの組み立て・整備 

まとめ（小テスト） 

 

予習 
6～9 回の実習内容を整理しておく。6～

9 回の実習内容を整理しておく。  

復習 
6～10 回の実習内容を復習する。 
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(11) 

電気装置 Ｃ－１ 

灯火装置・ダイオードの特性 

 

予習 
教科書「3 級シャシ編」pp.188～197 を

読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(12) 

電気装置 Ｃ－２ 

デジタル・テスタの取り扱い，トランジス

タの特性 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.81～84 を読んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

(13) 

電気装置 Ｃ－３ 

トランジスタ回路の測定 

 

予習 
教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.65～70 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習しする。 

(14) 

電気装置 Ｃ－４ 

点火装置の回路・測定 

 

予習 
教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.108～114 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(15) 

電気装置 Ｃ－５ 

充電装置の回路・測定 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.106～107 を読んで予習する。11

～14 回の実習内容を整理しておく。  

復習 
1～15 回の授業内容及び配布プリントの

復習をする。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・必修 44080 後期 4 2 

授業科目名 自動車工学実習 Ｄ 学習相談 

英字科目名 
Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎ

ｇ Ｌａｂ Ｄ 
中尾山キャンパス 整備教育センター 

代表教員名 担当教員名 

東 大輔 髙西 賢二   池田 秀   松村 光晃 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会）自動車整備技術 

「２級・３級級ガソリン・エンジン」，「２級・３級ジーゼル・エンジン」，「２級・３級級シャシ」，「基

礎自動車工学」 

 

授業の概要 

自動車の本質について、基礎的な知識を身に付けると共に、基本的な構造および機能面を装置ごとに正

しく理解する。 

 

到達目標 

（１）実際に自動車を分解することにより、構造及び機能面を正しく理解する。 

（２）整備技術士としての必要最小限の知識を身に付ける。 

履修上の注意 

必ず実習服で出席すること。各パートの理解度を確認するための定期的に試験を実施し、成績評価に含

める。本科目は２級整備士養成科目であり、出席率９０％以上が必要。 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度２０％，レポート３０％，学科試験５０％で総合評価 

 

課題に対するフィードバック 

・各パートで課した課題，小テストは、実習時間中にフィードバックする。 

・期末試験については、試験終了後、中尾山キャンパス 21 教室に解答例を掲示する。 

 

参考図書  

関連科目 自動車工学実習Ａ → 自動車工学実習Ｂ → 自動車工学実習Ｃ → 自動車工学実習

Ｄ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

知識・理解 

(1)交通機械の技術者に求められる幅広い教養及び交通機械工学の専門知識を身につける。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

原動機 Ｄ－１ 

４気筒ジーゼル・エンジン分解・各部測定 

 

予習 

教科書「3 級自動車ジーゼル・エンジン

編」pp.7～11 を読んで予習する。 

  

復習 授業の内容を復習する。 

(2) 

原動機 Ｄ－２ 

エンジン組み立て，バルブ・クリアランス

測定 

 

予習 
教科書「3 級自動車ジーゼル・エンジン

編」pp.15～30 を読んで予習する。 

復習 
授業の内容を復習する。 

(3) 

原動機 Ｄ－３ 

エンジン組み立て・測定・始動 

 

予習 
教科書「3 級自動車ジーゼル・エンジン

編」pp.30～46 を読んで予習する。  

復習 授業の内容を復習する。 

(4) 

原動機 Ｄ－４ 

ロータリ・エンジン分解・組み立て 

 

予習 

教科書「3 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.7～9，「2 級自動車ガソリン・エ

ンジン編」pp.7～10 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(5) 

原動機 Ｄ－５ 

潤滑・冷却・吸排気装置分解・組み立て 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.43～64 を読んで予習する。1～4

回の実習内容を復習しておく。  

復習 
1～5 回の実習内容を復習し、配布プリン

トを整理しておく。 

(6) 

車両構造 Ｄ－１ 

電子制御式ＡＴの脱着・整備① 

 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.18～40 を読

んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(7) 

車両構造 Ｄ－２ 

電子制御式ＡＴの脱着・整備② 
予習 

教科書「2 級シャシ編」pp.56～61 を読

んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(8) 

車両構造 Ｄ－３ 

ベルト式無段変速機（ＣＶＴ）の分解 
予習 

教科書「3 級シャシ編」pp.34～37 を読

んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(9) 

車両構造 Ｄ－４ 

ベルト式無段変速機（ＣＶＴ）の構造・機

能 

 

予習 
教科書「2 級シャシ編」pp.41～50 を読

んで予習する。  

復習 
授業内容を復習する。 

(10) 

車両構造 Ｄ－５ 

ベルト式無段変速機（ＣＶＴ）の組み立

て・整備 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「2 級シャシ編」pp.56～62 を読

んで予習する。6～9 回の実習内容を復習

しておく。  

復習 
6～10 回の実習内容を復習し、配布プリ

ントを整理しておく。 
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(11) 

電気装置 Ｄ－１ 

オシロスコープの取り扱い 

 

予習 
これまでの電気装置実習の内容を復習

しておく。  

復習 授業内容を復習する。 

(12) 

電気装置 Ｄ－２ 

整流回路の点検・測定 

 

予習 
教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.65～66,89 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(13) 

電気装置 Ｄ－３ 

定電圧回路の点検・測定 

 

予習 

教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.67～66，91～93 を読んで予習す

る。  

復習 授業内容を復習する。 

(14) 

電気装置 Ｄ－４ 

発振回路の点検・測定 

 

予習 
教科書「2 級自動車ガソリン・エンジン

編」pp.69～70 を読んで予習する。  

復習 授業内容を復習する。 

(15) 

電気装置 Ｄ－５ 

計器・警報装置，安全装置 

まとめ（小テスト） 

 

予習 

教科書「2 級シャシ編」pp.165～179 を

読んで予習する。11～14 回の実習内容を

復習しておく。  

復習 
1～15 回の授業内容及び配布プリントの

復習をする。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 44090 前期 7 1 

授業科目名 自動車技術演習Ⅰ 学習相談 

英字科目名 Car Engineering Seminar Ⅰ 中尾山キャンパス 

代表教員名 担当教員名 

山口卓也 高西賢二 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会） 

自動車整備技術 

「２級ガソリン・エンジン」、「２級ジーゼル・エンジン」 

「２級シャシ」、「基礎自動車工学」 

 

授業の概要 

自動車全般における高度先進技術の整備方法および整備計画に関して学ぶとともに高 

度自動車整備士として必須となる「電子制御」「環境・リサイクル」、「安全」等に関連 

する技術を基礎から学習する。 

 

到達目標 

(1) 自動車全般の整備技術の基礎知識を身につける。 

(2) 整備計画に関する基礎知識を身につける。 

履修上の注意 

他の自動車関連の専門科目と関連性が強い科目であり、内容的に重複する項目もある。 

したがって関連する科目もあわせて復習しながら学んだ項目との関連性を把握しつつ 

講義内容全体における位置づけを常に念頭において受講すること。 

 

成績評価の方法・基準 

受講態度 50％、レポート 10％、期末試験 40％で評価 

 

課題に対するフィードバック 

講義中に行った演習問題は解答の配布および解説を行う。 

 

参考図書 国土交通省交通局監修 

自動車整備技術「１級エンジン電子制御装置」「１級シャシ電子制御装置」 

 

関連科目 自動車工学実習Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ → 自動車技術演習Ⅰ → 自動車技術演習Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

関心・意欲・態度 

（６）ものづくりに関心を持ち、グローバルな視点で他社と協働し、社会における産業の発

展に貢献・奉仕することができる。 

 

 

-161-



授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

ガソリン・エンジン① 

 予習 

テキストのガソリン・エンジン総論、エ

ンジン本体について熟読すること。 

  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(2) 

ガソリン・エンジン② 

 予習 

テキストの燃料装置、吸排気装置、電子

制御式燃料噴射装置について熟読する

こと。 

復習 演習内容を再度確認すること。 

(3) 

ガソリン・エンジン③ 

 
予習 

テキストの電気装置、冷却・潤滑装置、

燃料と潤滑油について熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(4) 

ディーゼルエンジン 

 予習 

テキストのジーゼル・エンジン総論、電

子制御インジェクションポンプについ

て熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(5) 

シャシ① 

 
予習 

テキストのシャシ総論について熟読す

ること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(6) 

シャシ② 

 予習 

テキストのタイヤ、フレーム、ボディー、

ブレーキ、アクスルについて熟読するこ

と。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(7) 

シャシ③ 

予習 

テキストのサスペンション、ステアリン

グ、ホイールアライメントについて熟読

すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(8) 

動力伝達装置 
予習 

テキストのトランスミッション、ディフ

ァレンシャルについて熟読すること。  

復習 
演習内容を再度確認すること。 

 

(9) 

故障原因探究 

 
予習 

テキストの故障原因探究総論について

熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(10) 

エンジン電子制御装置① 

 
予習 

テキストの電気・電子回路の基礎、回路

の測定技術について熟読すること。  

復習 
演習内容を再度確認すること。 
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(11) 

エンジン電子制御装置② 

 予習 

テキストのエンジン電子制御装置の概

要、高度整備技術について熟読するこ

と。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(12) 

エンジン電子制御装置③ 

 
予習 

テキストの電源回路、センサ、アクチュ

エータについて熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(13) 

エンジン電子制御装置④ 

 
予習 

テキストの通信信号、ＥＣＵの制御につ

いて熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(14) 

高度診断技術 

 
予習 

テキストの高度診断技術の概要につい

て熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(15) 

総合演習 

 
予習 

第１回から第１４回目までの演習内容

の見直しを行うこと。  

復習 総合演習の復習を行うこと。 
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授業科目区分 科目コード 開講期 履修セメスタ 単位 

専門・選択 44100 後期 8 1 

授業科目名 自動車技術演習Ⅱ 学習相談 

英字科目名 Car Engineering Seminar Ⅱ 中尾山キャンパス 

代表教員名 担当教員名 

山口卓也 高西賢二 

使用テキスト 

国土交通省交通局監修（日本自動車整備振興会連合会） 

自動車整備技術 

「２級ガソリン・エンジン」、「２級ジーゼル・エンジン」 

「２級シャシ」、「基礎自動車工学」 

 

授業の概要 

「自動車技術演習Ⅰ」に引き続き、車両および構成装置類に関する故障診断方法や整備 

管理技術に関して学ぶとともに、高度自動車整備士に必須となる「電子制御」、「環境・ 

リサイクル」、「安全」等に関連する技術を基礎から学習する。 

 

到達目標 

(1) 自動車の最新技術の整備技術を理解する。 

(2) 整備管理に関する基礎知識を身につける。 

履修上の注意 

「自動車技術演習Ⅰ」も併せて復習しながら、学んだ項目との関連性を把握しつつ講義 

内容全体における位置づけを常に念頭において受講すること。また授業で行う演習は必 

ず復習して確実に理解すること。 

成績評価の方法・基準 

受講態度 50％、レポート 10％、期末試験 40％で評価 

 

課題に対するフィードバック 

講義中に行った演習問題は解答の配布および解説を行う。 

 

参考図書 国土交通省交通局監修 

自動車整備技術「１級エンジン電子制御装置」「１級シャシ電子制御装置」 

 

関連科目 自動車工学実習Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ → 自動車技術演習Ⅰ → 自動車技術演習Ⅱ 

 

学位授与

の方針と

の関連 

関心・意欲・態度 

（６）ものづくりに関心を持ち、グローバルな視点で他社と協働し、社会における産業の発

展に貢献・奉仕することができる。 
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授 業 計 画 

講義内容 
準備学習 

予習に２時間程度、復習に２時間程度確保してください。 

(1) 

シャシ電子制御装置① 

 予習 

テキストの電子制御式オートマチィッ

ク・トランスミッションの概要について

熟読すること。 

復習 演習内容を再度確認すること。 

(2) 

シャシ電子制御装置② 

 予習 

テキストの電源回路、センサ、アクチュ

エータ、ＥＣＵの制御について熟読する

こと。 

復習 演習内容を再度確認すること。 

(3) 

シャシ電子制御装置③ 

 予習 

テキストの電動式パワーステアリング

の概要、高度診断技術について熟読する

こと。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(4) 

シャシ電子制御装置④ 

 予習 

テキストのＡＢＳの概要（構造・機能・

点検）、高度診断技術について熟読する

こと。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(5) 

空調 

 
予習 

テキストのオート・エア・コンヂショナ

ーの概要について熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(6) 

振動・騒音 

 
予習 

テキストの振動・騒音に対する高度整

備・故障診断について熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(7) 

自動車新技術① 

予習 

テキストのハイブリット車、圧縮天然ガ

ス（ＣＮＧ）自動車について熟読するこ

と。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(8) 

自動車新技術Ⅱ 

予習 

テキストの筒内噴射式ガソリン・エンジ

ン、コモンレール高圧燃料噴射装置につ

いて熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(9) 

自動車新技術③ 

 予習 

テキストの車両安定制御装置,ＡＢＳ,ト

ラクションコントロール,ＶＳＣＳにつ

いて熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(10) 

自動車新技術④ 

 
予習 

テキストの無段変速機（ＣＶＴ）、ＳＲ

Ｓエアバックについて熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 
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(11) 

総合診断① 

 予習 

テキストのサービス産業の概要、自動車

整備業における薬務の基本について熟

読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(12) 

総合診断② 

 予習 

テキストの顧客満足度（ＣＳ）の概念と

推進活動の展開例について熟読するこ

と。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(13) 

総合診断③ 

 
予習 

テキストの自動車関係法令等の適切な

運用と活用について熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(14) 

環境保全 

 
予習 

テキストの地球規模環境保全と必要性、

資源の有効利用について熟読すること。  

復習 演習内容を再度確認すること。 

(15) 

総合演習 

 
予習 

第１回から第１４回目までの演習内容

の見直しを行うこと。  

復習 総合演習の復習を行うこと。 
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